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― 巻 頭 言―

博物館への認識高揚 と博物館学講座

カロ 次有藤１
１

１

‥

―

● 本■ 1■ 物オ■講, 7・ 開講されてこの方 今年で
'両

24年
'歳

月を数える

に至 ,た .そ して計座開議,1前の.L輩 ■業11=も とよ1 本学において学ま員

資格を彙得 :て  博物|| ■化,オ関係てこ活理され rtる 院女 = 全FTて 1,400

名を越える数 ■i,た .こ れも偏によざ先輩院友の諸先上方の′しヽあたたまる結

果で 先輩
'ら

イス輩 ■ をtて をつ

`た

輩へとtヽ ったようこ また本学卒半士に

かか
',ら

十日頃■11■ ■●て 下さ ,モ |'る

',々

の良
===陶

とヽ |あ って7)'"

物 と考えろ そ′1■
'う

して小学議

"の
内容充実と発展のモ|1 社会||=も 重大

なる責湾
=古

■ ,て いるこ上を知らな|十 ればならなt■ し力しまだまたその内

容(ま 充分とは決して言■■きない。これから学内においての

'力
査|.lを 情ます

さらに諸t上方′)」指専 とご協力のもとに 是■.共発展させたいとし意気をも

つ次第である.

お蔭をもって_‐ 内で1す  II152年 に博物,1学研究■t■■設置することがで

さた.こ れはす内において ようや く普tl館 学が認鶉されたといってよい こ

のイビスも永tヽ 間体刊けていたが 昨年復「1し て今年は第5韓を世に送る道びと

な ,た .1レ)巻 |ま  各地の院女が地城社会における博物館発達史 ■関心をもた

'tて

きた二とを契機 輸 業の年■としたのであるが このF.1題 ま今後地域■会

=お
ける0物

"の
位置● 十七そのi笙展をみるため

=|よ
極めて

=_‐
な課題といえ

る.今後益′
`4イ

●
=お

|■ 」■■か●みあ|+ら ″tる ことを心から新念するもの

で″,ろ 。そして地域に根ざLた物質 t化の研究力Fi■ とその普及|■ ■さわしい

殴■としての 良き博物菫● くりに責献したいものである.

■いにして近年とみに博物館● 〈つの

「

盛をみる■■り 昭和56年 2月 に朝

日新間社「1「 日本の ミュージアニ、t束 日本綸 西日本編)Jの 編集発刊のお手

l・ いをした結果 人文系博物館を中し、■して 主な自然rl学 系博物館を多少加

えたに Lて も 1395館 の数にのは , 日本人の文化財に対する認識が高揚した

ことをよく物語っていると思う

また大学進学受験■の中にも 博物館学議■の開議されている大学を選ヽ と

いうllHr」 がみられ 本学でも
'1年

T1400名 l■ ●の受講希望者がお1 社会的に

もヽ 物館力認識が高まっている証左といえよう。だが学芸員としての資格をI・

得して卒業するものは 現在約100名 前後になり あくまでも学芸員の資質の

向上を目指されはならないと考えている.

1国學院人學教授
'

1-
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The history Of museums in Akita prefecture

秋田県の博物館史

樫
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121

泰 時
i Togashi

11よ しめに

2明治時イヽ (秋田 1物

“

の設 こと観業 IⅢ

ll覧 会

3 大■ i代から昭和16年頃まで

a 県●■11図 ,'館 とに1/」 館活動

1 はじめに

秋

“

県は1召 l150年 5月  8年間の準備賜円

を経て秋円県●|,物 ,|を 設tし た.そ の設立

経,直は「秋田県上陣物鮨 lll究報告 J「 博物館和「

賜1」肇iFl緞 1■晶 iま,懇1lLili
となり得 るものと,え られる。その員1立の■

事にたすき
',っ

ていたfrは 当時1昭和45年 哺 ,

・t輩から秋口I県 の博物館設立運動は現在はし

まったものではなく 過去いくた0か ,"物

"設立延動のあ●たことを聞いていた そこで

十事のかたわ■
~ll田

県博物館設立運動 史
|

/1よ うなものをまとめ 新 しく設立される博

物館の何か 二役立てはと考え 資十1を 集う

その史ホ1集 とでも世千ふべきものをrk田 県文ィし

財保護協会の機関紙 「出羽路 . =4回にわた

,て 報告したのである。今回 まそれを基礎にして

秋田県の博物館えをまとめて報告したいと思 う

2 明治時代 (秋田博物館の設立 と勧業

博覧会 )

明治時イヽ以前に博物館||な 働 きをなしたの

は |1社 1/閣 であ ,た 。その■き ま■ 3‐ ,↓ て||

lJ館 ||で あって

"論
●●I●館i占動を意図してお

こな
',れ

たもので1ま なか ,た .日 本の博物館

は他の諸科学等の場合と→しように本格||II

b ttI時代から嘔千日に■ヽ :で のilル館

設立運動

4 戦後の,,物

"設
Ⅲ,■動 を,,物 11施 置

5  おわ |に

動き出した夕)は 明治11イヽこなってから
=ち

,

た.そ けてそれ11=覧会と密なな関lTを も ,

て発達 した

llk田 県で最初に博物館建設を計Ⅲし 実行

したの |よ ●田県令で
"■

9年 ′,こ とで

',‐

た_

その1キ の内容11人 のようなものである.

■物,|■ ,■ 付民有ll■綱 買 L之儀

■付ⅢJ

地坪tri拾
「

坪合 ■口弐拾
'ヽ

罰三

∫(1」 裏国司断 奥行弐治六 |・5■ 尺三

寸 持主 ■■義 .l

lし ,占券全百五円t拾九■t,ヽ け

― 建家三棟 |ヒ建 l■百,t給七坪半  |■
L 同人 ,

此オ日当代金百 1し裕 |1円
=ヽ

給

'=い
[

当県之|口 きは Jし ■のli「 に ,`人 ltネ

調 ■目を円 くの具 ■[し く 依 て,,lll

館を置.1:〈 物品を陳

'11 
偏 〈良器 を

■卜贅し度 ■て ま 地庭はtL41人 記載

'イ
t価 建ラ計t'商をして言T仙

=L■
),

に 不相当にもtE之
=イ

I J:面 之lt価 を

以買上申資.イ 1賀 全六之俵 = 県おι之 勺

より支払贅度 御計 剌之上は 石地・Tま

官有′し第二種に組杏 除魯t之義者 大蔵

省へ相伺侯積.,,之 別抵国面‖評仙書相

添此ル相 l・1侯.以 L.

~2~



秋田県の絆物館史

"J治

九年二月十八日

秋田県権令 石田美古代理

秋田県権参事 白根,一

内務 ll 人久保利通殴

と
',' 

その場所は
‐
第一人F―小区■手

谷t‖]番 地Jであった.許可 ま叫J治 10年 4

1:12H41け てお |■行された。これによって

できたI・7物

'|は

~fl田
博物館Jと 称:じ  り治

10年 5月 にはこの博物館を会場に Lて秋田陣

覧会力」明治10年 5月 15日 ヽ6月 13日 まで開催

されていることか
', 

町治10年 4月 頃IIは 完

成していたも夕)と 思われる し力 し言午可にな

,て 開催するまでの期間は 1+月■であり

||'か0と してグ政 装が完備 したとは考えられ

ない.博物館設立の理由として '当 県の知 き

よ北匝の僻上にして人民未開 ■日の開 く具

に三 して 依〔

"物
館を置 |:(物品を陳

'1し rrr(■ ,手 をヽ準致 L皮.と あるの よ当時

県内の状況から察すれば最 もな理由であるが

本来の目||は 上記博覧会を開催する会場確保

するためのもので″,っ た.こ の博覧会も長谷

.l・ ■郎氏が指組 ているように F・l年 上野公け

=開
かれた第一回内国勧業博覧会への出品物

を予選するところにその日的があった,

この よ|に して生まれた秋田●拗 ■であ ,́

た
' 

その■/1● 覧会|ま 秋田市手 I′ と八橋て

開lFさ れてお , そのイをの秋田1専物館の存在

と
'占

動は不叫Jで ある.■ 1県は第一国内国勧

業 1覧会の影響を受けたと考ぇられ スの県

の■覧会は会場の広い手 F′ と,t信 で開かれた.

'ヽ

情につ くられた勧業場の施設は農業会館

二つ 美lit ‖物鮨があ.た  この博物摸,

十も明

'ゴ

14年 9月 の明治天皇行■の折 県内

から書画 古器物 古イヽ附器 土俗等が陳,1

さ′tた 記録がある.明治16年 前後の「庁下市

t● Jに よ二つの博II館  すなわち秋LI時物

IPと 人信の博物,,と が記されているが その

後この二つのほ物館の記録はない.■ 1障物

奸は故曽沢武 長谷部
=郎

氏の話や秋田魁新

報などの記事によって推預,す ると明,台 16年

明徳小学校の敷地として利用され消滅したよ

うてある.明 治10年 に誕7Lし た絆物館は 6年

という■い命で終 ,て しまったのである。明

治14年 に誕生した函館博物館 その後できた

大阪

"●
tl物館が現″もその活動を続けてい

る/1を 見ると荻口博物鮨の
'肖

減は残念に思わ

″してならない。また17物館を
'百

減せしめた秋

県民の意識にも門肛があ‐たであろう.

以後千k口 県には
'召

和50年 まで博物

"は
設立

されなかった. Lか し各時代それぞオ■■|1物

館設立を要望する声があった。その先耶|1役

割と世論の喚起をはかったの よ秋田魁斬報で

あ ,た 千ム1魁やi報は明治86年から44年 まで

5回 に″,た って博物館の必要■を説いた.

最初の i張は明治30年 1月 10日 叫 物館Jと

題したものでその内容 ま次のようなものであった.

「本県には県立レ書憤自の設置あり 巡回文

庫等業の設備完全を極め 他の標準たらん

とし 之によいてJ`'図 書館も漸次増力|せ

らんとし 学校教育と相挨ちで社会教育の

方法整備せたとする|よ  嗜義なる教育上に

いて 曖賀すべきの現象たらぎるを得す.

而してr千 人ま之を以て満足せず 益々知識

を求め 教育を行うの方法に於て望蜀の感

なくんばら
',す

.

言うまでもなく図書館は文字の方法にlt4

つて知識を求●るになり、故に多少の文字

あるものと雖も文も理解するに多少の困難

を経ぎるべからす.況んや丈子なきものに

於いてをや.諺に日く 百間―見に若かす

と,告人は玄において博物 官の必要を感ゼざ

ろを得す.蓋し 図書館 博物館たるの性

質や■して一 ―を取 り二を搭つべからす。

図書館が文字の方法に依 0知 識を求●る

よヒし ,物館は実物に依つて知識を得んと

す.―は間接にしてlLは 直接に 其の難

■の易口より司日の論にあらす 然かも博

lll館

`=図
書館に1ヒ し 場所と費用とを要す

ること多きを以て 容易に之を企つべきに

あらぎるも 其の効果は却て之に倍在せざ
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`蒐集!ぎれ よ 後日にヽておらゆる,力 を加ヘ

全減の積をヽすも ●易に
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〕べきな|._と して博物慣1設立を切望
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秋田県・ |,ウ物館史

とあり ,FJ:室 あるい まそ′tに

'1た

I占動¬
‐
る

部屋はない。

■秋公国の一隅にあった県立秋田図書館 ま

大 E8年 6月  新しく,田 市東根小屋町に完

成した新おに移っている。その新館の図面 よ

大正 8年度の秋‖1県 立秋田図書館報にl_5載 さ

れている.そ れによると 従来あった部屋に

新らしく 研究室 11 tlF,陳 ¬j室 1二十七

坪

'記
念ギ |二「

二IT)力
'設 |十

',れ
ている.

陳列室は■騰に設|ナ られた これが4書館,
博物館活動の形としておらわれた最初でノ,る .

これに対して 故豊沢武先生は
~こ

の陳,1■

1ま 物を陳
'1す

る自||ではなく 間覧■が小さ

く 近い

'キ

未閲覧室として使用する目的が主

で 特別ヽ物館||な 働きをもたせようとして

作った吉F屋 で(ま なさそうだ_と い ,て おられ

た.

県ifI回 図書館がこの場所|■ 下

`る

ことこさ

まったことから そグ蘭 地などうするか と

いう問題があ ,た 。このことについて大■ 4

年7月 8日

`1の

Fl口 電新報は跡 llll利IΠ ま「ll

田博 l・l館 と■ よJ と,ヽ う信ご事を場載している

その内t.Iよ よ′)と おりである.

「県■図書館跡を,と 処,アする ?

ll国 博物

'|と

せよ―

本県の御大典記念●・業の一 として記念1判 書

ll t建設すべきに既報の如 くなるが同国 ,リ

"は
11●:小路の弥高神社を

`ヽ

は内にItttt

じめたる其鋤|=土木をILす ものなる■(3年

後には壕を隔てて記念会館七対して丁オ

|し ネ′十シス式の輪美美を発揮すべ 〈従 ,

て

“"1々

Tの 暁に1す 公園二の

'Jこ

ある従来

のビ占館 ま4:〈 不■に帰すべきは論を供た

ぬ力■ 際当局者にて
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'1す

●
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一地 方に

“

て各多数え長せるは珍 とすべき
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田魁新報社長安藤不1風氏奇贈の
~時

雨庵文
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■田県の博物

"史

十lt量 上直li氏 のせ

'「

 TT百 余冊 も共に    A 郷十の過去現在を物語る資料

||:tri Lし て|,十 [保

“

しつつある● 史     1 郷土地方の地盤をlHt成 Lて tヽ る岩

|=卜 県人′)JF物■,た腎ノ)遺 量II共をえ       Fl
l:し  't■ ilt'力

'真
■に 1■ ひ■■の:J     2 同地層中にt■蔵されているイヒ石

■■ |[● |ろ ―夫ら■した
'。

Lしべ 〈計     3 地 ″に出現したる7「器 ■器 埴

LIIを ,笙 ■ ,́つ ち |.=                 輪の類

L.| ■ ■ 1,日 口普,す ではこの班 L■ の     4 地方|.1拓 のIl労者 ●績を挙 |す た

7L実 を大ヽな●:■ ′)一 つとして
'tう

たのでヽ       る領i ヽ官 名i篤志家等の肖

,た                         17 遺 1喘  伝記

嘔不13年 10月 にはlk lll+会 教育委員会■       ■の所火|1防 只  1手 補拠の類

置菫さ|た  ■■■繊,中
=い

くつか′オFt'     5 地方産業に貢献したる人の肖像遺

設■
',21 

その一つに菊地 ■氏の提唱 ■よ       
『

1 調査物 tのヽ織機の晨具

|lil・詞
"｀

■かれたダ)■ |,る  こ●■物ヨン)      ‖具 工具 道搬具 貨幣
=

■
=と 'て

 博物1:そ ′,も つを設llろ 二どは     6 産業の変せ発達を物語る資本|

l・ |,■ お_た たO kH図 言館ハ螂iギ を発       昔の建築 7~具 台所■只 茶器

晏させ〔 市との■ |■計上して「fk l簡 場       楽器その他力娯栞ΠF I:具 i“ ■

"]キ
IⅢ IJ=Jを 県●秋田図書館 ヽに創●した     7 地方風イ年の変遷発達を■●す資●「

●
=あ

る.そ の部ちヽ ま,1内 のり亡事

“

i外 生       果物:k芸  甲胃 武 P「 11

をこれを充当し およそ■1坪・Iの 広さです,     8 地方に t・ った大変災等を想起せ し

,た 。それから■備を,11め 翌りし年ブヽ月一 日に       うる記念
『

,

一段
`ヽ

11し たノ)である またこ・・ 何易

"物"■
    9 1C方 ‖身/1偉 人 傑十 著スなる

01`動 として '召 rit年 ′ヽ ||一 日現在をも,       去|1家の肖像 遺品及作品

=両
男Ⅲ,物

="¨
」J,ホ を千1行 し 1召「」十

'(年
     10 郷土 ttグ)発 注につき記述描,し

三■まで上回増hし つつ 目録を発イ|し ている.       したる図書 絵画 記録類

昭「」十
'(■

三
'1末

コ■■‐グ,日 ヽす■ ■¬|り    i 郷土√)現勢を示し将来の発展Ⅲ上に資

館 ■

',る

 =′ |=よ ると              するための参考資料

!H和 lt年 六弓 日‖‖置            B ,「 卜の現勢を認識せ しめ 将来の発

昭fu十 ′1年 1月 末日][1             民を期すため必要なる贅十1

円易糾
「

博|力 ll●」H f7              1 ''■ ■開する各rⅢ地図

■
「

中立秋田い ,字 |1       地理F型 気象メ 土性は 地絆

fl出 市社会教育委員会       を構成,る 岩石 鉱山物 土壌の

と表・T書 き力
'あ る =し て一番最

"1の

■1■        標 |1111

「,F十 ■物生より御 rlJと Lて  贅卜|え 集     2 地方産鳥獣の十」製 昆虫 魚介そ

の自標 そノ)他 を吉」Lて いる.そ の 容ヽは        の他・・ 標F,類

11ヽ

'|■
●物生の資十1に集の日標千まよグ)“|(     3 tL方 産の木|ォ 製llt 製 〒, 植物

● |る                        列 f.某 写生又は写メt類

― 蒐業範囲 1ま 主として郷J,関係グ)も グ)と      4 地方の人口 i業  土地の不1用

はt定 しヽまりに■人な
',し

めぬ

'i Fl        
交通[済等に関する統計表

二 郷
「

う過■現在につきその変遷発達●     5 地方産業の改善に関する参考贅FI

次第をl・ 語る資十1                改良農具 漁共 農産品 水産品
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rk 県う博物饉史

標計1写真猥類

6 地方特布工具″)器具 半機製造
『

,

の標
『

t

7 副業のLrr菩 発達に関する参考資十1

8 11_方 の衛t状態をテす●|1 保健

衛 tに 関するもの ,

9 家事育児に関する参考資||

:0 史証名卜大然認念物保イ,法 |=よ り

指名されたるものの実物句 :κ lす

写真

右日標に薇 り将来ヽ県郷 tr・ 物||と して大

発■を期するを以て有該当資料の■蔵

`は特に寄贈なり寄託なつの方法 ,■ 依 り之か完

成に後

'せ ',れ
たい _

とtヽ うものである。このように
~'1来

本県

掏|■博物
=Jと

するという一人日標も 第二

■大載によ ,て 実現せすに終 ,て しま ,た の

である.

b 大正時代から昭和にかけての博物館設

立運動

叫1'台時|ヽ 後半に よ状口魁新報が記■あるい

よ論説では物

"設
立を説いたが 具体的な形

としてあら
',れ

なか ,た こと .・ 前 記したとう

l it● ろ

大正,',「召和の初めにか すて 個 人なら,
■団体で博物館計上を望し声力

',,た
.

大正四・「 |二 月には掏1■ 教育の運動を,笙カ

た小日内通観が「■田
'FL●

l● 館力設立を望

む ―郷 LII自 党の第 義 Jな る tを 発表.

人] 21年一月に ま深沢多市が
~'F十

1,物 ||

を設けるの儀Jを 発表したもので
',ろ

,

―方げllである秋田
=占

全 rl l県 教育会

などからも博物

'1設 'こ
勤力

'),た
.人二十

¬年十二月二十四日付でrlk田 イ【与会々長すヽ

/L・
L 秋田I教育会々長苛藤宇―郎グ)こ名で

■田県¬事あてに東宮叫 ド行啓記念として

県■計 J館 設立を建議 Lた ものである.ま た

昭千「二年十 日教育会長fl田 専八郎から 入

■御即位大ネt記念事業として

'll館

建設に関

する建議か秋田県●■‐へ提出さ″tた のである。

小日丙11敏 は自己,尊|「 業青力
=え

をます

よノ)よ う■■´ヽてt'る
.

白治つ完全なる●現 ま 行崚 に
''■

以

夕ヽ 兵・・3町村 I(■ 'IIの 邦 tた る町■ ■開 十

る知識を雪か 1亡 し そう  風土′,特 色七

=_tに
言まれたる祖tの半it偲 び 白カ

1,共のlllit t受 護するの温情を表 ましむる

,が最 も必要グ)事 とり|ま れる● H'世各|力 つ`

る施設・tひ は電J力 '■貴的つli'FI■ 11る

を
'LIIて

 地ま
=学

術||プ )'L.Iに 上たた ま

な
',ハ 'で

おる J

とし その日的を

'tす

るには郷J「博物館が

必要であると説さ その陳

''ユ
として第 1

1ま

~歴
in,秋  を共,ら しむる●J 第 2に は

'代 mの現状を知 1,Lむ る■Jと し 自分が

東京llf■ ,の幅によって■した「東京,|■博

lll"私 業 il iし ている_そ 211す

'第  ■ま |― 1先咆■●

'始
時|ヽの遺llヽ

(二 |● 峙ll以 前 1三 1徳  「|lt ll■ 居

食 ム Tま 1/1商業 "卒信
', 

年十行単

交通機関 人日 ■■等[i斉 ,ヽ態を●:う 国

表民政資料 諸各家の所ヽ品1等に分ず|し

て之 ■数室をあて 第■には■ 1人 口 1■ ,

産業 |三 )■肇 (四 )地方との関係 (■ ■レヽ

農ォ」の発達 {六
'|[ヽ

人者F市 との1ヒ較
=分

ち

,1に 参
=と

して京者ヽ及び大阪と′)比餃すべ

き|オ ¬
=祟

ら なお図ごit,計 ,責 場 t

t置 l ll'1品 の説明晋を積纂するJ

という|′,であ つたと響介し よ J郷上博

物館が実現することを望ただ夕i=ち ろ.

多市も眸 司様な内容で・fl■博物館を要望 した

ダ)であった。

このように秋田|_lH:報 ■ひ個人/1要望がや

っと世論を動かしたと考えられ 秋田
=古

会

fI田 県教育会などの朝体が設立運動をおこ

した。それは大正14年 12月 26日 付け秋田魁新

報夕千1■ 「東官曖 ド行者記念たる県立博物館

設立の建議Jと して報しられた。その建議の

内容は長崎翁蒐集品を基礎として 東富毀下

行啓記念として県立博物館を設立してにしい

8-



と,う し力r 二′1ま 私田考■会長吉,t吉
■ 県業育会長斎 ド■―IF力

'三

名で提出さ

′it.そ の後=H和 2年■月17日 付けで
~御

景,

11記
=事

事 トンテ記念 Ⅲ物前
'電

設スル/件

■議  lt●:ス 田県教育会長和田享′ヽ郎から

れ,■提 されてtヽ る.こ ″■ま‖召r]3年「 博 ilj

llJ「■ 1 2Jに も招下されている.今まで

,;1■■勤|コ」えて 行政■びスI即 l~記 念

T・ 業として■物館を建員そしようとした電ullで

あ ,た が これ も実現 しなかったつてある.

この時JまでlJ,教 育がさかたにおこなわ′t

た11川 でも″,る  そ■■体||な 資円を収集

保4し  活用する場 とtて  'FL■あるいは

■全科標本■が,学校 中学iた などに置かれ

てtる  1■時朗7)学校●平面回を見ろと
~博

物■教■Jと か ||1物■ からる これは「土

力́■ 動+力学 工助.~等 _il.動 したものを

■物学 と
''ん

でいたよう●ち 0 今で
'ヽ

う理

¬教室/7よ うなものであ‐て いわいる博 ll

,官 JIな 働き まな力‐,た と考えら″lる .

昭和 7,前 後には■ 11県 教育会の■催で

「,日 県
"F十

資卜眠 覧会JがⅢ∫回か開催 されて

。ヽる  昭千J7年 5∫]1 ロー2 日|=′ ,た ,て 千k

田高手,学 :た で開伴された第 2回秋 H県 Íユ「

0ヽ 民覧会出 I古 目気がおる そ″■■|1528■

,工〒されてら | ¬■ t自 然遺物から地図

1域 ド●国など| =ヽ Π lllホ  詩文 汀籍

写真など

`:県

か |,コ !1古 されている.こ のよう

な活動 |ま

'F上
れ育をさ力んにし 4市 剛ヽの

lll土 詰 ■
「

教育資十lt,F山■,く らしめた■
'

市口,■ ●の■物

"設
立の動き まfl1 1,以 外全

くなか った.■田 1,グ )中 で ま秋 1市 社会教育

委員会の中に,物部がこか″t その必要性を

証き それが県ifI田 図 1蜃館のlll■室を発展

させたことは前
'■

した とおりである.

昭和10年代に入ると博物館設立運動 も 博

ll館 i占動も少 くなる それ |よ 戦争が大きな影

晋を与えていたことはいうまでもないことで

ある.

■日県″)●物館史

4 戦後の博物館設立運動と博物館施設

秩田県では昭和20年8月 14日 ■1奇港の大空

襲があ | ・・ 日終戦をむかえた.日 本に人さ

な影響をおよばした第二人世界大戦終結前後

には食糧難とインフレをひきおこし 戦後に

は晨地改革 選挙制度の改正案など GHQ
力■,の指テにより改革 され 世の中が激変し

て ,ヽ た皓却]で もあった.こ のような激しい動

ととともに新 しい日本を架 くための動きがあ

,た 。昭和22年六 三  i桐 |が実施されたの

もその大きな動 きの一つである.一方文化 方

面 とくに歴史の見方 考え方も多様 1■ なり

日本唯史を再評価 しようとする動きも出てき

たのである.

博物館関係へ もこ′tら の動きが大きく影饗

をおよ|ま けた.1召不121年 6月 日本博物館協会

に 法律案 施設方針調査会Jが発足 翌22

年
~に

1立博物館制Jができて 帝■博物館及

び奈良分館が回t,物館■ひ同分館 となった。

同牛 4月 7● ら
=社

会教育法が検.|さ ′t22年

6月  第二案社 ..教育法草●ができ そあ第

26条 -29条 に

"物 '官

について規定したが 23

年 9月  口書館 と博物館を社会教育法草案か

ら全面肖り14し  ■独法化を決定 したので ,́る .

昭和24■ 6月 社会教育法が制定され その 9

条で「図 1字 館及び|1物館は■会教育のための

機関 とする.2 図書館■びlJj物館に関 し必

要な事項 |す 別に法律をもって定める_と した

のである そして昭和25年 4月 図書館法制定 .

同 5月 文化財保護法う市1定 された。1召■26年 12

月 1日  法律第 286号 として

"物
館法が公布

されたのである.

rl田 県の博物館1,立運動 もこのような動き

の中から出てきたものとえてよいであろう.

その・ t鞭 をつけたのは昭ォ125年 12月 1日 -15

日まで県●鬼童会館で開催された県庁所蔵貰

重資料公開辰であった これは秋田県総務吉F

文書許が主体 となっておこなった民ボ会で

そ/1開催主旨は次のようなものであった。

「終戦後 5年 国内の秩lす も一応整い 外

-9-



ネ文1ヒ の導入 ■よりIIし い文化コ宏を建設

Lよ うとするときに 父れの■力‐,た IIざ

をた0カ新 しさを知 り 民 ltホ 水の基盤

に■ち 新 日本
‐・イしか建設されることを思

い 県庁■■に秘蔵さ′tて ,る 1■■滞政時

代の11法 ● II文 書並びにつ:含 以後の具政

資料ヽ 本県/1貴 重なる文|ヒ 11を このtひ

整備した,( そ′,代表げ,を も′)を 一it亡

公開し 郷上史7‐ ■究と文化財保護う一,1

1■ するも力である._  .,
と,'う もつて,ち る ■〒 IFIま  特号lJξ ,と

して

“

T嶋
『

| ==支 _T O絵回の乱i ● た

書の割
"=',+1,れ

「J,]一 回伺冶図JI日 |

羽tlF御松国_な どが反●され 他
=責

,力 |

品と tて好史家■蔵 lt号 1出品十ジ,1 武藤I
城つ切支月関係資十1 1.lll関 係の

`古

資十「.

夫友l■ 文書.石 |■■関係資十 斎藤■ |lt
t関係資|+な どのlL 伯Jし +甕方山出

“

資

|1 成 llつ 役門li・
‐
卜|な どが多く,11人 ,H

品している。

こう展覧会を機に

'●
博物

"設
立つ l・ 違ケ

高ま‐てくるのである その楽l● 資卜:を 相↑

してみよう.

秋 "li■ 昭和25年 12,114日 の社説で
~ll

田県 ,‐物

"計 '771提
唱 と題し■論してい

る. そ,1は
「

″)よ うなも′,■ ある.~  
いま県兜菫台館社会場 とLて 開かれ

て|,る 県庁●歳n貴工贅キ
`」

川ヽ 力` 夫い

にlF.ォ ,,て

'FT t得

つつある事 |ま 誠に,ば
しtヽ .ユ しな参観イのなかには,当 もち=
何日も連‐tlて いる人があるという そ

れ ま単に老
'、

メ)快 占趣味を満[さ せるだ ナ

でなく 今まで,こ ろを得な力った ,1ヒ 財 ■技

する[●は 苦いもノ)it特,1な II究者 ]

| ■ |=な 興味とな ,て ,,ら われたからで

ある よ(こ れだ すグ,市,々 をl■●してくれ

oと |よ 計十ろ な = このあとままた県庁

みをいに
'ビ

蔵されるだろうと思え ギ も ,́

七it気 1人の時期
=開

いて もっと多くの

人に

'1ら

れる使iを うえてはしかったとさ

え思わ,tた .

二 ■iて既に証との|,t'ti要望 された

fl口 1博 ll館 ′,設立 t改いて■叫 したい.吉
llJ笙 ま単なる0庫 で1ま ない.保管■■ よも

ちろんの■L ittllな 陳つ1■ t rlT■ 昔

つため
=ま

常に■ 11を ,ス で■,な贅十lt

提 l■ |る な
',は

 今ま 〔・・T嵐 された t化●

は立派,Itか されて+る .展覧会場
`ノ

ー

トを開いて記録してtろ ブ、を多X■ 見■け

た.'期 間の不完0な 会り 〔夕,●力:■ ■る

●
', II■

な束¬で ■
',■

,,さ ■■′[t■

も ,七 充実 したものう'常 1+公 開さ′[て ,'

た
',ど

んなに
'好

都合てお■う.溝呻 十イt

か らダ)`ll資 本|であ ,た 力' それら より離

さ′tた 10ユ で|ま なく 現代のi活 こつなが

,て いる11ヽ な計景なのである.1子 求を示

唆する大,な 資本|で これをいか |■ ●ヽす

る■ |よ 班代人の11[,t態 度 41ⅢЛ
=■

かってt,

るわ す〔お
=

三  日本には l‐ 人を■■して神Li祀 るよ

う'お ■た 喋人中にも神とされた幾
'、

■十

″,1 神|`tさ れよ|と した人もある.然
しl‐ 人の業続は ■,tを 知実 =ボ して後

'、

カ

IT究 ,端 |`七 →るな 1,は  一層心が
',敬

慕

されるに至るであろう.そ の名を

'1■

する

までもなく 本県‖1身 者の偉夫なろ

"慣
を

残 Lた tイ ヒ人 ま数々ある 山峡で11-住人

ノ)業績il究のたい
=す

ら独立 Lた 時物

",式のもの力言11ら ′lて いるらに ,■ '■ ダ,

施設は はな|ま だ ,る
',な

い ■■てわが

県で抗OLた 施設をち■たIⅢ物■をもちた

い.県●図 ||■ の一隅には■J:研究
=と

称

する名ばか りの部屋がある、こ,tら も有力

な●
‐
十1で あろうか

',博

物奸力中に吸収 して

真に役立てらオしるようにしたい.古 くから

文 |ヒ 方面には優れた

'力
を嵌けてきたfIロ

県民の11来ク)た めに ます文化′)● lT所 た

る●物套育をllる ■とである.

四 展覧会/1第二会場には個人及び各地団

体の所蔵になる貴重品も陳

'1さ

れてあ ,た

■m県ヵ lⅢⅢ■■

- 10 -



fI田 県つ博物鮨え

まことに得難いもので出品者 こま敬意を

表さす こまお
',オ

t●.ら ,まか ■も県内に

|よ |サ 物館に置か′tる ような多くのもの,保

iさ ″lて tヽ よう それらを
'1来

どうする力・

1ま 4白 の意 よによ ,て 決定される きヽで

t_力
',ま

口を出さ,tなか ,た′,けである |す れ

rtt,に安′しLて よい施設ができ■.て

そ′t■ をも贅● とLで 保管陳
'1さ

れ得る

ならよ ヽ|■ 誇るヽき本県の一大■■とな

るであろう.博物

“

●l.|た 建築豪式 
“

ト

言方ユ 場所などま全く,1個 の問題て″,る .

この大生●が出■ Lた な 1,ま Z十 fk 名

■′, つ七な ,て 来
'■

者も真先に 卜́みをし

|る に至るであろう イ種研究者に使■を

,ら たえ ■人の潰革を讃
`「

する■田博I・|"

ままた本県のたち′)■ に意義力'あ るグ,では

ない.」

というも・・
=メ

,,た .小野正人民はこのl■ 証

を読= その論旨
「

責意を表 し 1秋 ¬|1物

年設立に望tilつ /1建 |と 題して 昭f125年

12'122日 魅新報丈イヒ欄に意見を発表 Lた 。そ

ノ)論 旨|ま

~ll tt ttな
らびに上占より中占に至

る堰夷■●,国のIItJ中世′,秋 Πが
'「

何に

ら ,́たが ,東 氏時代の秋日のヽの姿を知

ろ■と_~徳  時代 Iお する文化の流れ ,
ヽ |イ 号ることなどを

"物
館が完成したのち

,物工 1よ ,て 摯明され
~日

本歴史学の上に

占敲される´ヽきJで あるというもので H物
館活動の つてある収業IT究 活tllを ,笙めるよ

うに期イ+し たものであ ,た .小野正人氏は中

世陶器のIT究 を進わた人であり 中世 近世

の平明も出十遺物とくに陶器などの関係から

当時の交通路などを知 |■ るとも説いたので

ある

以上の要望があ ,た にもかかわ
',す

県立■

●1,日 サtの●物

"は
■まれなかった。その中

でl」筆されることは昭和29年 に秋田県立窮東

農■高笠学■の冶1立40周 年言ビ念事業として付

属晨|卜 博物館が設立されたことである.こ れ

は同校の技長を永〈勤められた九島悦郎先生

の侍鶴 官にヽヨるII解 と情熱によって生まれ

たといってよいであろう.こ の博 II館 の使命

はヽ示するIL々 を通 して 汎 く社会一般人

=教
養の糧を,え るとともに学生 土徒など

学徒の千1学研究たらしめたJと いうもので″)

,た .こ の博 ll館 が一高等学校のイ1属 博物館

として設●されたこと またその活発な活動

て

'国
の■物館関l.者に広 く知 られたのであ

った.昭卜」31年 10月 16日 付で博物鮨相当施設

とLて 記められるに至ったのである.し か し

九島先生が退官さ,t 教師の転勤等によって

その活動すお lな わ′tな くなり 昭オ140年 前

半にはIH当 施設をと
'さ

:す ●請が出され ■

在は全 〈活動を中止 Lて いる情 i兄 である.高

■学校

`り

属t7物

'Fの

址音のしすかしさを教え

て くれる|■ ll」 と考え1,れ る.

昭和31年 にはFl m市 議会,よ わがロダ)国 迪万Π

盟の記念十業として 博物館等の建設するこ

とを決議 したの である そうしたところべ昭

和32年 |'回 ●:出 卜式..社が美術館建設資金と

して 500万 」を寄イい れたのである これを

資金として■術■建設が具体イしされ 千 1t公

コの一隔 ]場所を決定 し 昭和33年 6月 秋田

市美行瑣|●洲,|し  その 1占動は■ Lt tお こな

われて tヽ る.

昭和36年 には,田 大学, 学部01■ 50H年

言ご念行十七して円形建物の付属工業惇物館が

完成した.こ れはl・l子
=日 =`ら

,た I山
"物

館

を発晏させたもので その後 も大学 というIT

■機関 で
'特

の活・ |を 展開している.

また 司年秋 1経 済大学吉国itl● 資料館力¬司

大学の■合を転用けてオープンした.

戦後10年 を経過 した頃から文化Hjな施設な

ど ■関心がもたれるようになり ■田県内に

も に記した施設かつ くられたが 高I‐ 大学

の(1属 1事物館で″)0 それぞれ阜早i的 な特色

のある展示と活・ Jを おこな ったが 小野正人

氏十の要望するような郷■博物館で全県的な

視野で活動 をするもの ■はほと道いものであ

った.こ の頃になると文化財保護法の精神 も

―- 11 -―



ll l県 ′)|■物館史

少しつつ■遣するょうにな I Ilブ)lt"↑ て  う地域の中でどうよう|=生 きて行 くか tか
市口||1上の出■品1(歳 ●力'つ くられるように  してイ,く ,ま ,,た われ県1ヽの■識の間返か夫

なり 昭f134年 に 1ま 特

'I史

跡大湯11lt'1● 理   きくtイ iす ると考えられる.本稿力そ′t,,つ

蔵文イビ1`11蔵 庫 EH和 86■ 1こ ま重要民 iイ)資 ||  ,1れ を見通すたちの一川 となえtt■ tて おる.

入郎潟漁,H具 1又 蔵庫が昭 F」 町に 1召 l139年

十■ま史跡 ll口 |,跡 ‖i品 |(蔵庫●■ヽ 日市 ■‐  i=11 11日中●I・

"■
II t報 古第1号 1976 3

くられている 大楊環1ヽ¬石のそれ
=―

'そ

公  :「 21 博物館IF■ ■田県●■
""■

業 Vd il

開されているう■ 他ノ)も 夕)よ 日叶 t'1っ た O      N。 5 1976

希望者があ′tiよ 公離するもダ)こ あって その  ■31 高[■ ■ 千t II,|ダ,■物
=Ⅲ

Iそ ′l.P
日|||=えイヒ|オ カ保護つためうものでノ,,た .      ■:■481 1972 7

Lか し =ノ)よ うな地設が共第に数を増した      ●■■■ 1■ 1■ け̈ IⅢ I=ら 2t■
こと|よ スの県i llllJ館 を■む大きな要素にな     ]]滸 521 1972 ]l

,́た ことも■■である                  ●L驀 ■ '■ 1,.:"●

"■
■|そ ′,31J J

■ 田県 ま昭不」42JI■ ま県上つ男鹿水扶館      ,ォ :`60号 1974 2

県i美 li館 をit立 し そ して第 2人給

'開
発      常

「
■■・秋田県●|1初

'1史

|そ F41_出

:画 の中 =県
す陣物証建十す る こと,・lB記 し     羽路60号  1,,7 2

たので

',る

。昭|● 3年十
',■

田キ表育庁 社会  :す 41 11日 県史資●11■縞 L F85賣  1,30 1

教育課が1惇 物館建 冨1を |1当 する こととな |       1復 ,1崚 |

具 |卜 ||な T′
=動

1出 し′J■ である.         ■51  4:同  815,

こ61 長 711:薔 ,1弟  回,J■ t,覧会_■
'35 おわ りに                    , 1966

秋田県の博

"tの
[史 ま以上F)i』 をたr  i1 7 1 ■11■  iヽ 1■ ●ll旧 国書館J「 1■

"L_‐て現在|■ i■ ている =ノ ,「寸

`よ
μ物臨き     物ヽ

“

」|■● 9 1935

■■勁史とt ,て も
=|ヽ

ものこ′,る .博 ll編  計8,  ■田県■■
"競

史|そ ■3■ ■■ヽ 正14

1よ そダ,地成グ)丈 |こダ,′ ロヽメーター七
=え

〔よ       ,',ユ 議11`和 2年び)■議″同一現して■

tヽ と考えられる.日 1,台 10年 代に 〔きたII Iヽ      い■|156頁 1筆 名′,誤 |■″,l i t iFr

物館が長続きtサ 1肖 えてしま■たの まそう■     I■ 〔お(

/11+りにもよる0'何 とい ,て も博拠 を
'■

  ■91 県十■重責菫●■公開民 日
"I 

Ю50 12

するだけの文イヒ

"な
方力‐県民にluFが ,た こと  ,1101 1k田 県■■勒11′,■ [it追 に■

'い
● 1111

1=よ ると考えてよ。ヽ〔あろう.             2に ■t■ ′,て  そ,を
'11し

て¨た
',十

秋田県 すそのFi■ 11,つ と
'`1和

30年代にな      ■■■できるの■ここで
=省

音|し た

ってや ,七 P,物

“

lt`実 li館 卜を■■■るだ

|す グ)にイし首与なプリを

'っ
て

=た
と,こ ることう■

`   11, 1981年
2月 5日

=付
=る

.ii■文化庁などの■助全による■

'■
  121 秋田県教育庁文化課

●デ〕歴史民イ
`1資

料
'F■

'つ くられるように■
'■日県内だけでもり1表のとljり  ■物■■●

チ術館 それに 1ヽ1'施 言tの数が30館 を越すま

でにな ,て きた.そ Lて 未た建設 Lて いない

1,町 ,て も建設ノ昴 望が多い。こ′tは ビまし

Lい〕とえである力' これらの施設が秋田とい

12



秋田県力障 l● |1史

さ

II 11市 ■ [^ち 峙■● 52ヽ 田 県上 十●物 ,t ■● 考|| い● ltl. ■行 T芸 生物の総合博勁IL

「

別
'卜

,竹
"

・  ■:|■

`lt日
有■ fI Eオ′を中■■rt l,,[、業[“ 資料のI・ 栞民示

|,t‖ ヽ ′I山 ■|| I 手 l′ ■大 11 日不■●世界力え業に関|る F「究調ヽ資tl収 集襄ホ‖1属 t● 業 ■■ 11

■■■■晨ホ高■
11ド 豊■ ■ ■ ,|

|し イス田吊■巣に1■ 4■ 晨当 lt+ =こ 資料なと ■●ほ とんど活躍 して ,ヽ ない

■ l fL I

,t ll■ ■■,11 ■i lifik明 ″町 t「法
「 「 ■■占美Ⅲi館

'i有
,,麒口嗣i″ や画民示 美術

Jt会 ,

■ ‖ 11■ IF" ■田市 ,■ ::日 ■:1関 F維Ⅲ11査  民テ イl● ■●■

Ⅲ,t町 L=“ || 仙|し tt i"]J班 | 4籠姜Ⅲi蜃

工土資本1菫キ |

匝 |、 ■1■ ■
■[+lJ■ ||
1=     ■L     ]|

に向,'「● |ヽ■ ヽ工示

|| IJ lヽ 1■ ■ 1 '|

Ⅲ「「‖itl l責 ■|,「 ●∫|[,:|1117‖ :,■ 人,F

「

杓■土資料,1集 ■■ 7i十露月資ll t展 ●

千■●■l土 責 1ヽ,1 囁内山i=古贅十= 民1■ 資料収気民示

|」     IL    [「
L■ 民 .■ ■ ■|=

,  ,  日

,1し 11■■拒| I内 民|←資ヽ 墜Ⅲ資本■(東 民ホ

[ it.ll i^||= 山

““

■甲‖J■7■■■●It

オ    1
L tt lt′

`|五

十■i 南り 」■ ■ 11 1Lli
雄  物  1 ]

[民 イ
=

｀
「 t¬」■,T町

■ ス 町 ■ |1首  口

`:郵

岩城lJ亀 ヨ
=1町

各種展 :i●

■・ 民 rrl i十 l lr
千ヽ11:玄島 T「 ,1¬ ,1■ ひ■単1資 111(単 ,示

二 角

“

尚 高 ■
・ ltti= ■|し

“

角|=理
=■

よヽ 11●ヽ■●資料 l・ i ■■‐1舌封 [て い十

ド 千J、 日民 i台 ■「
高● IⅢ : 晏■t,1■ 蜃示上■ , そこ

`,「
ttuを 1'■ に■示

|

」
」Ｆ」
¨

■角市にま11■ 軽丼I:57 ll.■ ■t(資■|′ .な問■●

,t● ヽ自I:

| :1書 館

1斉 藤■―

“

記念

"
利

“「

賃|ヽ ‖]+'1■ 中町 首■■―郎+跡 ,)頭幸′造出 晨機■ i献
=「

収歳
け T■

「
|■ l●●●L tt ll

山 I IC念 館

|し 代li仰 指南IJ 十●■.・ ●助願|,本 |`■ 業資卜|グ,It蔵 娑″i

大|=市 11■ ヽ

"
■良鶏 比内

“

 全,tヽ など′,■ ,ヽ |]念 物資xlll蔵

秋 田 大 会 ,| 人

“

1,ニ カメ[97 ,I人間l.資 料長ホ

1収 歳 
“

|~目
11!薔

十ダ
¨
一嗜

●
筵
”
絆

「
　
民
■

年
■
一
●

れ
　
〓
ｒ

人 |ち ,景 状 列 泊
理 歳 文 化 財 1丈 蔵 庫

寛角市 :和 l大揚●野Ⅲ■ ヽJ崚れ人′環,1■ ●lJ J品  ・・ i型 遺距|1土 品
`間

11蔵

ユ J市 十内,大 lE 円ユ帥1l i品J(蔵 嘩 ■■発掘事務・I=兼ねいつでも見
■■■ら

綱1し 用
`仙

|し 町高梨i■ 田●山 イ田枡山i品 lllltt E苦 十器なと |

|ヒ 秋田弔■巣圧薇了宇
`‖

|`館 |

'■
,'1遺 助出●■築 き材 出土 F,lt菫

itiヽ 市栓 依[■  |■ .l● 等力資料 l・ 蔵

It秋田部六草田∫咸了●西館 式 ¬家′,内 llE望●蔵ヽ書触■11蔵

跡

暉

柵

蔵

回

収

■

品

跡

ｔ

屯

出

博物齢 美術菫2ひ 類似施設一覧

跡

Ｉ
円
収

埋 没 建 物 |'薇 中

霧 |三 神収 歳喘

[   助1   内

表 1
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新潟県における明治時代の博

The histor,of the exhibitions and

1 はし
^1■2 月

'台

6年の 申覧会

3 白 公園七物占1陳

'1“4 明:´ 11年 7)|1覧 会

lli

覧会・博物館史

the museums in'ヾ igata prefecture

121

横 山 秀 樹

Hideki Yokoyama

5 新潟博物館

6  1:iら |■物

'言

プ,睫 11

7 -●十 県迪合に県■L,11会

1 はじめに

新潟 |ま 信濃 '口 =十 えた

`口

,で ■政 6

年の日米修,1通 南条

“

|=よ 1 71■ ,一 ,=

選 ま,tた 。実際の開港 = I末
グ,動 舌い■11

●i■ 業港 |■両性港 ,を 補

"■
として 明1台

,こ 年11月 19口 てお ,た ● 事実 LIま ■■の■

新 |す 運 ■||′
'円

設後であ ,た .´ i':迎 :●

1後 グ,Hi11■関 ,の建物 |よ  木造 i■ 風「 本建

で 文

“

開イヒ期′最も早い長洋風建築物
=1,

る.

明:台 11期 の■

',l t町
として新 しい文化

,F取には感
=ら

1 叫覧会
=関

係する記事

(ま 明治 5年 にそグ)最 |]を 見る二と■|(さ る.

町1● 6年
=は

 新湾県直|‐ 力活H局
'・

i設

さ|[ 人政●や諸官庁″)告 ホ 賞計1 県市 ,三

をl‐5載 する
~押

i潟 県拍報知J力 '発

'さ

れた.

■れ 「新潟県治報知J =新 i島 .nt新 |:い |:

館に保管されてお | こノ)|=|ま liお 県て叫,

,た 時代に■11さ れた |1覧会 ,勁 館 =つ
い

ての掲載があるので
'P介

Lて t■ たい
.

2 明治 5年の博覧会

新IR県 で最ネ,に 開催された と]わ′tる 博覧

会の関係記 T・ 1 斬湾1,史 =iる ことう'で き

る。そ
'tに

よれば  本市にて博覧会を開催

せる|1調 1台 5年 6■ ■■寺に■てせるを■:,

とす_と
',る

 会
=七

な,た÷』 寺 = やill

市西Wi由 七番町に″,る 営iに ,(■ ■ ■ ■ブ薔

覧会
=尺

問人′,手によって闘1に さ2ti tつ て

メ,ろ

「

:よ る最|コ つ |1覧 会 t り
「

,5■ 3月 10

日|14月 31日 まで′
'会

J■  |・ ■|イ : ダ,

湯:1聖J=開 催され fら 1 斬潟県〔 よそカ

3ヶ 月● =Itし たち′
'I`|る

月1台 7■メ〕|1覧会

IFI1 7■ ■よ 斯
'H県

今の

「

本
「

隆よリス

の県 す布告■■ |さ れ 由す●よる新
'H県

最初

F〕 ●覧会■開催された.

各区 戸長

県 I Ii11口

'白

山公同杓二ヽテ「Ⅲ覧会相|[■

lt 11日 サ11木 長蔵● ヨI Tl■ ■ ′ヽ人営開剛

′

"ケ
ニ相成候俵二●■言|・「来ル■月■ 日

ノ問東京博覧会事務局御物1手 1普 11常 ●./物

|:共 陣ダ1開場候書二|」 管下社十H物ハ勿論

人民家畿 ノ物品■L卜手二指出陣列可敦tlⅢ

列中会,共二

“

テ取締候任二″論県庁二

“テモ保護二付珈

'1掛

念可差11此 旨 ll告示イ

也

1明 :当 し■t,口 月日71ロ

新潟県令柿本正ヒ

- 14  -



事i,● 県にお する門1台 ■ rヽ の博覧会 悼物

"史

lノ海 覧会(1■ 鴻口」1,む■木長蔵らら||

.ヽ 出によ1 会場を,鴻口|● 白山公障 会期

ま明|´ 7年 5月 20日 力,.20日 間であ ,た .展
●さiし たのだ 東京博覧会■あ局

=り
1普 |■

十た品物七 喋内′諸物産 ■+カィン 県

民の家蔵品を陳,1し て開催Lttの で■る.

hヽ 本1:l■ lよ 第二lt日 ″,ll i■ 早令て
',1 

調

1台 5,大Ⅲj汁■害|■1,の ■■にあたるた●新

1■ にI・ ■ 1 明11初 ■力三県令の一人と巧■せ

られた ■■1ま 中央 =直結した地 |●■の改

革 こ着手し 官専民中′,幣 らみま ■行グ,01

● ヽ流′)所;, 小学■ダit計  ■口i「う

言l∴ なとを行な ,た  また夫区二とに戸長|

某プ,I区 会t開●■ 人トグ,代表 t棠■て■

ちイテ,ti議 し■ Lダ)る ●と ■il● 祟グ,■ 民「

',1■
t 議会政|1 県民,光颯

=十
Lさ れた

I降 ,3■ 2■ 月前1■ 早令とし●:つ と■た後

東i嗜ヽ事 元老眈薇員 衆議院議■などを

圧イ
`し

男爵を

'|+1,た
 けり● 5年 に″してい

る

3 白山公園と物品陳列所

白口公国は明治 5年  ll.本 県令によ ,■

向 神■グ,境内を市民進覧●場所とするた
^

■■th■ ,た ●
=ち

る●` 26■ 1月 に政

"より■に設置ら市,1■ '出 された これは全国

各地夕)墜区 ,景色う ■〈,t地 ,を もって公園

とし 人:(ル:栞′,地 とすると,.う もの
=ち

,

た。満本県令|よ これ
=)し

し〔 白 神社の境

内 公園炊地などダ)境域
=定

めて政府″)許可

=イ
キ■lri3遊 園としたァ)で ある.

け

'台

6● 1月 グ)白 山村社■内分告1国 には

四

「

二はス歩四●0元 白山神社境内除地のう

|, 物品昧 J̈訂 とし 〔―な し献拾人歩が記載

き′1て ,ヽ る.物品隋夕I所 うち,た場所は 現

4′,新:Ctよ 白山賦あた |■ 国ホ さ′している.

明|´ 7年 /"覧会 = 
こう1/■ 品陳,1■ を使用

して開忙きたた′,(夕,る .,i淵 家所蔵グ)新潟

●同真景 ■l 1/11FI陳 ,1所 とLて
'し

い11111と

曲 ,た 迎‖
`を

もつi+■建築 lllが 1苗かれており

丸い量根の民望塔をt,た ■旺たの建物であ

る 1写真 11

=■
7月

=建
●された十11進 卜 ■ に ま

1寓 |1物 ,1動 物は十●中使運動之 FHl誇 占今窮

物II最為簡itttJと お 1博物

"の
名う'み え

る。ll物館ア)名

“

は 前年東京i t部 省博

物

“

■'開 館 t〔 お , これにより物 |¬ 贅¬1所

を博物館 とヽ したもプ)を 思 2,力 る.

明治 8年 11月 I出 された常「
「

:県 治改革li綱

■も新 ヽL障 設置カー項つ',' その中に llJ

産ll'■ に関する 文がある.

1市 j略 ,(此 ,園 ノ西隅ニ ロ■人ノHtア
リ是歳其地フ併セテ喘取 ,新‖―役 ノ共有

物 卜十シllJ産 陳,1所 卜7シ 各地 ノ″物フ朱

メ人々停覧 ′,二 供ス是ヵヽ県令ノ素志 ■|

1ヒ 同開 llノ 初二当り本格 人荒 巣 ltl IIカ ア

性ス■t此陳,1所永久保 4ノ 策 ア同l‐ に托

ス同Iヽ 白費ヲ以テ修理rⅢ ぇ二其結椅 プギi

‐ス今 ノ陳,1・ Tt也
これ ■よれ ま llと 陳,11iは 11山 神社の画

伸1に |,っ た■人のlT F t地 を買い取 り 新

‖県の人々のII有物 として 各地グ,lll品 を集

めて展説したつてある。そグ)際 県 (よ 千潟田|

の荒 太二 ;物品疎¬ |゙を ょ久保■をするた

ら 1■・.■  大
「

は白費をも ,モ 11t■ に
',たl r令 ボ長蔵 1,と 共に博覧会開催 物i陳¬

所ら推■に,,を ヽした.

11本 長蔵は彊化 3年新鴻口|の回11間ヽに生

まれ 父の■後新11町 夕,第二区 第四区グ,■写真 1 新潟公園●景

―- 1う  一



新潟県におけるEll i台 時代の博覧会 '物館史

長となつ 県会議員 百1議長をつ とめた。

"i潟に1,市 力'覧行されると新潟市長に就任 L

また新潟町f7● 病院 新潟1汽船会社を設立

し 衆議院議員 新潟県農■銀行頂取になる

など政界 産業経済界に活躍し 明治42年 に

病歿している.

荒 1大 二 ま天保 7年二条市に生まれ 新潟

の荒
"氏

の養嗣子 とな ,́た .新潟県で●.め て

の博覧会を明治 5年宗現キて開き 明治 7年

■も■回日の博覧会を鈴木長蔵 |,と 県に願い

出て 自山公同で開催 し ■人形をか
=・

て

LI″ )人 々を驚ろかした.区会議員 県会議員

をつ とい 明治26年 に″ Lて tヽ る.

明治 8年の博覧会

明治 8年 5月 4口 に よ 楠本県令 |■ よりll

覧会開設につさ物品差出方の県庁布告力:出 さ

れている

イ区 ■長

県下新潟lr国 内ll■ 陳,1所二■テ雨天フl■

キロ数■日間博覧会開場 ノ任当町荒|オニ

ヨリ|1出 右バ人民開智ノ袢益不LI儀二伺間

属来ル■TL日 コ1開場 ノ筈ニイiテ ハ■寺イ|

171^勿 論人民家蔵ノ物品等望次第■出陳11

可致t出 〒,ノ 任バ会■ニトテ充分収

"11俵′ヽ勿論県庁二 17テ モ保護候二付即口 ■1念可

差出lι 旨可及キボ者也.

明治八年■月四日

tF潟 県令楠本工隆

この博覧会 ,勒
『

,凍列所 二お|十 る■回日の

ものであ1 5月 25日 より20日 間の会●lで F.l

催された ヽ覧会 す●の口ま体らとなり 出

品1物は県内のイt寺 ′
'什

物 家蔵の物いなどを

展示し 東京博覧会事務局 よりll品 を告用 L

なかった。

4 明治11年の博覧会

明治11年 になると やFi弓 日1の松本久件 大

倉市+郎 藤丼

`太
郎などが協力して 勧業

小博覧会を開lFし ようとした.会期は6月 10

口から20日 間の期間で 会場は

'潟
日1・・l両堀

進二番町にある●浄寺′]予 定でお ,た 。し,
し明治天皇が北l■ i手 をされるこ とこなり

却 日を延期して 9月 から山山公回にて

'覧
会

を開 lFし  大覧サ='す
べ く変更された_

明
'台

11年 の新潟県市i士全書によれ ∫ 61,
10日 付けで次の市達が出されている.

来。人|,中 御巡■被イ
'1出

候二

'テ

′ヽ当庁付

け輩ノ節管下有名ノ古器物t物
=徴

古′為

,天覧度者′ヽイ,●持 ノ人名■ヒ
『

,名 i二 ■

月1ニ イリ山緒有之物バ米F等 ,相認メ各書面

二致シ区内I・ 糎有年■L本月二十日
'笙

二第二課

へ可差‖1■■何分■」ll達候條llレ モ現
『

1差

HI候積 り相心得
「

候様1,置 1此段諭達候

事

また 7月 20日 付 1の新潟県治報●によれ ま

ムの布達十出さ′tて いる

各区長 苗[区長

本午県:台 報力第十三号フ以テ管T有名ノ

占器i物並著名 lJま 十御i■ プ姉供 κ覧●

イ′ヽ所持人名物 ,||ス 圧等IH:|メ 本け第二課

へ可■出旨相達置候 ltイ i′ 当ヽ港平尺松本′

lF'卜 四名発起木ルス月中白山公同tL物品陳

■口「フ本庁ヨ
'貸

渡勧業小■覧会r■1設間届

,間総 テ同所二■テ区Ⅲヲ設ケー同llt'1●

條追々届‖ l・71古 ^迪■二同会主共へ充テ回

送|は IT可

'k為
心

`1lι

旨相達候■

け,治十一年七月二 1日

新潟県令 永山止打

Ⅲh入阜 ま llB治 11年 8月 30日 に1し眸●■

に出発 し 9月 10日 に新お
'こ

入られた.勧

業小博覧会は巡キ ■あわせて 9月 1日 から

開lFさ れ 17日 こは明治天皇のご臨席をllい

だ.こ の諄覧会では天覧のたう 出品物が選

定され 県内の有名な占器物や宝物 著名な

物産が展示された。

詢業小時覧会が閉会後 県は物品陳ダ1■の

建物を使用して 明治12年 1月 15日 新潟博物

館を設置した。これが新潟県最初の博物館で

ある.

- 16



I潟県における明

'´

時イt′)博 覧.. 博 1/7館 史

う 新潟博物館

liFサ IⅢ物 |・.= 広 〈各地の産物 tiハ て

―itグ )人 々がいつ・・ '鋭覧できるよう|:と ま

置さ
'|た

 新絆県プ
'■

業出発に役立てようと

の日百1=',,た 。申i″ ,博物,11ま 常時 1古 物か

,● さ, Iお ウ 博物館 のヽ出品に対して|よ

丸 11か設 キられた.11月 博物館規員1並 IL I古 人

し得 ま 押口:●第人たからな ,て お り 出
『

|

人亡得
=第

|四 条からな ,て いる.

新iH博物,|は  人々■'知 識を行ろには |
十品物 t見 ること

'一
番ておると〆)考 えによ

1設 ti′ 1た . 1物鮨に11自 然によ_て作
',

,た  また人々
=よ

,|:作 |,れ た諸1/111■ '業

F■ ,′ tt.そ tr昔か ,,■
=′

[て ヽた きヽ物

発Ⅲξ̀  嵩画 ´器など

“
'晨 示さ′t ‖物

"口ヽ ま商1首 場 と名出場に

'十
1.れ  商

『
1場は各

地でF:,,1た 1古 物を味■Jし て簡単に買うこと

力・ できた. 名|ヽ 場は遺物 書画 11器 各 lll

グ,■ 11物 の見本を陳列 して売員 まてきなか .

た。け物館 ま同一第内で コ1売場 七展覧会場

の二つ′)性格をもち合せていた.

II■ 博物,1■ 員り並‖|い 人′しヽ得の主なもの ま

よ力 とお り■ある.

1 計館lt間 (ま ′ケロ午前 8時か
',午

イた4時

ま
`〔

 J, 日 大,日 も|■ みよなか

つ た

1 入場イ+は三 FL.

1 館内 よ商
『

,場 と名F,場 と分かれていた.

1 商品場 |ま  日月売買に関l■する品物を

味¬ILて いた。

1 名|‖ キ |ま  人々の受蔵している占今の

品物 発ワ」品 各県の著名な物産の ,こ

本などを陳列する.

1 名,",場 で よ 陳

'1品

の日録を作 って人

人 ■知 らせた。

1 名FI場 て よ 陳,1品 の日録を作って人

人に知らせた

1 民ホ品 ‖lI首 者に対して質問のある人

ま紙 =書
いてヽtl館に提出すれば 調

べて回答 した.

1 動物は出品することが出来なか ,た 。

新愕ll17館 は このような■日1並出耐,人心

得を制定して 舌ヽ動を●.め た。■12■ 3月 Iは

'11と
出
『 `人

′し得の一言「がよ 1:さ ′t 12月 28

日う
',1月

4日 三でと月曜日はl■ となった.

永山県令ノ)も と、県‖1の しIIよ 大きかったの

であるが 一般の人々に ま眸物館が公立のも

,,と よ あまり,1ら ,て tヽ なか ,́た ようであ

0 同午 4月 にはスのような布達が出さ′tて

tヽ る.

4`正 11区 長

戸   長

勧業世話掛

着調

"ll館
之儀ハI,「― |`県 治報知乙第百

二「 号県庁市遣第百三
「

三号フ以テ相達置

候通 り■「 一般 ノ,tイトフ得センノ、ルカ為ニ

設クルにニンテ竹内公立之任二付ヽ念|し,
相達置候事

明治1二年四月十四日

新潟県令永山盛輝

6 新渇博物館の廃エ

■則IF出 品人′し得を整備 し 呼‖1の大 きな

意欲のもと 産業開発 二役立てようとして件

られた新1月博物館であったが わすか二年七

1月 にして 次のような廃 卜の上申きが生出

された.

上申

十二号勧農費中

"物
館′ヽ素ヨリ漸人ノ斉備

ア期tシ 者十 り然ルニ法律上ノ変動 ヨリlt

方負増 ノ資金フ重クセシエ付更二購求 メ前

度 /斉備ラ期スル|ビ ′ヽ ス方今ノ品 l■ ニテ′ヽ

到底人民ノ知識ヲ引エルフ得サレ′ヽ廃館致

度及決議候間此段 巨申候也

明治 |四 年七月二十二 日

新潟県会議長

山口権二郎

新潟県令・■山盛輝殿代理

新 ,月 県大書記官木梨精―郎段

廃上の_■ 申の理由として ま 博物館を作っ

- 17  -



vll博県における岬1台 Iり Iヽ つ博覧会 "物‖忙

たのか時期早市て

^| 
しかも晨備 t不 |■

であ, 神1■ する人■少ない 1● 二七
=1),

た。また 主なll山 としては 出品さ,1,い

る出物ては人々に知識を,え ること力出■す

推■ していくこは資金がかか 0● きるとのこ

とであ ,た 。

円給14年 4月 26日 の通常県会において 新

潟V物館は廃上さ′tる ことつ`決議され 8月
20日 には県庁布達が出され 5■ まま婆■場

として使用されることになった .

勧晨費中斯潟17物

"咤
止議よ L■ 之tl記 呵

候事

明治十四年七月十六 日

新 |ヽ 県令永山盛世代理

暫潟県大書■本梨ヤ古―凛|

T第壱六十 7
今nt県会ノ議決ニヨリ新潟博物館デ廃シ請

"フ =婆
教場 卜改ノ候條IL=布 i主 イ̈与

町]治 |四 年八 111口

新湾県令永 t掟

7 -府 十一県連合府県共進会

新i鳥博物

"i正
機 新潟 L・ で ましま

',(グ
|

間博覧会などは開|こ されなか■た "治 32■

8月  新月商業会議可 |ま 物産陳|い|〆,議●七

共,上 会開tの必要性を討いて 県内う■志夕,

贅 」を長■ 県に意見を提 FIし た 県 よニダ)

意 ,こ til十 入オt 自 公国の隣接地 1現在の

lilら 呼|十

^|||し

| に+"■ 1東 71'吉

=1乍
ること|[

し 町1キ 33■ 511に ■事を開||し  34年 5月

「
お成した.■事ブ搭

`責
=6●

5538P,41工 6

L■ ち ,た  司年十 1■ 県,■tll,= =
1-県 ,二合に早共1笙 会力開|し さ,[4==:な

' 
県は物●:陳¬,|ヽ 会場 1● てること|[亡

陳,■0増 ;1輩 とLて 1万4973J ■■会場

建設費 とし,3■ 1067門 ■■11た .

■ |― 凛 L`゛

“

,県 共L● 1 明1台 34■ 8

日10日

“

●,9■ 30Hま ■力会,:`|‐ll.さ ′ |:

|い物 J 4県 よ|■ ク,,′ [た
= J 

よ11:

|力給

“

lt 3■ 8728■ ■′)111 1月,ど■=
2カ 5623名

` 
■全グ

'lui果
授ヽイは2575'、 こ

,́,た .

入場者数 十 一」そ入場者■19,2068人  ■

り1人場者tお ■■ろ七21万 8226人 一日「 均

|14200人 う数と●1 人生全●プ):夕,に 開会

した

共進会■閉会

`´

 峠 |■

"=― =:inl●
し IL=「■11月 1「 tt,[tl 11■lhi,
11111 t t[. 13546 月25111■ lt l:,ヽ こrテ |

‐ ―■力人々FFりtit,、 た.哄地|よ 2889

tT 9`7●  tl● 11271■ 6,■ ″,■ た.

参考文献
~斬

|■ 単●
=知

.

+ritth改 ■提桐
|

「着i,,「 史J lli鳥 市
‐
県政記念館ヤに 第 2ぢ J li111R政 記

念競

続越性

『

●lJ.._ 新月 日報事業し

,1)1981年 2月 13日 ,イ |

(2)Hi',呼美術叫物館学ま員

写真 2 -囁 + 卜 壼合 ,「 Jti色 会場之阿
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神奈川県博物館概史
¨

The histOry of the museunns in Kanaga、va prefecture

1  1Jし ■ 11

2 ●|"|1市 jⅢ

3 ‐
|■´

"|:.L_ 

市1,亡 以 11夕 ,聾」11

1 1ま しめに

lt午 | ||″ ヽ■_す¬it iれ て30口 ,「

す,tる とtう  同1■ ■よ i=It● :さ れたIⅢ 物

1,ダ 法Ⅲ:3を 1 ■物館′,も つ t́=:ヽ1= =
F,il● ||.Ⅲ イ|● .  11 卜FII■ 力́,,|■ |,t 

‐
:1夕

'

よ|[具体イしさ,1■ |た ′
" 

′
|ヽ ■ |そ ■■

=11■
■ 神+ 県|'lJ“ i′ tt_|■ ■=た

も
''て

ある

2 博物館前史

世浜 よ,ス 6年 力,奈 開|ケ i=t■ tヽ

■IF'|う :ヽコ
'、
'げ

襴lt■ ..6● F■■

置■,■  ■「  1日 本‐t卜 ネヽを
'|■

■ と

な ,た .当 ■ 諸外11′)丈竹うt多 J]=た ら

コ  lt 世浜■ら多す に
'|て「

 外

|1人 ■サ
`ttJ●

計tさ ′るなど 生ftと ,
人を●ケ触 t"繁 と■| ■に(=ト ラ

',||
tiる というよ :な ことも

',,た
ようである

ヽ県ノ)前 ″■'II・ た そ′)よ うなt可 ]開 |し

コダ)● 史bつ IⅢ 命力らみて ■■力‐ ・L入 して

くる|卜 ‖グ)t物 を 十だ■■ これ
=|]人

,

l■ ■
「

■する
=い

う二たま 可能でお・ たと

|え
',れ

る|. 当時の幕●ザ,tr・ ||―はIょ ,そ

●を●さ
=,´

,た |′,七 みえる.

嗜に 3年  ′ヽ りでイi′■,た 第2回  ,,I II

覧会Jに  +,お よ
`´

克性|:薔 ■■‖す参

11し  二′:「 ともない+雨 た ●匡′ |●国

博覧会1品 ちにI触」を11し  また■■ ●本

4「博 l●館法J詢 1定 以F年の動 向

5 tlひ

領諸オヽグ)特●:物について その価格等の調査

tit' 卜県にあいては津ス丼地方のヽ産物

〔ある  1泰 _ す  111カ として選|ま イlで |ヽ る.

t,し [十■方t'て は 表育|1意 表ノ,も と

に 常民の文化的Ⅲ■に資 |る という印J確 な

●いiを も ,■  ヽイカ′)を 判ヽをイデう とt,う こと

= L政者0伸 1に おtて も民間におtて しみ

:,れ な,,=: =| ■ |ヽ=ち ろう.

助Jた ,「 t,て 新攻¬1ま 欧米■にを求めて

その:ilヽ 1に t'(こ ととなるが そのさい世

いII地 ■開力れる0国博覧会 ま t進諸国に

お |ろ 11+ら
'学

技術:や産業技 llの 動向を卓

il.し  そ|■ を1■ 11す るたうの 好11ユ ,機会

=な
ったと考えられる.■●グ,博覧会に

'1+ろ■
'よ

うなFI試 ま ひる|'え って 国内 ■

お |ろ :「 民メ
'啓 i′;場 としての苺覧会七.ヽ う

=11´
,ヽ笙 .I FI杓 ,L業′,IF舅 :を ,』 らヽヽとした

内|‖ 旺竜会,■ 画■た こ大矢Itさ れるに■

,モ .ヽ る さ
',=TI県

において よ 真業の近

tiヒ L晨 業1111′,■ 良t HIIと
'る

「実業大

会‐うイ|わ た 日東よし● =お
いて ま,11台 29年

11i lい ダ
'「

¬東区■辛大会_,開催され

晨ホ■●:キ ′L■ |||し 1よ から,た

一 ,, ■ 打
=明

Fi10年 十:至   日寛永+本

,鴎 「|,初 |:● ■●,市 議博 ll館建設 二t手 し

二■[1● す■
'1覧 会,|― ケ前itし た II

計館
'・

ITI t iる に三る.し ,し  そグ)資川

は ¬ I― t● :tう ■旨摘しているように 天●:

三 輪 修
Shozo Miwa
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晨業ill「 去暑餃
=力

0う 'お力れ IV● グ
'

■|_ヨ :キ 発明機械等う充実をいるところう.

■たるll l,い |:■,,た  と。える/,(あ る.

■●ような明お llの μ覧会および博物■の

もつH:|.・ = そ′)″  作tLで 開・Uれ た内口■

覧会 [も 踏姜され 雪匡強

' 
■●:ユ半ら■

た■として行′●た と,‐,tiヒ 占
==な

,'

ようでおる.

印J治』,,本 早下で とのような博覧会|｀ も

た′た■ ■ ,な ,ら 争

`/'管

見つヽ■たl

ら ヽ
',■

■不|●
=メ

,る  今レ よ|キイI

な調査を
=′

ま■すらな
「

t考 えてtる 1 当

面『●今1県 ■.「
'奈

 県■1l J『 横:「市

Ⅲ ま業補J■の既「1411に
',t,て

も '
覧会に関 |る ●■を

=る
こと|(き な.'.

1月 1台 44」 15 月  ロン トレ で開
′
●さ

'[`: 1 

口

ヽIⅢ 覧4_ ■1 本県「  中小,諸企業■:そ

′,製 1昔 II:と してiⅢ ,k食
']ネ

具 去動i

市, 化学
'当

討:■ |■ IH当 な出|||し ●:い る

こ′

"覧 ''た
lt =

帝EI■ 1′ ■
「

ハ
ï「|口 共

「
:‖ 1成 ■1■

't■●11■ ク●サ■|ヽ ヽ¬
'1=共

=ス
'し

コトト

十,| ●口 't」t il´ 」ヒ博 |:全 ノ●図=
青E,夕 1' ロヨ 1 lrt4ヽ 今′

'■
‐4′ モ

ノ■ 卜蔓 栞テ■覧会二rr lテ 我丈
`し

ノ

■晏 t半 ノlt歩 アI卓'' 供F以 テ|し

'ト

貿,ノ [延‖ |二 ■セントス
'1趣

旨 ′iス

|1調 オ■ 111骨 7・j,

とらるよ iに  1''1貿 易■■民 とい う
=二

ら

=|,る ''■
|,,た

Iri和 ]入 ,( 4=県
=は

,'(つ ■力

「

覧●

,1● さ′[ろ
' 

そ
'1■

|=

1 ● :kイ

''t2 戦咸高11

3 ●■複興

′, 大きく3つ ′〕史|1背 景のもと1亡 企卜され

たもの と考えることが こきる.

11こ ついて = 昭不110年 横浜市か Ll■  J
T公園を会場に行わitた 「倶興it念横浜大博

覧会Jがあ1 2については 昭市115年 ヽ

神介 県 l・l物館■■

浜市I会
'所

う'itし  '1■高 i奨 FI館 ■■1

1● て円|ギ √
' 

本●」記t二十
'ヽ

百年 平ヽ■tt覧

会J Iし (酬 千117年神.. 早 ●■・li i●

■■■ |,記会場(11わ れた
~市

tt,大 lt

覧会 |う
:ら ■. また3■ í' (よ  |=¬ 241

横工1,主 IJ 市内′)4■ コを

'場

I● わ|[た

日本●材●質●J■ ●,る

こ,ti,つ IⅢ電会
= tヽ

■て
'吉

‖JI■  i
子県業をt■ 企レグ

' 1百
1「 ||● ●=|■

―

'
■ンである

=..■
,て 1■■,う .

博|力拌,■ Ⅲメiを ■ 〔 lt会 't il:■
JI青 ネ よ「■I言iJ:「覧会]■を常itt物

臨■
=ヽ

■■
'lLIさ

せる|^ら 111 ■

:こ 合ル`「l・Fl■11_● ビ要Hi認 品t十 を|え
`

1‐ メ,起体制と:モ ′役目lt た 十〈■

〈tt我 ■■■tr= そダょう●唾史||●

をIⅢⅢ.■ ,|: と‐|と ■'|=ち ろで
',ろ

う

そ |し r,=t ~寺 物

“
=■

博`覧会 :■ 発

さ11て 成長し ■
'て

自●||な tRを と |=

t(な :.ま  P,覧 会七I)吉 :|‐ ■ヽヽ吉 :=
| | :,両 名′

'円
:格

=1賞
りき,ら |●

't=ネ
■

',■

1 ●「1'も ま■ そノ
'1'「

Fイr●「′

■を
=,=由

L"な ,tl‖
=今

′|も ||に 相|=

●tヽ  そ
'し

〔み●七 ‖召11● に入 lf行′

■|=ヒ ,Jl121,つ :こ

=モ
把えす

・
'た

● 1ヽ● |

最F I,物 11 を Li出 ●直l■ |:■「‖ヽ とし

て,,■1味 まも ,:、 .■ ,■ たつで
=■

■ろ
'

か lt,Li ・「‖ml■ ■日本
=`男

博覧●ケ
'

第 1■ l・ ● =′
''た
 ヽ工

"●
当モ 封Ⅲ Ⅲ

´ヽ発■ |る  と 'ヽ'IF■ t●
=■

|`.そ F''L

I′ )史 首lili= 日本■Ⅲ,11「 ,う え〔 今

少[校 :J=:]え るビ■■|,|='`■ ■.

3 「博物館法」制定以前の動向

現在 神奈 県|1物 tl・ ● 1昭■30年 発

■| ■¬人′,博物

"は
5611■ 1,る .|[人菫1同

は ,景博物

"は

|・ 論 旺物館相当ti'■ も

'員
とな■てtる ′)= 中下 IⅢ物

'「

■1大● ま

1■ 1周 推されて,'る も′た
'ら

れる。今 会

員名簿 [よ ,■ 昭和26年  'な ,,ち
「
博物競
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神介
'県

博物

"概
え

法‐力制t,ユ 前 [開

'0し

た博物||を 拾 うと

明|■ 2年 鎌↑官ill"
1月 治2211 ,ア)=植 177い

ワ1台 30年 鶴 F・l八幡,■物段

大正10■  1● ι名温■館

‖召13年  鋲イ,匡 i丼
]″和 9■  市■1神 社i物叫

昭「コ10年 報徳二ri神 社宝物■

1召 117キ i]山 t●

以 にの 8■
=螢

える.言 t置 嘔II J鴫 |●●期す

',1召

117年 1■ ■ Jに馬
=,,た

るう' 11カ

14格 を■■七

1 11人
'集

品
=十

七|る も'
2 ■■■1■ ダ

'i川 地;[

3 tiヒ財ダ)保●●li施阜1

1,'11さ れよう ■
''Iキ

llま ■1■ 館ノ)性 ,,コ

[ら た|  ||"“ ユ_′ )理 念,',■ れ ま

そう慣た ,不 tlる もグ)● ■,ろ う |や七を得

な|,■ とであろ|.し ■ [ こ′らつ饉 [1,

,て も iiイ tll● |,471‐ ●■●
=,it 

社

会業育●日 と[`「 ,白 ,1ダ ,tと ■ litt11
■ 、1屯■している「 |を 丁ヽ′●ま■知 tIヽ Ⅲ ′)

■ 1,る

8:1''||,: ■■月係■|:雪
=ろ

―
宝朽館

●:■ よつ 4饉 il,う る
=七

よ注しされる.:月

lii l ■
'F千

「 |■ ■ li fノ .||lヵ ll十′lt期 |■  ,多 し

,ヽ 業ダ
'神

社三物m.成 上 :て いる そブ,|た

ス,日 的11 1T′ 景1'`に 1`す る神イさ宣1■ 〆)

勁 というとこ ,́11,,た , 一面 そ′tiれ

神||う もつ川石グ)『 史百;1生 格■ら そメ
'●

市

資半Hこ す|″,^てユニー タitう●ら | そ

',公
:‖ 自体■自力■,社 会教育||力 果をもつ

という面,I・ ったことtrt〔 きない.そダ)

tl未 ( 本県「 =,|て
まなく 形成川ダ)我

に膊物,1史 L■ 神社i物 ||力果した■■ |ま

人tに 言T価 され るヽ きておろ う。 しか し 間

趣 || そ′●,ダ)施 設1,日 に お いて も 「宝

物館Jに ,(,し てまいないか というたいてヽ

る.

■者は,つ て奥
'‖

―グ)● 官城県塩t市の

塩

`神
社|■

="物
館 ‐ 凧していたこと力'お

る.い
'|ま

~i物
館 |か ら l lll物館Jへの指

¨′)も と= その理合や構想|=つ いて 回学

院大学 |■物,1学技
=′

,全面||な れ力を得て発

tし たも′)で |,り  Fネ /1神■博物館つち |

itiホ 十ヽさ拘負を|い  そのi舌動は大い

こ
=目

さ
"た

と二ιである.―宗教法人の設

置する

'「

であるから 当初よ1種 々の制約,
,,■ t● (ま 当然で,あ るう' ■物ヽホにととま

|,な . L●教育|1機 |ヒ をIH当 |[画こはした1本

市|■ '■ 意さ′it. とま えヽ '111よ そ′)職貫

lT I■ ま,|■ 1宮可兼薔 | |・■|.2 学ま長

1村 lⅢ 兼■ 1 1■ ■J 挟
'資

十1カ ヨコは神

社i物てちる|lt書 普画 武呉,,■  ‖夢!

製塩 さらに
'証

釜■■/,● 葉晨業 =理
するも

′を多1支
=を

,た ,た F,で ,,た う●, 学:芸 ●夕〕

括勤 ■黎 亡を ,ヽ,● 本格||=教育普及 訂

`,1■
■の1舌 Ⅲlよ 殆ん

=実
現在==',た と

'´
,It tヽ  間運11-´ ]に IヽB者 ′)動向にお

る.■ fl ll=|■ 設
「

る神Jよ  -1'1,に いぅ

|:そ ′,I■
=f lll■

|こ 回
=●

ヽことヽ '多 く

,ヽ|オ 14地■ |,「I′ ,ろ 観t者 でオ,る .■ ■

■弩+● ■ ■|と  つ としてtl物 館tFえ
るF,■

',る

|. 1● こと
=「

博物1,t地ムカ

カ■,つ 卜■よる社会教育Jを 回il"¬ に

と ,■  =力 計山:首1長 J III:■ を国ILに |ら

F)で

',る

. ■ il置 主体 〔ちる神社押1こ も

間電
=■

tl Fに 1分 1設備を■え|:t

神社白身か時ll館 に,し 「 たll隋 l以 ■■

し
'=望

まな || ■ 11苛
=白

A■ 11:L i青

●|11● :,,る をえない.=′'よ
うな

^11.メ

;

な■
= ■■■メ;●場 よt々 ユ 〔́ |た る

も″,ti,た F,|■,,● .

|l14,|[お |る ●■■ ,教育オ■|| 11
■者■あると‐えよう に 二宝物

"■

イム||夕 ,

■″を■|・ することをも ,て 1ヽ | とする●
=

られ ま イ去員 ま,「■であるとtl・ :命する二を

しできる. 1ノ )こ 七よ呉体J,■ す卍,ll館■布

空間1民示
=お

ょ,1(蔵●プi;=ち る とい

うかたちとな_て 表わ′る 博物館す■会||
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神茶 1県 専物■概史

意味なも・ て有在するとtヽ うことク,た いに,よ

館活rllに よ ,て 博 ll館 す●ull=■ 全 、́環

元するものがなくて まな
',な

‐であろう.そ

れは

'ら
学芸員′)責

「

である・l 同■ 1■こ

者のは物館認i敲が間′,れ な〈てはな|,な いは

ずである。それによって始めて '博物館(ま i
i占 に必要なもつてな||れ ばな

',な
い_と いう

¬藤為よ氏夕)1張が■lttさ ′|る ので
=な

か

ろうか

今日 県 ドに1ま ■■関係の博物

"■

1ヽ0"と

1ヽ う多数を占めるに
',た

。その|,り ●
=■

,

いて個々の館を1'サ ●することは絆え■ばなら・

ないが 間口
=山

積 しているもののようであ

る 当面|ま 県下グ)■■関係■物奸がお互いダ)

1ヽ :兄 認識を1ま かるEIttrの 代, それ t●

「
||な 機判が欲し,ヽ  や111F.R題 は設置者カ

博 l '官 認i哉 |こ 多tヽ |こ う | ′,ら グ)で ,ち る力 :,

Fに そのような啓発夕)場
=設

けた.・・|て ,,る

そ 71方 策として神奈1県 1物館11■ に分|1会

を置〈二とも可青ヒ
=は

なかろうう そし〔今

一つ 社寺‖物前もその地城ノ)■

'教
育機関

で″,る という意味からして 自1台体 1教育委

員会,と の協力関係を

`lL 
館の機青ヒや資

料を′■,し 住民び
'体

子的な学習′場を■●

→る L.,う
=力

を中

`み

たい ■′,,力 は

今イオl ll奸が三十ます要求される● ,ろ う■

会日,lⅢ 命i考 える時 見11実 イ■■「

`さ

′==な

',な

い二とを考える.

載11′ )●物

“
`注

日す きヽもグ,に  昭和 3

年間設ア,兼 倉||● ■li館
"|ち

る 神奈 県は

中■ ⅢⅢブ,お かれた策合i掟 してお
' 

そ

の|′響下に残多
`ダ

)史跡文化Лオか仁えら■
`いる 人■12■ ア)関東 ■ヽ■て ま 円覚+合

¬|:tや  束嘔■口「 :な ど人+′ ,多 くか11● し

t千 ロオ■多人,損 傷t,,た  そ二で不|+/)

■■ =,す るIRtt t tiし財つ公託 1‐ うによじ

|■ ■ ,て  "育 市う'問 ltLた もグ,■
',る

. ・l

館 ま県T=お |る ス′ン′― 卜な■● lll'「

,1高

'tと

いえる|ダ )で ,1 博物編の資||に

■lti性能 公開民ホI―能 証●iFttA能夕)

■||■ 其1持 したとtヽ う11■  県Tダ,口,1''|セ

上 重要な意1大 をもってtヽ る 特に r離

'ヨ■

"図
,Ⅲ 『■ll合 にit請

=Jの
■:「は ,

年 ■お||る 調査IT■の高い水It● す |,力 で

ノ,, 博物

“

■■員による予lt' つメ)十 :=

七十べきもの■■ろう

L■ t 証合と、ヽう|キ ■な環境において
=

そ t■ ,中 tヽ 公上博物

"つ
設青●

=:,,1た
ち

グ,ダi エア,後 ′)Ⅲ叶 ドに,,|ろ ti会 業市感』

●イた退 七tメ ,い まち L力  1'11■ 申111■ 十

11会 梁青機凹七[〔 これを,■■するよ|=な

るの
= や ま|「 t・ 1■ 11法  を41た た Iす |,

■か ,た ●l(|,ろ

4「博物館法」制定以降の動向

E召千「26年 お IⅢ物■■_市 liし

' 
そ′|´

教育関千■やIL●●[■つらいだ 1 '■惇物

鉗■11を ■■ilFや ■情など,1当 ●■■|■

■tダ,t, ,´J '11え |■  11市
`|ま

 1召「」28

年3■ ■ 11● イ上全イヽ市委員■18名 iよ る]F,

十,|111言 11:間 |る 11,「 l llJ "‐  , 11'I● 1年 12

月に|| ‖t市 コ占広報■員会■ 161名 [よ る
|■ 電・ 1'を 」`地 =|,"‖ 輩■にはヽる「占

1貢J■ '提出さ,1て 1ヽ る

こダ)よ うな■きま 他ダ]liHT11に おい|=
■■′[る

=こ
ろ
=お

り そのような■」向ホ

従+■ 1,,1● ■ ,た 1■ ,t伸 Iの■力丼言li●テ

| ■イト‖りな

「

封 たして 1'● 博物年■L=
●要なilt t t,と tう ヽさ〔■る.こ う:

〔昭lu30,ltを 中ti 県●各地に■々1■

物11′ ]誕■■■ まゃ〈1喘 和ЮO■ ■1単下

い物||ア)~L言 11日 ′「Fサ iJイ

`を

国 1 館1lJダ
'

振興に4■ ■li t化 メ)Jt,t ili,す るこ七・

■目的とする神

`1 
県0物年協会が発11し て

いる.戦
`た

1判館し|=そ ,ら 力L国 は 当然「博

ll“ 法_■ さけて通る′,|=は t,■ す  :人● |

」ヽな
'そ

′1に 拘束さ′ またそ
'よ

う■ ,t
tる とこィ,t,官 ′〕ちりょう|「 反嗅さ■ろこと

とな た と

`え

ら′|る

Lう し ささ|]ビ ノ)1奇 を1'1=ネ ると 昭
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「 128年 3月 ′
'「

青,F,lFF I,||´ 力11■言,(ま  「 ||こ

't■

1し 1■十 昭和37● に ま11 ,直区t合コ,内

`t' fた
38年 1ま |● ,図 書館女/,会 ■ そ

|=れ 請,|=行  て・ る.こ ■ような勁き
=

ヽL 市メfl相 疇211 ■■■ 7● ■公民||た

し|・ ■ |ヽ:|さ並言1■■る「古(1■十 え化会

|ビ _■建設: そ,,一 詞サ■展itた |,),「 :

●十■■■ 十たら{ナ ,る .会館 ま4す委H会
ダ,Ⅲi■ ●る|[公共t lt,● 七|て 位置● ■■れ

て,ヽ

=力
. 学去員詢も;■ ,●  ■ホ 7口 ,

一IJ十
=博

1カ |1信 珈が行えるもつとい |■ 4
卜 ~Ⅲ,物11■_'1■ つ体質 t,■ 嗜

"｀

ないう

て|,.た . =■  こ,4「 11贅 十1■ ■高ttな
t.1工民| |.=  L.ヽ つ つ́146年 6月  同 L年

111 ■47年 31 をしrS5年 L 博

",「

せ

■つ平多 ｀
「

′
到へ■ヽたている●(^J.■

1111泄 : ノi,■,t'| |ヤリヵ

"を
|[会教育機占

:[I●こ■けることにち,た と ■オ ま考

えてtろ 0' い,法 自体が抽争的■念,■ 終上し

口えよそ′,第二条に定いた 1物■の行 うべき

ヽ半につサヽても 二五を■地するたうの■;t

やI.・ 1首 つ只1● JI規 ||を 示さ,モ tな t,.そ こ

で
"(々

L誕十した|,均,IIお いて1= そダ]業

■JI lt命 三十分■
't ,, 

電
=Jダ

■Ⅲ■に

■i罰 [■  ■■ 1分 ilⅢi■ ■|」 されないと

■ 11:|lt t=た ようでノ,ろ .そ してそう二

と| ■米き

'「

■●4市 機関として地のテJl

■なわ■1:民 館 国占皓■Eれをと
' 

住民

掏:も 惇物 |ダ
'も

■
'||●教市|1機 能

=さ
ほと,=

イ|し な,,  と|ヽ 1,[象■'`■ 1,′ [な ん ,た ち と
|ズ 省する●(t● る.

IlfΠ 30111ヽ を中しに2設 さ′tた |:掏 11に す

ll●百,特性が 1分

“

はされたケースtiる こ

と
'■

きる |.〈 つ,4キ色 ,́る ものをl.|七

■
「

,■水■館 1紹 291 観 1崎 由■ |,物■11召

28 三雀回 |■281 横浜■■性台

`古 "10H411 tlデ ,●
「

'■ 館 1 lF39, 横′1賀 市ヽ物,||:]

291■である こ力||●■賀 |1物 IEで は

1百不131年から年,Ft● 賀市博物節iT■ 報告|

を出■.白 メ1学 ,こ 関する高度な研究成果が

仲介 県il・館概 t

I・ 載され 鎌,国 宇館にお する『国i館論集』

おろいlt『兼倉II万 ,i像 関係資判JI既T16冊 ,

■ ■1ヒ肩する自然ヽ学書1円 力T[行物として高

〈評仙さ11る .し か ,同 館 i ll・ t,て は 昨刊l

42年  ヽ■賀市の地区公民館で|‖ ILさ ′tた 成

人■11~'1上夕〕自然ン|―スJ5議Ⅲ ■ついて

そ3●両 運∴ 講師のあ ,せた交|, t行
十ダ)― ■をりヽ三 十るとtヽ う 従+ら ま|み

|,れ なか ,́た 社会教育機関相 11の ■
',円

係を

具体`ヒ | そグ)後 もこの関係|ま 諸種′)講

“

を

通して
'FIヒ

→ろに二 ,て いる.こ れも県下

1助■史のうえて特記して1,く
べき事項てお

つ  l.

―■■和35年■ 1第 ■回全国ll1/・

"大
会J

が世浜 ljの 開ι言こを会館 :当 施設は公会上で

あ ,て博瞬 ll・ 会にはti入 していな .■ ■開

催さ″: そら後1召 和46年にit'′1賀 1,■物

"を||し 会ヽ場に ,19回全国大会が開かれた.

当峙本県(■ ‐
■41■の先,L県 'と いわれたの

で,る .

1召「140年 代に入ると 館の,I_も 大きく

つつ総合博物館 という′ヽターンの難が誕十す

る.そ の代表的なFlは 神奈 ‖県i■ l● 館 1昭

421と 千ス1,す 博物,「 1昭511である場.県
上博 1/7館 ,県下

"物"の
発展史の うえでもつ

=五
を考えると

一 結合叫ll館 であること、

二 自然 人支両分野の学姜員IJが りで ま

なく 教育普及専従夕)学去員をおいて

いること.

三 0́カ '独 自のブランニングのもとに 学

■発i調査 t`L続的に行■ていること,

It挙 十
=こ

とんヽ
`キ

よう_そ してこれらつ

■民「 に「平塚■●卍物 館_の間館をみるか

同

"=l.・

‐〔ま県 |に
'ら

れた諸特徴の 平

状 という地共1■ に|し した申iた な,t開 がみ■れ

る .と ,‐,て よい
.

ただ 今″夕,厚物

"史

′)晨望ということか

ら あえて1 2間tt辻ヽさせて載くなら

il11,「 県■ 11■ ついていえよ そノ)性格「
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県下各lL=所 在する諸博物

“

との+'つ きを

とのように考えるか.こ の |について
′
1少 し

叫J確 な■向上が,tさ れてよい●■ まなかろう

か.12'I.● ■ ll館 にお }る  総合 iい ● ■

念とその具体化 ■ついて.以 :の 21〔 ある

この場合
~総

合 Jと は人に 自然の両分11ク )

学円ノ)な かで |'に ll‐「1物館活動に関ラ十

る分野の専円n■ が それぞ1■  771il■ に

よって そ′,成 果を展示に反映させるという

ち ,方 t一歩進め 関L十 ろ読学のII究 とが

博物

"の
民ホテーマ こそ ってそ′tそれら分野

からこれを
'I■

L その成果t・総合 的に

民ホ´ヽ結ずつ }る ということにヽると考えら

|[る .そ 21ま 人「・lつ社会||[存 ●成 |● た■

ろ自然 すなわ |,工土 七人との関 | "|え
=

唯史■ 人類学 社会学 地学 10物■ 'i

象子守″i..学 l.5に よ ,て

'「

■ L ●土 七人々

う調和につtて  そダ)=的展Jの もとに 未

+7,あ |よ うを考える
~場

Jを 提

'す
ること

総合 とは少 くとしそ
'し

た●勢を||´ヽ

さで1よ なかろうか
,

昭和47年 ||■ 県it化資十1"が開議され

昭r]49年 には藤111,こ 1,it'I"が開館した .

両イ|ま 文書文献の11+ 供

「

 訓企活動を行

う性円であるか ともに年 lЩ
=度

の企画■

ヵ lか  1定■ テーマ晨■をl● してお 1 学

芸員にIH当 |る ■,,H員 も西こ置している.■

i丘  公文書公|.ll奇

'話
題 とな ′́ているう' こ

う Lた施償
=今

イた 各tLの 自キ〕卜て泄置Jろ

動 |力 1舌発イヒすると考え
',′

1る 。その ■t'

社..教育性調 として口,物

"と

t斗館グ
'果

す′(

ざイt吉11や機能について あたた0問 ′,■ る

ことがあるであろ |

5 む す び

,二年 ‖ l・

"建
設 まさ,,プ)て 盛えで″,|

ネt争 教育機 月七してもつ|'物

"の
■古1り ||

ますます重要度を増して くるものと

`え

ら,t

る.し かし そのことは 'こ おいて 当該

地域において
'ル

館
'設

置されることこどの

よ うなせ|た力'あ るカカ その■|:つ Jl百う
'

十な
',ち

地●社会において
「

物館力氣すべき

it吉||が  ■念||=t lた 1捺 ′i卜壺|ノ■ えに

おいても よ|さ い L〈 問|,,る とい

'l七につながろ〔おろう =デ,JI味 ては1カ

"力
●

う「1■ 7)テ ーマ||た ■ ■■■員の 1「 円にlT t

るのではなく 口渤
"と

して
''t命

にメ´

'(
叫i確 な●iHiよ ,́て決定さ′t そ′tl■ [会 ■

泄元さ′[=も うでなくて
=な '。

ないであら
'

口えま 都市文り,と いうF.5題 ■.さ わ■て
'′

ビカ,レ 1■■ 1ヒ しているヽ工において1ま  ●l

市における人間のちり方を問い J'半エロ本

力t業発展■に重要なイ1,刊
'を

1ユ ,た  l・ に

おいて|ま  ■
=な

り工業という機械 t調 七人

とのμ l●
=―

マ七した研究とい ,た こと力|

考え |,れ る.■ ′,11な ,l lrに つtて ま 大

.ヽ

「
巣論 もらろうⅢ 七思わ′る力.博 ll'

の,「 ■1占勁 よ針夕)|ス+ 民示 教育普■ そ

タイL諸話Jノ )基本1揃提たなるも′,で あるか

1, 今少し議■,■ ■,ら ,tて し
'る

ヽさ
=ら

ると考えるプ)で ある

以上 下県 ■お 卜る博物館の

'み
11(燿 し

た. I分 .tl‖「 口を通す|は ,な く はな まだ

l■‖件てあるが より計|“ な l ll丼 史の執筆 よ

11未′)課題とし 肯[を 乞いたい
.

神奈 県‖物館ヽ性

■ 11

1t21

:+31

1141

'■
■ 1旱 ¨ 贅十1荀 91■lt 津久||¬ ,

■ |● ||=可 祗

`苦
 ●,「 幅年■,呵

山ホtヽ著
'日

本書覧会史JIJ345,´ 嘔

11 2 1il司
=

関人
`■

業大

'実

7・ ■IJ:第 10J「 東ビ

':
■ 人奎報古,1明 391´

"i151 11■る■■ i●物館■ 1論J13152138■

:161 中村 1■6綸 '日 ヽけ竜会
'1茶

1',:出 品い0

事業
=■

せ 1144,'「

+71 恒興記
=ヽ

浜人ヽ覧会場菫 r●興記さ横,F

大,・・・ 会,[Jll ●11

1+81 T々■民覚奎■ =奉 [|」 ,こ 二千六百午●T

■展覧会」lEE15,■ 昭

号191 繊浜 市刊 =市 t発展夫民電●概■ 1鴫 17,
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神奈J県博物館概性

`II
■10  1・●|■ 11■ 書29■

■HI 11■ ■■ liⅢ早i5■の発tと 神it Fl物

"ヽ
フ
'長

閂iF■りrfI■ ,41t4号 ■,1

■■

;=]21   1‐ 5  99■

■13  1 ‖たヽ ■

",|を

望む市1(の 声J ,I,
さ ヽ||● 挨●1,よ .'J 24,=| ´11

11141   :■ 131=1司 1:

ll 151  日本卜●

'|'台
+1'博物館の教育 |ヽ●II,lJ召

46190頁

肯[161  =■ = =JfL42+閂 同力I峙市立 ホ民家

国
=||=■ ',^ 

口占 1 1ttて 来日本 :

ある建■Ⅲ百1に ●■■い占民家 を 様地 |ヽ

に■苺●■した野外■物館
=あ

る  け同

の場合 ‖崎市という白治休の設置した,

勒館
`ま

,ろ う|そ・ l●■IJ=1民共等を合

ら
'を

 自
'■

体′,すL城に限定せす 広 く日

本全城をその工 |ア とするの であつ これ

11人 文系博物

'ltお

いてはかなり国難なこ

と〔ある こ●■博物館史′)う え
` liし

,ヽ 1ヽ―プを用 .ヽ たものと計,し たい

言117  ■,|=関 して 1'■田県立博

"館
設●基

本社恕,1]ど 471ち ''41な る

11)1981年 1月 16日 ,イナ

12, 1崎 市立産業 文化 会館学 去員

r ‐ ´‐ ‐ ‐‐ ‐ ‐ ‐‐ ‐ ‐ ‐ ‐́ ‐ ‐ ‐́ ‐́― ―́ _ _´ ― _ ‐‐‐ ‐ ‐― ‐́ ‐ ‐́ ‐́ ‐ ‐́ ´́ ‐ ―́ _ _ __‐ ‐ ‐‐‐‐‐ ‐‐―‐‐‐‐― ―‐‐‐‐
■
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|,物

"教
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111ヽ 博物

“

変道史
=み

る教育|1役吉|

■とし■●全教育における博l1711理 念の思想史への試論    ……… 力!藤 有次

|た■■攣育七民俗■の民4●         ……… ………    …  冨 竹二郎

に■

"物
館ア)日 常 ―京者F博物館の場合 ―      … ……     …景山 本樹

¬■■学‖物

"・
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1は じめに

■|'匡 ●■l●館ブ,■■つ■t`え る場合   i 博物jL,|',に お する物I陳
'111の

氣し

物産凛11,つ 占ちるt置 についてイ:明暗な●  た■害|あ るい111′■に■,い ても■Ⅲ,さ れるこ

が多い ●なわ |, 物圭陳¬館考 ‐ 助

“

'   とになると思われるう |,■ ある

上いう慨
=ダ

)中 に

'ま

′るつか占か また,   T業 県〔 = 千葉県物産陳¬J" 成 町■

4J[● る●物館■サ■ダ,中 〔 =■ ,よ |な イ,  TI・ ■物■館 東葛飾‖;物産諫列場の 3地計

害1を 果してきた,,か というに÷|‐ラt'て
=ち

  ′)設置七`確認さ′lる ●  ここで ,tの 2■言l

る.そ ,11=今 じまでlll i陳 硼
‐
|=つ いて1.子 |  に■

'|ヽ
て|■

´`てみたい
.

IT明 されてい■|'所以
=',る

|' 量lt iな ,て                               ,
推名「 ■■により論考されるに至 ,た       2 千葉県物産陳列館について

下,名 氏は 411に 設置さ・tた 1カ 産口i¬ |=を   千葉県物産陳¬||は  刊]|´30午 1190311■

+11ヒ 校言」して その■lt i●
=|[示

唆さ′|ら   '■ 町 |■  T業「 | ■設]さ れ り|1台 42年

ところ■'多 ■                      119o91 1こ |[止 さ′titヽ ろ

を■|: ニカトでは具■百,■ F:七 して千葉   a 目的

県
=お

するlJ"陳 ■■
=´

,い て その成上力   千こ日||に ついては 明治34年 11901112

',|ヽ

Lま
=を

11′ ■ヽ
'た

い それ こ■1当 時  月力県議会において,1ノ )て 審議され 県より

物産諫1111ら 'どのようJ考 えられ iE言 さ・t  共グ)よ うに
'■

てヽいる.

てtヽ た力を 口ヽる[L力 て`きるでヽら| さ
',    物産陳¬1場 ′ヽ本縣 ′17■ ||ハ llttll● 縣 ノ

11,

物産陳列館の一事例
一千葉県における場合―

An example of the muSeum(Bussan Chinretsukan)

一 A case stuay in chiba prefecture―

121

前 川 公 秀

Masahide 01aekawa

l lま 二う|=

2「 葉県1カ●:陳 J̈■ ■■).ヽ て        b l■ ■■10■ ,そ の■供

_ 日百i                c 向■

b 建設

`せ
■●そう,世         d iL動 の特色

c ■●                 e 咤上

d i■■力特色            4七 十,■ +え て

e r正                 。 我t、 回力liit ⅢⅢllプ
'1′

成

3成コロ,二十来果物産tに ついて      卜 物11瞑 11館 よ I17物換0■

a  自詢                     c  今ロダ]|,1カ奸に与′た■■

,う  ―



写真 1 千■県物●靡¬:丼

|~T+県五年うチ,,|■ _よ う|

1■ ||エ ィテ ヽヽ 匡 ′II■マテモ 場=■ |

t́マ ■テ●縣 ′均崖^t卜 ,テ |し げ縣 /

た■ 二と,:1,=,■ 1り
「

平 ′物■デ本縣

/'、 建 =見 七マシ
「

 十■,テ
=●

業上

′■げフ■,ス ●卜■ウ鷺=■ キマシ■

^ ビ千早ク1ヒ 置備フ要スル■デア |,ス

こダ,考 え llま  明1台 35年 119021 3日 14」 F

業,「 ■〒第47号 「 T葉 県物■lF 11,|■ 111111

1 
‐
■11_L¬ il第 1条 ■

本

“

^肝 卜産■ ′

“

良企i圭 フ企Itシ ■

■メ■ |ン テイ`半■出 /物 冒,デ 陣り1■ ■

テ●■■●¬
'|′

物itと 二開ス|し ■ィ

「
,ア ■,:,吉 業名ノ■■二

`■

ス

を正 ti`i′ 1■ | る. =■ 111138年 119051

9■ l lT葉 県告●第130け ,I tt LH詢 産,束

■Jr‐ ,員 1,,改 正 |■ I F改 1■ とヽ
「

|■

|よ

本工^嘔 下工 +′ ■■■■ ア企同セ,´

^/■
|シ 子●諄要 1:′ |"冒 ア陳

'Jシ `十七テ古命 十■内外 ′物IIフ 蒐i,以 =■
業者 ′参考二資ス●モ ′:ス

と″1 多少●語●つlit,ま ら
=も

ダr =
つ目的 (ま  勘t政■カーl‐ 1し て県内FI`:業

の■真 発 ■を目さしtt■ ■■ろ七■′ろ

b 建設経過及びその規模

建設iF過 について ま 午 ■11,て
'上

べてi
4,itに したい

ま■ 明|134年 11

～

物産陳■奸ダ)― i何

物tll11場 ノ|ロ キモ /^共家屋■物が一

ツ ′l_従二十ラ■ケレバ■ラメ十ウ十有

様デ● |マ スカラ 従テ菫集モ人二研究

アンマンテ●工■建物 ,建■■しバ■ラ

ア

という■,の ■に建設費七して21506199銭

の予算案■'提ホさ,tた , を議の結果7168「 ,

99,17Lと 大幅に■少
=れ

た 1算 とな ,た .

しかt たたち
=建設に171かか ,た らし〈

1135年●F,議 会にらtヽ て

物■
'¬

場′ Ⅲ ll′ 四月下

'二
t成 フ

ス●事二十 リマス

と報告,な さ′[て いる.

■つ物産|■

'1嗅

,プ )完成を日前にした明●35

年

'ダ

i議会■おい て 甲(ち 陳]奸 :●
PI・ 案が

議題と||:■議さ´
`,,る

 こ″t=当 初ア)建 設

費■t夫 11■ II● さ′[た イ吉果 tヽ き′tた 市

正くてお ,た 力' イ1果 は薔決されている_

し
'し

 |136年 ,こ よに(ヽ,I=う '提 ‖|さ

^て
いる. これに,し ても や ま1反■,意 ■

,■ヽ■●
`|,ろ

■ そつうちグ)代表1,な も

う
=し

て■ダ]よ うなもうう'お る.

■
'1場

二^lt′ 物品フ陣列スルに^た●

「

すしア存,Fヤi■ 卜4ヽ、マス  本午 ノ

|口 ■キ常■■」板二重要快 クコ■■|■ 物

=■
キ均産陳●1,′ 建壇シ.'ス ●=● ′

テ^iレ 催J二
`,「

|ト ス,|モ ■デ,
■イ モノ | |`´、■'ス

七 物産1束 Ⅲ館そ′l tt ll′ l■ ,■ 社.・ ●ない

とする|■
`ち

り 当●ダ,人 々F,4え
',を

的

確 ■表現した|力 と言えるアで すなか■う|

二′た●L 県当■
`よ■ビ■■ノ1■均
'何

レ′■ /イ i警tが ,二 人

テ人■■卜='二 二十黒|ノ 1首 物 71周 ■十

,テ E マス而ンテ■ '「 F子:^キ ウ,
テ■●二¬:|タ ケニ|■夕|,7:夕 … 成

'lllフ
竹F二 入レ

=■ ■+考 ´ヽテス■し

バ‐.ラ テモ市 ,し ノ

「

二十 ィマス■,|●
ラ物フ陳¬iシ 千人フ,F日 ■し

'■
・,二

ス,′ えヽlt l■ ,=J:夫 フ以 ソう・■ラー■
`
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物産陳,い0の一事
'1

レバ■ラメモノデ徒ラニ重ネル ト云
'意

味デ十 イト御解li′ 願しタイ

と述べている.こ れは
｀

もの
′
を
'1べ

るた||

ではなく 'こせることを意識したものであつ

注日十べきことからである.こ オ |■ より 原

案8057,150戯に対 し 3400円 が可決さオtる に

至 ,た .

以上のように 千葉県物産陳
'1年

は 明

'台34年 に初めて県議会 ,■ おtて各議 され ●36

年に開■ 同年■玉案が引決さ″t 思
',〈

王

37年 には完成したものと考えら,tる

しかし その規|・ については定がで1ま ない
.

ただ

「

階建本館 とそのイた吉「に■屋別館から ,

1こ れ ■ついて |よ  廃■′)項の

'H資
料 iよ

る| それぞれ250坪 と50tTであ 0 その他■

戸 物置なとが設置されていたようである.

c 内容

0■
'品

  物に陳¬饉 ま 1本粁産 出 ′

物 1古 フ陳

'1」

する施設

`『

改正Jで ま
~本

呼製

産 ノllξ フ陳列Jす る施設,で あるが では

一体どのようなものが陳

'1さ

イしていたのであ

ろうか.F■ 11,第 2条 l

本舘 ′陳

'1出

バ 7L′ 三●フ以テ充ツ

ー 購入い 本舘ニトテ喘入シタ■モ ′

二 寄賠品 告業者■■他 ヨJ本書官二ll

'1ス

ル為メ市1骨 シタルモ ノ

三 委+G品営業を■■他コリ本:|二 ll,I

スル為/委札ンタルモ ′

とおり 購入1喘 寄贈1吉 委lt『 |の 3f`類に

,1け ら″●「改 1:]に おいても同様| さらに

具体||■ 日として 『規員りJ第 3条には

陳●l品 ハtノ i部二うツ

第一部 農産物 沐産物

第二部 水産物

第二部 ■産 ll 葉産物

と″,る .こ れは '本縣産IL′ 1/7,冒ilである.

しかし 『改正』では「本llT製 た ノ物品Jと

あり 産出l・ ばかりではなく製作
"|が

IFた に

陳列線に加えられたと思われる.製作品とよ

たとえば産‖1物 を力1工 したものをさし 箸油

などがその1ヽ 表的なものと言えよう|`々 1上 十

る成田剛二千葉県物■

"',陳

■lil,',tl― ■

¬ること,(き る |

0陳¬方法  以Jiグ )よ うなは¬ 1古 か と

プ)よ う,■ 陳
'1さ

れて tヽ た力について ま '|
月

`笙

で まない し力し ・ L■鴫汁,36● 1● √,Ⅲ

産諫列

'IJ■

Jt論 議う際 議員の発言の中|=中

|ヽ ,ヽ いもつ■'あ る.

式人,Ⅲま■¬場=陳
'1,テ

イ「 |レ i′ 物

品′い●■|口

'I¬
=聖、百E/'デ ヽ■F

,ど ,■ .,十 有ヽデア■ |二
':|プ

,′ 者

モデ |マ ス

この発言 ■11■産物の工¬つ 瑞 を
'日

る二

とができる また ttし た如 〈 県当十

`より

成■物フ物 Fニ スレ■キ■す |“ ´ヽデ人 ,レ

レバ■
'テ

[詰 ,|ア テゴ● イマス11,十

■ラ物フは
'1シ

=人
,シ i3フ ● ク■■

ニスレバ kllt ■′
`■

,tブ

'1ツ

■キラ十

ケン′`十,メ モノテに
'二

]ネ ● |■ テ

意味■■イ

|■ ヽてぉり ]れ
'政

■ に
'発

■て

',る

と

しても 実際

“

′な陳●グ)基 本●勢
=´

,る と考

えることか
=さ

るであろう。

●)陳列敲  こ夕,こ とについても 先の■

振論議・・ 際

ビt二今日〕

`在

′■ll′ rlレ ′
'′

l.t驚 ■

三人テ入ルオ|スァニニ「黒

`′

品物ブ綱

・II● ,,■ |マ ス

とおり ■張以前1■ 既に 2千 ■のFtが ll'1さ

れていたことが判1月 →るが そ′)内 訳■数に

ついては 代念なから知ることは
=き

な.ヽ

また I張後当然のことなが 1,陳

'1数
も増 ll

しているものと思ゎれるが そダ)'林mt●数

についても明■がで
'な

t,.

0購入費  '列 品に焉人品 =噌品 委

托
『

1の 3種があ_た こと(ま 先i上 したつ' で ま

雖入費としてどのI.tの 予算が計上されてtヽ

たのであろう力.物品購入費としてり
'ら

かで

あるのは 間0官 の11年 度の明治35年 1■ 4837円
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物産棟

'1館

の一 ■例

35,16■■'''化 されており さらに

'1長

可

iヽ後●37年 度の議会■は

御承知 /迫 l ll,ク :|,11ヽマンテゴ●

イマスにテ共ノ¬枷:′ 色々′■■二埼ス

■種々ノ設備プジタイ■メニ夫レニ具備

ンタtノ 物品ア1片 人t+■ しバ■ラメ■

/=モ ■ルモノ′先
'■

47711デアル |カ

或^棠 lI II:力 ■
'様

十種々 ■製1古 フ雌

人スル ノデア |マ ス

とお り 踪列館す●]長
=‖ 'い物 品照 人′)●力十

■を含んで3288円 66減 8■ |'IJ「 き′lた .

1か し■う●, ■38年 ■ 1111入責は300円

と当11tさ ,て t= これ | ほは喘人すヽ さ

lll:十 栗■)',● たた0(′,,た  そし [

■,t以 後 1導 入責として円Fな よ字を
'日

るこ

とま
=こ

ない
.

d 活動の特色

■)諫

'11:解

説  力■■
'1"〔

|よ  1縣下

L■ ′改良,tデ 0ヽ セシ為  ]■に

"IIを凛夕11る た|十 ではなく ll'111の摯乱を

',ている すなわち『規具lJ第 5条 に

陳¬ I古 ′説り,フ望ユ、者^本詰■務員=申
‖|ヽ シ

とヽり さら■同第6条に||

陳
'11い

に晰シ許仙+'レ 詞■ズハ■′げ 望

ム者ア
'し

|キ ′ヽ本,1^之二嗜スルコトア

|サ
´ヽ シ

とある.F改正Jに おtて

' 
その第 8条  第

9条 にはな同様ノ)記 載う'ハ るが た●第8条

|よ

陳■Jヽ ア説け1プ ■ムモ ノ^I員 二中出ツ

´ヽ シ

と「規則Jの
~事

務員_力
「

係員 Jと な ,て い

る。これは単なる語句のtい であるとも思わ

れるう' あるいは解説係とtヽ うべき専IJ職 員

が日1置 されていたとし考え1,れ る.

0物品の貸出し  こ′1は 開|=当 初から,
われていた1占 動で1=な t.● なわち「規HlJ

「
|よ IJら 明言己さオして よいなt■ '「改正」では

第14条 に

諫コ1ヨ,^中 出二贅 り特二期限フ定メテ貸

lllス ルコトアルヘシ

とお 0 その実施 を知ることができる

0物品lr売   これもまた当初からイ■,て

いたもので よ
=( 

叫:当36年度の議会におい

て審議され実 lLさ れたものである.すなわち

■の物F,販 売こそが 明治38年 9月 の『よIJ

告テをなした景人/1要 因であ った.こ の l■ 記|

販売 こついては 町!治 36年度議会 |■ おいて議

員の 人力
'

it=我 日本回二:1置 シテアル● ′た物陳

,1■ ア調査ンテ見レバ余■縣岐阜縣,知

縣大阪庁等二皆其 177産 陳11,|,ア ツテ

'こ本デ販売ス■■二十ツテ属ル故二本縣モ

各■呼二本縣ノ物産 タルモノフ知ランメ

ントセバ
=ニ

ー ||フ 設計シテ見本
『

,フ 貢

却スルノ``,7記
メテ景■ノデア,レ

と ,張 論議の際発言したことにはしまる。

それに対 L 祟当,者 ま

是

'「

ヤラナケレバ■ラスト存ンマス足′ヽ

物産■¬言|ノ ロ百1フ ■徹ンマスル上二17

テ

`,■
ル手,デア |マ ス

11tヽ  11売 実施/1意 とを示 し 議会で承認

き′|た  『改 I:」 第 3条  本 :Iフ 陳¬昴′ヽ

たの三種 トスJの委」モ層1の項 ■

営業者ll共地ヨ J本 :1二陳¬

'又

ハ収吉味

●フ委托ンタルモノ

とあり それを受 |十 て第 6条に ま

製産者又′ヽ販責者′ヽ本,官 二物
『

|ノ 販賣フ

委ILス tコ トフ得

とあ , さらに第 7条で ま販売I幅の願書書

式
'定

ノ)ら ″|て 。ヽる.

11人場十‖  入場 *‖こついでは 「規則』

第13条 に また「改正,第 19条 にも

本:1/縦贅′ヽ無*‖ トス

とい1文 が記砒され 門覧について ま円戸が開

か,tて いたと言えよう.

e廃 上

明,´41年度県議会にお ,ヽ て 甲くも電]Lの

論議■t て■ち この での県当■者ll



物±疎夕111の―卜■1

0■ 事の発言ま 物
`イ

陳,1年 ]ヽJす る●え■

を端的に表現してtヽ るものとして具味,■ .ヽ も

のである力て ■■になるが記載してみたIヽ _

ます県当
=者

は 次力ょうに廃正夕,理由をこ

へ rい る

設置以来 ′市況=徴 ,マ ス
'||ド

■■i
初 ソコ||ア 遣スルコト●出来+イ 夫々

`観ス,レ 人′

',マ
スケレドモ或′ヽ音■省

卜,テ
`オ

ニ贅ス,,卜 ■,目 |1711テ

`よスルモ /′ ■ヽ常‐ 1● +ィ ′

'デ
■ユニ

■■員
't池

霜守人+=ti,け フ!ム ●

人●■,卜 +ィ ト,7■ ■ィ7~テ,1‖
― ■アtt=11■ +イ 十ラ,テ |:/■

J人 ′ヽ ドレ1●ア 1,ォ ト中,マ ス ,ト ワ,
通 )'テ ーコ「 =J四

十名内外二 J■ ■ィエ

=`lt'、 ■少+ィ /=■ ■ t■ ラ,■ ,1

■ 1'7コ |夕 ,1ツ テ! マ7■ ■品

"デ賀 ア|■ プゴ |モ r ti'1マ ス■1多

ク^「 来田|■ |フ ア、,夫 |,l.・ |マ スス

`+1'■ モ「■町4■ /′、■人吉「,テ‐ |

マスII角 モ所■■ 7●4', マ ,■

十角 ′こJIフ tス ■」 |■■1,t■ i■ =
|:ツ =~Fに 向■ /■ 費ア■ ,テ モ遺11

+● ■t分 =lt HI:ブ ,「 ス
=」 |■11

■■イ■ラ′ヽ月:i昔■ ,■ デ■+イ ■ t

'7御
1,||モ ilマ t■ ■兎二■|,1■

千モ‖
='■ =7.■

li■ 'テ ,■ ,
1見 ='古 ′11=■ ′=F●

′
=「

1,,
■ナIⅢ F/ ‐ 1■ 1市 マi'■ ●11^■ ,:

マ■マ11^11L,■ ■●■■■11′ ■
'

111マ |ク +う ′ヽ多´■■ノた.'I占 ヽァ

・ゴ
'■

し ,■ ■1生 ■

`+14■
■ 、■ |●

'■ =′
■ /t'「 Ⅲ■,モ tt,■ 11

■^μ 夕■ |,F マ■メ■ラ●■●1

/「 ■ |二 十 レ ク ′

「

● |・'■
+,,F

最モ嗜 |テ |し

“

十ず、,多 クト■|,■
F:二 lⅢ Ⅲ■,11F,‖ [,,|■ ■'=|■ ■|‖

」|′ ■■■il・ ,夕 ■う■ |‐ 1」 |ス

● J I 二it, ■■ =●―・■, =rし コ|ぅ 1,
′ヽ

`11■

■」| ='1, ,■  '

以上′〕様 であり 責Π,か かるわ|11■ ¨氣

う'上がら  ヽ ■i用 省力なも少いことを嘘Jlの

理ⅢⅢ して|る .そ つ■プ,F■ЦI● F,■ 陳

11■ を売上し 今回||に 名高い成 Π山7Tlt t

力門前町てらる成田町へ

'た
に言1置すること

を提起し〔:ヽ る.二 ′成ロロ1設青に
'1し

1成

Eレ 送ヽ信

`ノ

業マル所デ  絆士■●■■■

トノ迪ブヽキ場¬:二 ,壼 ギ■ィツテア■  
“

i

lT+■ i二 1“ I,「 プこク/^不適古 1信 ■■
|

=● =ま
,こ ■■ |■ ■.し ,t ¬■よ

■ニモ粁下=●テ量モ他嗜縣ヽ′多ク■

/テ末ル成‖HI二 10テ lJ・■阻,1今 |プ 千´ヽ

クイスニ仕テハ肝 J 市
"ア

1',キ タィト

'7詰
■■■ |マ ンタ ′コデ物

=:|■
物

′IJ:・i■ ラ|,マ シ
'モ

t´ヽ夕多款 ノ人

ノ+合 4,レ場Ⅲl,Lク ノ,F:益 ,ア ■′

■

「
■(t●物■|=/目 的デ「

● 'テ
「

,し

Lt さ ■■

II=|、 千ILI■ I■ /11■ ,'人 i■ ,
日=11テ ■=1カ ■11',lF■ ●ィ11,7

11「 |●■マ,夕 ■
't二

向 ′■平!′ FI,1

'IH=i′
1111ブ ,F  

“

,■ ',itriデ
たし二」|■ ,夕 ■,パ縣 ′希望■■夕ヶ

/■■■|1末 ■■ 1思 Lマ ス■ウレ
'■縣■う t/1条 11.ア けシ

=ヽ
々||■ シ

=
イ|′ ′+う ′|し ズⅢ果ォ摯ヽタラ■ 11,i

''7■
L■べ て 成 田日:設置 を上 PI・ [■ .そ グ‖ ■

● 1日 | ヽ■ ltl占 →:=|.■ ,  |[■ ||,=丁 ■

■
"|1障

■
|・.|よ 睫止される二七111 ■■

"1尚

■■■:,,1た  明li42■12月 25日 ■
「

ダ,

キil・|=千 ■市11 ■16■

`1 
睫 Liた グ,11■

■■111■●

"F),用
予tに ついて ■■1■ ,,

普イ1_ L● し ,tグ .よ |=‖● ている

rt町 な′,本 lf● rl東 ¬:●ま前■記載ダ]

¬ 〈「十年夕ヽ珀
=彎 =に

11(議:kttヽ る

1月 ヽロレ11■ 1,す るもプ)に て其|い ■

,1町 に11て ,,F● 物,|:・I¬

“
=道

1●言七

して 高いi“コサ|る キ
=ろ

う'J下「業



|力●:F茉

'111′

)―■,1

町に陣 ï::力 普後策に軋て生局者の意H
を開 くに右建物 ま11書Fの 三階建

=本
F教

育,に 貸して同普
`|■

ひ新聞肝誌従竜●

となしイ́吉に,1=屋■は本嘔翫Ⅲ,■■務

"よ
ltつ る摯tな りと■ ｀

|

さら 1 同年3115□ 発行
「

,『「業 1民J第
17写 では

含||■ てヽせЧI-11■瞑|,11き るヽさ

決議を得たる物質ll'1:市 tt々去る■月

一日を以て,L 切を開●した0七 ■■

1あ る

ここ = ・
IB治 36年 4111問 言1さ れた T業県

Ⅲ■陣列■ | ,キ,42■ 3月 1日 を以て咤止

き, そのた″ ,う ち本館
=千

葉県致■●F
書

"と

Lて 神1嘔 さ′tる こととなり わす● 6

年間グ,'い卜動に■をl■ した.

3 成田町立千葉県物産館について

成口1町立「 葉県l●産,1以 卜 成 1瑣|と fl

す|は  これまで
'1べ

てきた千葉田1● 千葉県

物|:陳 11年 1以 下 千葉

"と

称す|の た1に

イ■tヽ  り,144年 119111に 千たII設置され

|・l年 11月 |=1司 館 し  昭和 3年 ,19281 1=廃 I:

さイ■(1ヽ る

a 目 的

¨ 館ノi設置月11に つtて は T業 ,,と さ

は
=夫

きなた .ヽ はない 『町■千葉県物産館

■
'1, It下

 :Ⅲ「口■ ,lJ と■ |11「 よ・t

は 第 1条 |■

日JI卜 ,■二場 クル業務フ● ア

と
',1 

活動 杓trを 6● I・・ |て tヽ る すなわ

ら

一 本縣下ノ物産フ■

'1シ

テ公衆′縦覧

二

"スニ 有益■ル Olr、 ノ物産フ陳夕1シ 告業者

/参 考二資ス

三  |‐ ノ内外フ11′ スヽ省業イ ン申シ込ニ

t,該 ll,1品 ノ_■lt販責フ為ス

,1 産業二開ス
=固 ,ヽ ア・i集 シ公衆 ′閲

覧二■ス

上 物産 /迪商取引ニイ寸紹介 ノ,■ フユ

フ

六 前イ龍 ノ外縣下音業ノLI■ ,達 _巨有

益 1認ュヽキ埴 ll■ ル施設 7■ ス

とおり T業 ,|■ 1=認め
',′

lなか った活動も

あるが ほli同 様のも
'と

言うこと力・ (き る

=あ
ろう.

b 建設経過及びその規悛

成 町にI●産11が |ミ 置された要口 ま ・tt
Lた 通 1 縣「

二■テ他府脂人ノ最モ多クス

込1.成 田二Fi=二物産 31フ 設置ンタイト云

7請圧●来マンタ_たちであるか 間鮨まで

カイ
`過

1つ いて(ま  成田尋常小学lt訓 導の野

|よ藤 口隙こよりけ,キ,45年に編集された Fht l■

町誌Jに

本館は
"J治

四十二年成田口|に ｀て設立し

たるものな 1同笙設置の洪談をなしたる

は明治四 |二年度に Lて縣より 万円嗣
`より■7i円 の補崎あ J特 ■新勝寺にヽて

は地均
',し

をなせる快地 I金 71千 円を添

へ 〔寄附し成 鉄道會■又六百円ク,寄 lFF

をなし四 |二年 1 月十日工を起 L四
|

二年十二月十 七日全部崚工し四十四年五

月十
'1日

よりに開rl● なし同年十一月 |

't口
開

"Tl i挙
行せ |.

とお, 県 f「 からの補助令をはしめ寄附全

を基にり11台42年建設工事が始まり 44年 11月

9日 ■聞館している また 大■10年 11921'

12'1東 菖殿下御直欧記念印路部々勢展覧会に
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出品された『成H町誌Jに も ほぼ同様の記

載がなされているが 特 |■

県上千葉県物産諫■1所 1本書1言1置 卜同時

二廃上tルモノニンテ 川1■ 本書|′ 事ヽ業

二於テ縣立陳●111二 代 1設置スル縣下唯

―ノ陳

'1舘

ナ リ|ニ ア リシ陳

'1譜

具―切

フ本

"へ
交附tラ ル

とおり 陳¬器具 も千英館てlt用 されていた

ものかま渡されたこと,'「 1得 る.

設置場所 |よ  成田 新い ,の■内であ ,た

, その建物 ま [年 ま
=成

田 霊光

“

1史

利,|, と言う十事物

':施

;,と して禾1月 さソ[て tヽ

た.lLか し 贅を■が
',Zヽ

イにのたう11164

年に解llさ れた.|■模11つ いては 野11稲

「成田日,誌』に

給工費二万上千三百六 1円 にして構造は

本詰二階建 1彙 と左右に連続せる「 イ建

と
=し

て惣坪数二■三十七千あつT,朝
時代の建物

=1尭
t嘔る美超|を 極む

と記されている。さ|,に 成田図書館・l茂「成

H口1品 評会場二階建及平家陳Ⅲl場 |1厠 :下共増i

架 l■様Jでより詳 L〈 知ることつ'(き る.な

ぜ
~成

田町 FI評 会場_と な ,て いるのかは明

白ではないが 欄・ lに 控 婁産品評会Jと

あり 物 t凍列館の性質か
', F,評

――場Jと

して|'1え ら
'tて

いた′]で まなから |力■ しカ

し その記載された内容がら成田館の4栞■

様書てあることには間tい ない.■ ,l■様書

は32貢 の詳細なものでおり l・ 物の人とさ

資IJの F用 内容な どが記されている.そ こ

で そ′)初 めの音1分 をtr載する

●●■11  ■■■
=●

● ■ヽ■■ヽ■■■i,■ ,■ ,● T'■ |`

,■ ‐―■■+■ ■■1  ,"r■  ■||| ・  ■ ●II世●

:'1「 !..  ■建坪四搭ス坪
i,■ ●  L■ |=| | ,● 4■ 4■ 1,ヽ ●

=■ =下
三 =断

把"オ
‐・  |し建¬.四 年

●■ |ヽ   ●円●|'● ■,●■ ,(■ ■■,● ■●■鮮間|■ ■■,

11'Ftt[」 |・
じやtitll:1・

・新諧口‖●ヽ■■

IL建ナ1参 ナ′

t,ヨ ■拾■
'F■●■ 11  ■■11'1ヽ デ

`+■ '■ ',■
●■■1■ |「

=I 
ⅢⅢ

`|●
間 |  〕

'1'■ 'Vヽ
■ヽヽ両,I●‐ 1● ●,    1■ , ●´

●1■ ● |■ t●  '

lι建 」:百 t綸六■
●,‐ ■| |ヽヽ

'`'●
■ ■ヽ F´ i■ ■●前,「 世́堅十日,

IE[唇 ltl'.・
・

 |しせ坪六坪

建l■ 計百′ヽ●.弐 坪

建tLl l合i弐百三拾 し■

c 内容

● ■

'1『

1 成|"の ll列 1古 ■ついては

『成 ■口1』 第 2条 に

凛列品^■■物 卜製作 F,ト ラ問バスtノ

■種 フ以
=之

レニ充ツ

喘貿品

■ 寄嗜 1古

: 委II肛責 |い

と″,1 生産物 製作品の両方を陳列 F`と し

ている.■ ■は千葉

'有

『改 1:,力 第 2■力
‐
本

ド製Iの物 IHIフ 諫 し̈  と同 1内 容をせ味 L

ている しかし そつ具体||,日 に■
'い

て ま

IJら 規Flで は記載さ,て よtヽ ない これ ■つ

いて よ 士,村補 『伐u‖]誌J ■開

'菖

当■,力 |■

,1勺 谷が記されている力ヽ  イ′l ｀陳 J̈数
｀
カ

●で述べることにする

●)陳■1',法  ll列 0,法 |■ ついて |千 し

lll産 味¬館の一,'1
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物産陳列館の一,「J

t,二 七よ||“ しなtヽ す 敲された写真● 1,

「
,ン う`■―ス

=“
う1,れ JI■ と味■

=■
●:い

る.=た 首ヽ名
=書

いたと思われるキャ,シ ョ

ンも言よう|,た  T業 ,|力 陳■:=法について

県L峙 者ん'発 言したよう■ 物ア陳,1,テ

人フンテ日ブせクヤウニスレ′`■張
'■

々工

共フリ ソテヤラ■ケレバ■,メ モノデ仕ラニ

エネ■卜■7意 味デ■ィ|と いう考え方を」:

しているようにり
',′

lる .l ll:物 の陳
'こ

つ

いて '成田■1lJ第 4条に陳
'1■

書のlttう
'

ある すな′ち

ド1品物ノ凛¬■しよ柿′ヽ本詰 /■

“

フ以

,,山 i之 レフt,Iン 出:],人 ^向 費ア以

■■,1ノ ll Ⅲl■ ヒナ飾フ施スコトフ●ユヒ

場合=“テ^致 /● :|ノ 承137■ クルコ

トタ要ス

L^1 陳列費用は物

""の
lt費

=よ
るか

白責 ■よるキ1別 の■
'1を

認めている.こ れ ■

門 t「田1'「 業県物IL I‐悧員1● 以下 '法 判

印Jと ■● |に もそ′
'第

7条
=

よF,物陳■1ノ l~置 ■ヒit飾等^本書|ニ

於テ遭i之 レフtユ、

肯t項陳,1二要スルlll l● ■′ヽ本語二rテ

ー切之レブ設崎ス‖1シ場合ニヨリ‖l品 人

^本 :|′ 承認フ得テ自女7以テ特別ノ陳

■tt+拿ち7地 ,=コ トデイ
=

とあ1 出1古 物の陳,1場 , そうすよについ

て 物差館に L専 |=が あることを定め lll箱

1ケ ース
'な

ども用意されていたことが判明

|る .

C陳
'1数

  陳
'1と

についてま 野11編 成

口I口1誌』に 開館当初の状況の記載があり

これは陳列fi目 を知る上でも非常に興味深い

ものである.

委托 IFI

種 類 ● 数

Ftt PF 1306■  味 19 164■

漆 器  70● 本工品  621■

金 物  i40■ 化粧品 1037■

織 物  75■  飲食
『

1 652点

14 ,山  202■   ,「  
『

, 2036に

合計,、 十三百●

「

●

■ `考 1古

種  日 ■ 数

l.l l力  428■   ,|■ 1カ   10■

'■

 21  82■   農 只  28■
F詢  1古   1511  機 11  17■
t・ 撫工  72■   只十日■  13■

t t  15■   企 ly7  11に

米   188■   ■標本   4■
合言 ,t百 八+― ■

この中て,`,デ ,七 あるグ)は 購入品 寄贈 |ヽ

などを総称 したものであろう. これにより成

日,"の陳

'1女
=ネ

,7200■ となり 千葉館より

する●■■数力t'か ,た ようで力,る .

C購入費  lt入費 とtで  どの程度予算

`し

さ′lて いた力全 く知ることはてきない。

d 活動の特色

●陳

'1品

解説  千葉

"に
おいては係員を

置き 希望 二応 Lで解説を行っていたが 成

田

"で
= そ・・ ような活動は認めら″しない

そ・・ イヽ |『 茂日|四 lJ第 8条によ″|∫

出品者′ヽ自己ノ出品物二闘ス|し 解講書ヌ

′ヽ貰苦等 フ̈ ケキンク′ヽ碇覧者二配付ス

ル¬フ得祖ン其形式並二方法等′ヽ書面ア

以テ属出テ本:1/承認フ受クヘン

とあり ‖1品渚白|,が解説書を作成し 入館

こに じヽ市 している.ま た 物品の招介事務に

関しても 『成日規則J第 7条 に

道商取引 Hノ 紹介二封ンテ特二要ンタル

費用ハ絶テ依頼人ノ負脩 トス

とあり 物産館の積極的な活動とは思われな

tヽ .

0物品の貸出し  この活動は 成 1館で

ま何の丸則もなく 行われていなか ,た らし
,ヽ

.

0物
『

,lF売  成田館においても物品販売

がイ子われていたわ' 千葉館より より営利的

な色彩が強く|,ち 出されていたと言うことが

きよう.なぜならば『成田組llJに は第 2章
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ll産 陳,1館 の一

'「

1

1■
「委托販責 Jと して 3■ 条の詳1日 な■員1が

定められている.す なわち 第 9条に

委托販貢
『

,^國 勺ノ生産物又^製■品ニ

ンテ確官■ル出品者 ノ_Flt二 Jり「 貢ニ

lllス ルモノトス

とし 第10条 には

委托 lF貢 品依頼人′ヽ委托 ,ヽ 賣上高二判シ

本町■定 ノ委It政 責手数llフ 本町1ズ 人役

二納イ」スヘシ

とおり E内 生産 I・ を手数十「を17,■ 販売し

ている.さ らに この手数料について第11条

賣「 代金′毎月一回精算 ′_巨前條 /手数

料フ控llシ 出品人二
=剛

スヘシ■シ送金

費用^出品人′負婿 トス

とあり 売上企 |ま 年月 回綺算されている

では 手数ネ●まど,■ ,(ら ,た 夕11ヽ「成

Fl町 手欽料條 FI』 第 2条によれば売上高の百

分の■であ・ た.こ の手数料の徴収は 千葉

館で |よ 認″)ら れ 1  成口I館がより営千り百1地 言
'

であ ,た ことを裏付けている。スに 販売
『

,

の売行き状況について ま 野オ

'編

[成 口1町 誌」

に

金物   千三 |三円三十ヽL
飲食:古   71百tl「 円九十七えに厘也

陶器   三十五 |三円■+[ヽ 五■也

競物   二百七十二円七十五 長也

木製品  三百二
「

[,円 四十二支也

化五品  
「

白十八円六
「

六 支也

書油味嗜等  ■五十五円二 支也

其他雑品 千二「 ,二 裁也

合計 金参千
't百

三十六円工拾●銭也

ヶ
'lT“

,貢 巨高

企弐百九拾六円人拾六711九 ●也

四十五年二月末日現在の委IC品 は一万―

千三百八 |―●慣格三千百九
「

t円二十

一戯也

とある.こ の他  17売依頼の書式 もtわ られ

てt'る
.

0人場料  成田館では 千葉 ||た

'な
り

入場*|を 徴収 している.『 成田細1lJ第 15条 に

ょ′tま

tl覧 人^入 :|ノ 際人場券フ■ケ[ロ ノキ

返還 スベン

とある また 債
'上

する嗜 Lう項十らも入場

料をlII収 していたことを
'|る

こと,■ きる

これ ま たの委κ販売手数料と共に 出不111

興蜘 |な 色彩が強いと言えよう.

0図 さ間覧  これた千文館によなく 成

田
"`´

jめ て,お れたものと思われる.ti上
『成 1規 員lJ第 1条 第4項に

た業二開スル同普フ克集ン公十 ′閲覧ニ

,ス

七″,| ,L葉 関係図 ,り ′)収集 公Fflを 行い

布l用 者の便を計って tヽ た.こ れをう11〔 『成

Π仙
'lJ〔 =第

3=■
~同

書開竜Jと して

2■ (■■ 11を 定めてt,る  ま十 第12条 二

本籠^ι業二開 スル根+書 流i tt lL

日其|し ′,4書 ||フ 洲人シ公た /闘 覧ニ

糾ス

と ,́り  ~産業二湘ス,し 曰書=は 「報十書

読計書 地隋其他ノ参考書_で そう腸覧(|

lli,,の承認を得て行われた。そして 詳し

か闘覧することう'で きた ●を,,t・ 『■卜ヽ

日1」 第 5条に

陳,1品 ■ヒ固苦順′ヽ何人卜雖モll寛 スル

コトフ得

とあるからである.

e 廃上

月治44年 11月 に開館した成田

"は
 早くも

大工 3年 11914'に よ その運古 必要性に

,し 批難が起っている.す なわち 大野政1台

氏によれば 大工 3年 10月 の 子成田町民会第

二回報告Jの香雨なる人lllの寄稿文に「物産

四 十 11年 五月の lll開

"日
より四

「
■■年 i  人に 第13条 ■

月末迄に委II品の販売せるものたの女口し    日書ラ:普 覧tン トスIι モノ′ヽ本 :官 /承認

とあり 以 下の1口 くである.           7■ ク` ン
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物産陳列館の一

'「

1

疎¬1"計上当初の希■は成口町にいて1塩場

,1■ デ111の 大地を開拓せんとするにちつて

とが■●
=●

■したる県当局者にち
'て

|よ

ltの 力,●吉氏の■il東京う●llTた る千葉県

の物質を■に集めてコ湖に哄

"せ
たとするに

|ヽたるも′)の llし 沐るllとか■
=に

際して,

`た

F●たる事態をiし たるよりして自然彼我の熱

tを 忠|た る手 今日に至 ,て ま刑,,■の■時れ

の嗅き育ヨまざる也 然″tど もlyl薔 棟

'1■

(=と す,

る●■めに成」田Iが年々数 :j円 の出性を要し

て,建物 まル,が以 って■るに足る●

'き

ものな

るを以て 之力■舌用七否七|ま 得1l Ⅲる人なるも

,.1  /、 夕,■ ■ては

'F IHつ

長 lJ■■られぎ

る●3コ |さ ろ とお| さらに 1日 200人

う入場イ 111]60円 の収入を,と ,`ん で,ヽ た

it''わ
',十

 1た 際|ま 1日 50人の入場者ら
'

´ろつ どう|■lt(ち る と記 さ′[で いると||

1商 さ′1て ヽヽ る . こ/ょ う|こ  ′,■つ 4■ r■

りF)間 = 成 1■ ,古 も千某館 t同 し状態にな ,

ていた ことを

'11得
る そ,t故  当*の こと

■う.ら に

'き
|ろ

=す
はな く 昭千「 3年 119

281 ■(|た 正されることとなる.こ のII過 に

,い て 人町■ 、 物■,|力建物が]3和 3年

蔵 1町■
',Hill■

へ寄■
=れ

 名称ち

'■
会

itiⅢ ― ■ょ■|± 4● プ)展示場 として 二

皓
=ユ=と

してヽ 11匡  婦人会手の教育に利

汗■・tた 1■ヽ■′て■る.こ れか 名美と

も=成
日町●「葉県物産館の■ 11で あ った

4 むすびにかえて

以J,の ように 千葉県における物産陳
'1館■おいても「岸業ノ改良茂達ア企けセンカ3

メ■ トンテ本豚産出ノ物品,7陳¬,.1千 葉館

F■則」第 1条 |であり あくまで勧業施設

であ ,た では 物産性
'1館

は ｀
は物館

′
で

ノ,る と言えるであろうか.It名 氏は ¬力産

陳
'1所

|す  これまで説いたように普通博物館

とは本質的に異な ,て おり 従ってこの物産

陳Лl所 を博物館施設と考えない人もいる し

かし 不特定多数の人に祝覧させることを目

的としているかぎ, 今日||な 感覚ではやは

,博物館施設と,こ餃さなければならないであ

ろうJ とi=べ ておられるが はたして「不特

定多業の人に観覧させることを日的_と して

いるだけて 1今 日|1感 覚Jで 「ヤ,物館施設 J

として■えること力'で きるのであろうか。そ

21に |ま

｀
H物館と」 と言う定義つ|す をせね

はな
',な

tヽ が その前に ます|'物館の歩み

の中での物産陳
'1瑣

|の l~置 付|十 を行う必要が

あろう.

a 我が国の近代博物館の形成

手ヽが匡にお :る itlヽ 博 lj館 の設立 よ 万延

元年 118601グ)地 *|"節団il.め として 慶

tし 3午 118671の パ |万 J博覧会等の海外社

年,こ えな契機とな.て いることは 既によ

く知られているところである.そ して 本1各

||な 博 l・
j■ とLて の歩みは 明治4■ 11871)

9月 に文¬
`省

が倉1設 され その中に博物局が

言1置 され ■ 5年 311に 場:1聖生|■ て|1覧 会

を
'」

催してヽ訂:省 |,物

'F七

して ‖発し′:こ と

「始まる.1,力 ' 同5,大政官正浣にウィー

ン

'回
呼覧会■

"局
が設立されると '6年

118731「 (ま  この博覧会事務局に '吉F省

IⅢ物同は・1省する施設(● l●槍I I需館など,

とともに合伸|さ れることになる。 L71'し  月

● 6年 5月 よ17ヶ 月r・IIHFさ れたウィーン

万回tl覧 会ち終 了し しかも相方の事務 事

業の勺谷等のオHtち 著しく 明|´ 8年 11875,

■ま
「

o文部省に■物館局力1責帰する。さら

こ博覧会‐
・務局は,,ll館 とよ称 Lて 内務省の

所管となる.こ こに 現イの博177館 の1′式に

よりl■ く,′響を■ぼした文 .71・ 省の,たれと勺務

省の流″tが■まれることになる 前者 二つい

ては "● 8年書籍館 博 l・

"を
それぞれ東

京普籍館1明 1台 10年 に東京rに 移管■東京け

物奸 1■ 回●■|テ |1物編の|,身 ,と 改

“

さ

れ さらに明r110年 11877)に ,ま 東京博物館

を「教育|1物館Jと 改IIし ~教育 L必需ナル

内外諸般ノ物品ア蒐集シ教育二従事スル者ノ

投討二使シ兼ネテ公来ノ来説二供シ以テ世金
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I力岸陳,1■ 7,一事ロ

アi■ ランJと いう教育||●場からの,こ動を日

さした 一方 ■者の¬十省ス|= 内市省そ

のも
'/1Ⅲ

覧会器 を首■して,ヽ た■iで あ・

たたうに 当本●こと●■ ,,叫 覧会,務局||

色彩が強 ( ■
=さ

ttる 施設t●産ユキを目

さ¬ もの
=ち

,́た  そのた,,1月 十1,14年 118811

農商■省|'創 員1さ れるキ  ●■省Ⅲ'管 ,l ll

物局■,そ う付属博力摸「 は晨商

`省
[ル●さ

′tた  調治15年 118821に は  ヽ

"ビ

ノ)」

下●T■物丼を■,1■ ,転 L Ji計直物t‐ とし

て開11す るが  ●19年 118861に よ I●∫|

物

"|ま

農商務省から首内省に
'管

●イ多ること

になる.|■  東1ヽ 日立 |″館の前身|=ノ ,

上野博 l● ||で よ 古器■物を,(●蔵して,

たた
^ 

晨商奮省■■産ヨltll博 l●館
「

)範疇

,■ えらす 丈千ロオう保護と伝■■ `ヒ に問十ろ

職卓をつかさなる宮内省にイ多言 されたノ|(ら

る.こ れによ1 晨商務省ては ,産 呵十を

目||七 し 従来管掌 した|1物 11f・ 萌グ●1贅 の

上にt て l●産諫11■ /1 ttl言 を提進 Lて い

くこととなる

b 物産陳列館は
｀
博物館

′
か

,1■のような|′ 帳J11=抵 り,[,`見 て

ヽイ「ク,|,物館 よ 教育|1冑 物館上して′丈吉F

省子
「

,流れた宝物保管||■物饉として,内務

省子 すな,,■ 後う
=内

省●
‐
夕)1■ ′′|:て成

立 tて てヽるという二
=う

でヽきる′)て 11な から

か.も しそう
=あ

る
=ら

■ 農面薔省 Jお い

て促i笙 された物ご■

'1,の
流れ ま 本・Lか し

肛れたもグ)と 言わな す″
=な

らない.で ま

今 日で言う ‐
博ll館

′
とは,Jが .'I“ [t義

イ|'す ること
'll難 `|,る

が '〈 とも本質

llに は教育日,t場
=活

動 し 営利を目ささな

tヽ ■■であるべこであるとしても それ まと

「・
lttt,で はなかろう。その意味からも 物産

陳¬館 ま ,,(ま で殖たHl業 ,目 さしlt業振

興′)た ら こ■ ,tさ ,1た t‐ 設にすぎない.確か

に 産業振興ダ)た ら夫 kを み育 するという画

たとえ(=千葉

“

■お 十ろ株,1冒,解説や成 口館

にお する:」書間覧など を認いることができ

るが それら,4(当 に教育|ち でら ,た つ占■

今後つ||し い調

`"'必
要

=お
  

“

[:,卜 ●|

4● ||で
',る

と出1定すること11■ 二■.● た

とえ教●||て ら,た としtt そこ■■嗣1女

||であり,利 を目さす●,■+||■ ■■メ,=
こと

=lt,■
るこ1(1で きit r″ ,■ 1.=

・t枚 本●||[も ｀
■竹

“

‐′)■
=力

争]=に

よ人■
=.も

のと思 1・ |[ろ   不キ:,t多 数カ

人
=ユ

:に させるJこ とち' 即 〈|,1111r● ろ

と言うこと
=で

きない |し
~今

「 `',|`:覚

III■・・ ■J"を 11え よう上十るな■= ■Ij

“

1言 |よ |¨■ |し 本市力朦■場|=よ |,1い

も,で まなつろうう■

c 今日の博物館に与えた影響

l●■■11■
= 今ロカ ||´

'■

ヽ力,たれにお

|ヽ モ|| アウト●ィ
' 

として,)1'世 イ11"'

■=|=て おろう.t,tな ,'. 物1上 陳夕I

l吉 ¬ 可
',II′

誓を
'tほ

Lて |ヽ ■十 七|,■ 力,tな

■ す●,,ち  '‐ ,・ ■Jヽ |■ lt計う'我

■Eダ,三 る●|=i■ ■■■■ lt う|=お |て

物産■
'1,|う

果した●割 よ夫 |い ダ)=J=か
らう,,“■JI=ら ,た ■■ti 物■陳¬,,|

(ま 地方に好んで,け 入れ
',れ

たノ,(′ |,る _そ
′,た 0 勧‡百I H IIで,置 され ■

'扱
うも

の1産当|¬ であ ,た としてt ●1つ のも'
三 ・もう

′ と:て 認 :古,し  ll¨J=工示 Lよ う

と|る 考え方, 地方|二 十■えたと考えら,t

るダ,● まなからう,.F葉 県●場合
=お

いて

もT■■,■ で,■ヽたように 物ブ物置ニ

ヽレ|● 十■十

`ヘ

テス■レ′ヽ■ラデモ詰■ノ

デゴザイマス

'シ

■●ラ物デ諫¬ル
=人

アレ

テH7意 ′■ウェスレバ

'II■
「々 夫ブ11

ソテヤラ十ケレバ■ラメモノデ従,二重ネリ|

卜去,し ■デ■ィ」と具当事者がこべてお |

もの,並べるだ|十 で1=,( もの・ として,こ

せることを認識してtる .こ の公勢が あく

まで樹業|1立場に■ ,た ものであることは言

うまでもなt.か  ひとつのものに対し人/1典

味をひき 解説 図■などで理解させようと

した施設が地方に普及したことは 今回■与

3う  ―



物圭陣列

"つ
 事●|

え11 lt大 ,¨ えで1,,た ようこ思′,れ る.だ   :+61南 ■■5,の2幡 t良 ,|■ 言によら

■| ■
'〕

|じ● =お
11る 1物館発達にお 十る■   ■71前 ||.151,29滸●■び,t言 による

讐 Ⅲ■ 今後絆llつ l・●:陳 11競 ′,III■ lt告 が  計8111掲 詞21甲■37+"[常
=

な■,な |力
=な

らなt'.4は  ただllコ 1の   11911i■i121調 ■38年■■■吉「
「

読会 :詭全

■ ことどま
' 41也

■ll究プ)■ .熙 |こ 判イilた      112月 7],
I.                                                   ,■ 101 11■ i+6 1

1■ ■「|■■にらたり 回■院 ■ヽ11躾 筍  |111,「 千彙|,1議 誉屯́ ては
'11む

42年 ■,■ 1と な

ム教
'「

ま及々つ囁●な●は ■■1場 わり ま     .I.■ ■ `間 |]■から
=■

■|:41年度

た成口 it,1小 倉惇氏には

'貨
●
「

円11●     う■|=■ ん

il・・ 載 をケ1腱諾 い た だ t,た .■ ■に ボ■ な■   ■1211:●註 2 ,「 冶42年 崚i帯
'F 

続会 ,12局 1

1,■ (よ :■ ′,意 を表 tま す .            [
計131前 |1計 21引 七42+庄五■J・|十補「11算

「11 11
「́ lil~■ ■ ,・■11,111 =■ 1「     11111前 ■.I]3.

||■ ■ i■ |: Vol l` 、oo l,1,       計1511●
「 葉県 ll`||■  ■ 1可 発イナ SP

112 千■11■ 1:it■
=.1■

■奎 1‐

'Ⅲ
 ll■ 奎性|     「 町 ■千葉+Ⅲ■,ttt l,■

',,に '●
4¬

F責 ■議会■■ ,,2■ ■ 4■ ■ テ¨
~Ⅲ

      手抜■午何|■ 年し,it日 区書

"綺■ r,■ さ 計161大 野政 1占 : ■I Tた 11ケ.=IIに ,́い 〔―

=′
,'| '1=会 IJ Fl,■ |「 よ●:IF そ力iⅢ I,t過   よ田it'1報 |な ,た .

こ二
= 

明イi34年 ■■常¬ ■奎 112月 1111 V。  8 N。  2 19,9
■ 3, 1111t121 111134112喘 世ill― 1売 ■ 112月 18     il171 前||:+161

」| :1]81教育 t勒 ||■ 111i t、 夕市卜勒

"キ
■ ri部

誌 41詢ヽ1121円 11=5■ ,■ 1ま 読■ 112■ 6      省■ 5+■ ,

ビ|

:15111,■ 211t■ ,3`年 ■ li世 |¬サー i元 全 12¬ 12     111  1981年 1月 8日 ,イ」

[ ri奎  二十奎 12119‐         121  T葉 県●■11,1学ま員
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金沢博物館の展開

一初期地域博物館の動向―

The history of Kanazawa museum

― The development of the 10cal museun in the early stage―

四 柳 嘉 章
KashyO YOtsuyanagi

1  (ま しめ 1■

2 令沢博物館設立への動 き

1 はじめに

日本人,`,め て 欧米の博物館にあれため

は 1911杞 中 後半のことである。当時の博

物■ 1ま  日本の大名や■■のi物
"所

育とは

異なり 個人|1収 準から脱して広 〈公共教育

機関としての機能を持 ,́た も・・|で あ ,た .し

かし 幕●や諸藩派遣の一イテ,中 で その本

質的機能を理解 した者はごく―吉Fて  多くは

産業的科学水準の粋を集めた博覧会に おお

いに感銘を受けて帰回している.

そして ,itに ●
~建

設をめ
=し

て
~吉

日強

■ 殖た無業Jを 一大スロ ー●ンとしたり

'Fi政府 = その日日1達 成″,た ●に 叫覧会方式

を導入しようとした。このlll向 ま,国 11,■ ■

し 各地で物産会や博覧会う.開 催さlt やが

で■設の勧輩道伸 物館が誕生 した。その晴 k
,人販博 ll館 七令沢

"ll■
である.本市では

金沢:1物館をと|ら 1 初期地域博物

"ダ

)勁

向を追 ってみること こした。lt新・7 いわゆ

る中央に対し ~北 I′ )地Jて は どのよう

な活動か行わ・tて いたのだろうか.

なお ネ1期地域樹 1館 をとリノ,げる場合

欧米の教育|1時 物笙思想や 日本 1中 央 |に お

ける導入と展開 t変質,を 論した後 地域的

な動向にられるべきであろう力` そうすべき

祇面,余裕もない.こ ′J■ ついては諦光学や筆

者もイ

`介

したことつ'あ るので 参照していた

3 金|(障 llr"ァ )展開

4 小結

だけ′tま

'い
である_

2 金沢博物館設立への動き

187● ■● 41年の廃滞置唱によ ,て  
“新時の態度が「おいまい藩 iと tわ ′tた 日力]

●浩 ま ,I県 と大型i県 そ′1に

'ヒ

■ t遺

Ⅲllよ]=^ゎ●たしt県 ■,,■
=た

た そ

し〔 ↑

「

■夕〕県i= ●●7「 つ |■ ● |■

1(力 ら いな
`,た

●I 

“

美 町 ゴ

`=:し

た|イ i

部にちな′ti 石 県と改

“

|.■ のI・ ヽ

,た I´ ほの理||よ  新政府に4ヽ高をt.■ 〈不

`L'が
多か・ た全沢をさ11る とい

' 
令■県

人′Ⅲ内1政 |■ 1 直●薔 ■ ダ)政 1台 1'百こは

から■ら ,た .

県す移転によって ,Itを ま二る●沢力■

枢|1機青しは ことの まか大きな力撃を■ すた

田|は 火の
'百

えたようにさすしくな1 人し|

動揺し 士候屋敷は二わされて日抑とな ,た .

他

“

県へ流出する者も多く 人口よ[ヽ Lた
■2

と。ヽわれる.

このショ′クから立ちなおるには 大+,+

伸11■ ltし  地理的 工業|1立地条件の思い金

沢にしてみれば  日藩以来の伝統を持つ工芸

の奨励が急務と考えられた。このための手段

として 第 1回展覧会が.‐沢の豪商中屋彦 |

郎等によ ,て  18721明 治51年 9月 10日 ―

10月 11口 まで 金沢 兼六国内の実新段にお
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t'て 開11さ ″lた . L llヽ L ● lヵ 月にわたる

Fr覧会t ini■芸
『

,ゃ
`年

,直進tを 主とした

ものは,|〔 前イヽの物産会ど なた
',|.わ

|な か ,た  こダ)た ら目||と する|● 業の■・|

111役立た|たに ■■ってtる

18731り]|161年 美 口||す  とうてい県

メ,H●いILと はな |えす 11」 ,■ 石 県庁 ま
「,命汁0■ ,1■ した.よ うや (全沢の人亡も落

■つきをと
'も

とL オースト|ア での阜帝

7ラ ンツ ヨーゼ711[′ ,治 L25年 を記念十

る 0「 博覧会にもよ品してtる .

=お
|■ 11口  中央で11内 II・ 力'設 置さ′t

lⅢ Ⅲl1 1 ■■である●業資●●管とを ,

た ■J:省 からのi´ じ理山 |■ ついてま は

,31し ないか ■′―シ万[博覧会での成

果を●まえて 11産腋■を実施しよう七する

′11,わ ,1■ まなが ,たかという

18741明
'台

71■● ま 石 ユ「彙1けの豪商

木谷議十郎ヽうイ札織する博覧会社1■ ■ ,て

第2回博覧会が開催された.会場は前回と司

し巽新囁〔 会川 ま6111日 -30日 であった.

会ダ)主■者イ(谷|= ●代以来屋 7を 「木屋J

と称[ イヽ l々・ ■衛「与を要名 海道を業七した

|し 回の豪商夕,末吉てある.,新川,当 ■は |

イt日
` 

改名して木谷藤
「 郎を名栞・ た こ

,こ
=よ

1●■■七決号1し  企沢為替会社ら設

iや ヽ十二J●
"t`|ヽ

の■贅に参力ILて いる

木谷が,,覧会,t,金 ,F「ヨ物館設●に加 l・ ,て

いるのもこうしたIII■ ■]背 景による

さて 第 2回 諄覧会|■ よ勺務省から 名占

屋域天守闊プ)命続の出品もあるなど人気をは

し √,べ 72635人 の参観 とを業わた.こ うし

た 務ヽ省ノ)I・

"は
 内務卿大入保利通の「人

IL国 ′強弱′ヽ人民ノ貧富二由 J 人民貧吉^
物L′ 多寡二係ル  というL旨・lF殖産甲:

業に 燿する建議言,力 '出 された直後でもレ,|

政 ,の殖産具業に 1`す る熱tの現itと ‐・てよ

いだろう. し力し あまりにも諸■責力'重み

前途多難を思わせるものがあ ,́た ので ホ谷

等 ま同年 8'1に 1「 :県令内田政風に

',っ

てよ

のような建議書を提出した.

「 ●‖県下本イ)藤十日
'等

各県結合シテ

博覧会,盛大ニスル′建議

1頁首再キ謹フ県合公聞下二 L書ス今ヤ海外

各国 卜交際シ内外ノ貿易フ盛ニン以テ不1月,
生ア謀ラ1,^|,二 内国ノ物腱:末 夕多カラスT
芸・l.夕 精シカラス故二共貿易フ盛ニセント欲

スルトモ輸出入ll償 ′ヽス却テ内回ノ薇弊フ餃

成スルニ似タリ開ク近 日4開港大二贅微ンテ

=日
の景況二非十ル■ り士既嗅′二十ラス

■'敲 二■物産フ開キ:「芸フ興ス′急務タル官

じ二ll,1所ニンテメ「チエ部省及勧業寮ヲ置カ

レ人民フ誘導シ又|1物■ヲ開テ人色アFTHtt

シメ物産 iま フ止ニセント欲ス圭シ上部省tl

業す′ヽ■■フ行7モ ノ富lJ館 ^人心ブま化シ

テ発町itシ ムルモノ■ |■二博 ll」 鮨ノ人ヽフ

開達スルニ益
'ル

喋々フ候′十ル所+り 然ル

ニ共●物館タルt二 東京二置カレテ
'J脈

′人

民多ク
'ヽ

未夕之フ説覧セス■,キ バ■博物鮨

′何夕
'し

プ

“

セスス博物丼ノイ無
'知

ラス是

辺瞑人民ノ人●・二山ルト藁モ抑711不 幸 卜■′ヽ

十 ,レ 可シヤ然モ各地方■人民フ不幸二置クヘ

キニアラスl「 二不幸ノミ■ラス人智開ケサレ

^匡 家ノ盛1彙 二門ス各地方式二

"覧
会ヲ開ク

ノ措こ■力,し 円ラス生illl‐ ■ア 1本年許可

フイ子テ|1物館ア● 県下

'沢

二 .・ ク米モJし辺

′地共ll¨」スルモノンク′ヽ 日占ノ物ニテ新発

明二

'シ
ク人智ノ聞逹進歩二益アル甚夕稀少

トエベン且各県亦此挙+キ ニ非ス沐レ |モ 英

¬li亦 不県二相異■ル■シ立遣は卜言H′ 十ヽル

ヘケンす輌
'メ

共会費モ亦真人十り故二各県互

二局心IPカ ンテ物品ア陳

'1ス

ルニアラ十レ′ヽ

来続ノ道t夕 ■ルヘシ国フ今後六十餘県フ幾

分二吉F分ンテ発会′年月ロフ定メ■べ′ヽ1'県 ′ヽ

何年何月乙県^何年Ⅲ∫月迄発会而テ事物品ア

I‐ ■■シ其運賃社費′ヽ其物品 ノ元県二ヽテ

弁●スル ノ法フ設ケ互二嵐立ンテ此会 ノ永続

フ謀ラバ国家t分 ノーニモ

'益
アランカ癌下

全沢博物館の民間
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全沢|1物館う展開

■シt等 /意 フllル アラバ■ニー7授 作ll i■

官会同 /期 二際ス■シク高議 フト■t'レ ン

コトラ幕7頓 首再 lT

け治七年八月

武 ||・ T+
(中 14'

本谷藤十郎

本谷十の建議は 十掟力'な ぜFt新グ)バ スに

乗りおくれた′)か を
'省 =す

tヽ たす1,■長

に対する反感|い しま逆に
'」
合::|｀

う|′でL

が行動できなか ,た のに対 して ¬し辺 ノ

地 1/池減的II済 的^ン ティを自党 し それ

から女i lIIjに して脱しようかとする加賀南人の

意気のriが みら″tる .単に勧業博物館の :'一

カル版 ときめ■■するわけにはいかない.博覧

会の中央偏重を説き 各県協力のもとに永続

||な ll方 博覧会 |・ l催 を提唱したことも富ヽ し

てよいだろう 博物館 |す
1人 しヽフ感化ンテ発

印Jtシ ノ、ルモノ十 J完二博物館 ノ人包フ開達

スルニ益アル_も のたちゃんと11'し ている

のである.

18751月治 8)年には第 4回京者F博覧会が

開かれ 本谷キ |よ 強 くオリ救を受 すた.し かし

県内 Iお いては

'度
●覧会を開催する動き|よ

弱か ,́た .博覧会グ)計画は 人気 景気 ス

気/1三 気が要求さ′t ttlFI■ 当 ,て ま極度の

能単主義 と種々の努力が必要とされる。また

時■に迪 したものでなければな
',す

 中に品

物をキち寄れ よ開1に できるというものではな

いのである.

そこで 越

“

を転し ,,覧会 ま博物節を11

張するという本
割 :'|ヽ

いて ｀設博物,:設立

ア,建 議 を提 |」 した。これ i tlし て桐山権令

も贅意を示 し 兼六直内のlt設 を
'卜

礎 として

18761明治 9'年 4''に 1企沢博物崎 問設

のはこびとなった.

3 全沢博物館の展開

1875り」
'台

8)年 1月 官民共上の普覧会社

力:設けら″1 ■六い 杓の
=新

叫と日鉱山教11

フォン ディケ
'ノ

)● 11が 博l棘施設に充

当された.そ して 翌
"治

9年 3月 に「金
'F

博 II館 JI大政 白第20号 |■ ,ll●
=●

 4月
1日 開,1式 が■イ|さ ′[た

I・ 館に際しては イ(戸 孝充01仰 観

"茶
_

のコを1易 ギ 桐 ・
8令 ち殖鷹無業う上泉とな

るよう却待を奇せたとtヽ う 展ホ品
=京

著Fm

始め他県より多数年まり ,i内 省■■も ■

′細路価文台等―:H 女官札:I T弓 呑●■

′,Hl l:が・ヽ た.大会 ま41110日 -20日 ■で

開かれ のべ54029人が入11し た.こ れ以後

「
業社会 よ活気を11L 製品 t必 す11古 のう

え 111Tを 受けるよう|=な ったとい|,オ tる .更

|■ 9■ 単下富山
=展

可t会  1011に 小会 ,I‖ lr

している.

なお l力年 ま プィラテ1,'ィ アでア メ

リカ■■百年記念■回 |■ 覧会う'開 :ド され |テ

ーマ よ「■工業 と教育_1石  県か
',=1詢

器

い器 /■ T吉 F門

'か
‖
『

|し た. ■の‖鯛 1収 ■

1あ た ,で 政
「

(ま ムの

'ittわ
た.

~|,覧
会(|■ ■をよら に聞を■(す るも

ので11あ るが その要 ■tt工業技 llを 改良 し

自然人 にの両者ダ)lt‖ 1を 増力「させることであ

る.■回はでは71大

"各
国グ)i産物を一場の

もと■

'し

て そ′ⅢI11 ■不使を1ヒ岐すること

ができる_そ こで博覧会の報告 |よ  つためて

この意味によってよく訓●し そグ)結果を自

由に論しt´  ` 十べての11産 を盛んli t や

がで・ t工諸国と■をな |,べ るようにつといね

まならぬ.た だ外国′)十 〈■た ,の に肛を有

われ その優秀さを証 くだ|十 に終っては 去

面的な参力,と し力 |ヽ えす 実用にて,Iの プラス

もない これすけ覧会の、
=こ

そ●くものと
い′,ね

=な
らぬ_IF文  て語 |.

こうした,'は  もはや初期の総合教育

",覧会の面景■まみ |,れ す まさに勧業第 ■

義がつらぬかれているといえよう.LIを あげ

て・rl殖産興業政策は「|し 辺ノ地Jの陽々にま

で浸遣しましめていた.
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全沢|,物館の展開

爾 κ 館 物 婚食動国ナ澤 食

写真 l i'ti高 :it'llJ館之国 llll i124■ 2月 23日 出版 東京有崎生 石 1県 i・fli ttf犠 蔵 ,

18771剛 |1101■● 画市のイ■11L後の東

京( 第 111lF■ 銘業|,覧会,‖ ‖された

イi キで
'こ ' =先

た .1 6月 30日 -711

8日 ま
=小

'を
開いてllli,を 11集 し

':.J!",
|||卜 す1 471 陶PI ↑摯tHll器  liイ j 

“lι¬_r il■  小rヽ口 ■IIl■ で 入れ者は

11,528人
=″

,■ |:.第 1国 内に詢鞭 覧会は

明治政府「 と,て t■ 1■ いも/1でま,る が 本

市の i:旨 ではないノ,〔 省〈 同■県下稿丼で

t,,覧 会を調いている.な お 411-10'1ま

こ′|コ  |:  日」屋H七 ちヽ口1会 ■F FALI =

開く二と 1な ,た .

18781岬 1台 111■ 41]に lJ^て 第 1臨時会

10[]第 2臨 |十 会 4月 -10月 間に■会を開t.

′,11も 円|1天 ■行幸つ
',,11月

 博物館¬

『
1● も

''Fし
てス覧に供 Lた .こ の機会に県

下ダ)|・ 業人,も ■された なお 同年 6月

全i■博 17■

"|ま

 実質勧業を主たる業務 とする

もノ)で あったため 金 11勧 業,物館Jと 改称

されている 天●巡+を 前に意図|うに改TJし

たのであろうか。ただ 鋤業を積極 ||に 推

ltし た大ズ保利通が 石 県人島ロー郎 長

,二豪
=に

よって嗜殺された1紀尾■IIF.事 件 )翌

月に 企沢博物館は「勧業Jを冠 して呼ば れる

ことになったわけで なんとも皮内な話である.

改称と同|.に 新たに博物館概11を 定めた.

それによ′tr 常会は 4月 -10月 の16日 -20

日まで開催.そ の都度臨時会力'開 かれている.

‖館1寺 間は午前 9時―|・ 後 4時 人|lflま 平

月2銭  日曜日ま5銭であった.ち なみに内

国在り業博覧会の入場十は 平 日券 7,土 曜日

通券311 ●曜 日通券は15銭である。また 三

種の道鑑 (特別通鑑―該臨二fl労アル者 不

II通鑑―物
『

,を 寄(1ス ル者 定手通鑑一六ヶ

月以上出品スル者,を 発行 して 平常閉館の

日でも自山に縦覧できるよう便宜をはかって

いる.

1878年 当時の金沢勧業博物館の規模は 東
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令

't''物

館の民鯛

本館 画本館、甲吉1集産館 乙吉際 産館 機

械館の 5館 より構成されていた。更に拡物

製鉱物 農産物 教育用 ,1の 4小区に区分さ

れ 甲部集産館はその物品所産の管 ●4人区

によって大71さ れ 1大区中に部llを 分けた

乙部集産館は出凛1人 名によ ,て 各地域を定め

ている.各館の内容は人の通 りである.

「第一項 東西本館バ古今ノ治革′示シ式′ヽ

1,来 ノ模範 トスヘキ古物其他内外匡名産

奇物ノ非売品)フ 陳ケ1シ 其精粗T拙 ヲ示シ

其新製二係ルモノ′ヽ之 ア,1本 トンテ広ク

注文 フl・●ントス
'レ

モノ■ |

第二項 1部集産館バ十内著名物産 ′■本

品フl■

'1,■
優劣フ表ン或^歴観ノ感覚

フ衆客二望 ミ或′ヽ

`蒙
ノ誨説フ識者二需

メ広ク世 L/時 ,′ フ察ン売路フ招 クモノ

ナ リ故二見本 卜雖双場二之 ア購求ス,レ 人

アレバ其手続フIIXテ 之フ売却スルモノア

リ尤非売 ヽ′ヽ之フ場票セ リ

第二項 乙吉Fttt"′ 内ヽ外占今ノデ1+ク TI

場二売却スルモンフ陳

'1ス第四項 機械菫′ヽ本気ヵ+■力・t′ 水ヽ力瓜

カニ因テ道IAフ ホスモ ノ其他

「

テ機械 ノ柾

,二 因テ働キア起 スモ /′ 其ヽ製作内外古今

ノ別十ク之フ陳列シ
=売

,「ハ前項二同シ
|

18791"'台 12'年 は第 3臨●会 (6月 1日

-21日 )第 4臨時会 19月 24日 -10月 4日

'が開催されている.同年普物館内に図書宇が

設|す られ 1県立図書館の|1身 )陶工 金Jヽ

漆二等の参考資料が収集された。

1880(口 治131年は 前
｀
卜/1画 期といつて

よ,, 常会を3 Fl-11日 と2ヵ 月延長 したが

日曜日のみの円館 とした.第 5臨時会 (4月

20日 -5月 10日 ,開催, 7月 に金

'‖
物館は

念願の県上となり 「tl'県 莉業博物館Jと

改称された (6月 に石1県勧業試験場 と言口|

福十分場廃J,' 司時に隊書i内 に工商の人

々のために夜学
=を

設け (午後10時 まで ,

不1用 の使■を まかっている.8月 に館内に進

池会設置.以後工去 殖産のた0と はいえ

博物

"を
,`動 の場 とLた  「本前公会′

'1之
二属スソし所 ノモノ として 蓬池会 薔画会

長会 
「

去会

'各
種の会がつ くられているこ

とに留意したい.

1881(明 治141年 に11東 京 LTI公 けて

内務 大蔵両省共催による 第 2回内 」勧業

博覧会が開催さ″tた .会 llFま 3日 1日 -6月

30日 で 入場者 よ82万 人てらぅたという ti
県でも水産会を創● 4r県 /1委 員を

'tヽて水産の改善発達に
=助

を乞うた0 福丼県

とtOLて 金沢に米殻共進会を開 〈等して

その成果を内L博覧会に出品 Lた .ll覧会円

t中 県内では第 6臨 1キ会 16月 6日 -8口
|

を開いている。

1882(明治15,年 ● 1県議会は "物奸

積金の利l子 を積立てることによ■て 10年後

には地方■の補助なして 諸経賀を債いでき

る方法を決している.更に成巽間に会場を設

|十  これを講■ とした。また '内 ′,陳列を

変更 L とくには |:室 ま県庁 哉書 |四 t濡 |

鋼紀以来の克業本| = 県 杓蔵
`蜃
家ダ)‖ I計,を

・「 としたもので 書籍を図画に二う し桐覧の

便をはかった.5月 1日 -20日 まて第 7臨時

会が開か力た。これには第 2回 内に勧業博覧

会で請入した農工商参考品と社寺の古画 診

+]|100000■ 程が出品され 人鮨者はのべ51,

000人 であった。 ..山 でも博覧会が開催された.

18831月治:0,年 は 石1県 で博覧会を開

くこと7回  開館10年 日にあたること力

',10年 記念H館 15月 1日 -31日
'つ

'世 された.

県内の走物グ)は ,4r県 のものち すヽ (116.014

11介がヽ示され 力ヽ120144人 11日 ■均387

61ヽの多くが入11し た.開館記念告辞 として 石

1県令岩ヽ高悛 ま|1物館の意義について 次

のように■べている.'し長だがう用したい
.

:    
「

年記念開館
=辞

本館創i爾来―紀二,生 し臨時開11+年 F・lイ早

ル所農エ ノ成助フ 比I~シ 其得夫フ将来二究五

セン トスルニ当り我 |二部区■京摂其他 ノ諸

子争 ,テ 出編|ス ルモノ英数々千万種二至ル之
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金沢博物

"の
展開

ヲ十年前●t能二lLシ ■優劣加何バ未夕菊ル可

カラス ト虻モ出品各土 ノ市二能ク業■二精励

シ其

“

フ受ンテ以テヨ家二及ホシ名声フ海外

二博セン ト欲スル /至′し,,「 十ルヨJ^安ン

ツ|ヒ ク多キフ致ス班 ノ加キフ得シヤ大
'tソ

,
I・丼 ′要夕|サ 由カエ需 リテ人フ教へ其心思 ア

よ発tシ ムルノ捷に,法ニンテ之二従テ以テ

物産フ繁● ,宙 ,1強 兵ノ
=し

フ建ツ可シ故エ

該

"′

盛

`ヲ
llし ′ヽ共回 ノ弱強物産 ノ具廃フ

ヽスルニ
'こ

,大国二 7tテ 之 フ證セン今フ:F■

四 |■ 年二在テ′ヽ ]に一個芸術学校 ′設ケアル

/ミ 此時二当テ栞 ノ富強必スロ今 ノ如 ク十ラ

ス其後 |二三年ノ間ハ世二二十一個 ′支丼フ

i上 1)=過 キ十 Jシ カ偶マ万国博覧会 ノ挙アル

ニ際 ,■ 人民始テ白国去術 ノイL+「 二辻ハ十●

遠 +デ 目撃シー ●ヽ I・・

"フ
治1■ ,lF日 祝察 ′

用 71iニ シ斑L激励又 |二三年アI.テ 意二日

中=:1石余 ノ支絆ラ興上ス五二於テカ芸1:大

二進 ミ■日所造 ノI・ 品●チIL工F二 超絶スルニ

■ ,↓ 此二百テ之ヲ観レ′ヽ■日日今ノ富強′ヽ博

物

"奨
耐 ノカニ国

'レ
トあスルモ■:i7テ 証三十

■所 トス我匡物ま /富 他部二劣ラス中二就テ

陶銅漆?F^本 県 /名 産技ぼ年末製ユ|ス ル所而

メ其技■フ 奈スルニ今猶四■ ■マス動モスレ

バ退
=/色

ア ,し 力●:シ 是レ■■何ツキ本郷晨

Ji′ 事業概 r之 フロ間二取 |―機llフ Iiン テ

前進スルモノ

"+夕
現二本館 ノ設ケア |テ 内

外各種 ノ所ltフ 民

'1シ

苦今得難キノ書図フ克

陳スルモ比較参考■月二,ス ルモ ノF「 十 1畢

肯カフl「 目/学二用7ル ノ利アルフ知ラス競

争積励ノ気象こシキニ山ルリ
'二

■ム諸子等荀

モ小成工安 ンセス其着日フ大,シ凱 スルニ歳

月ア以テン勇猛奮起各共業二従事t′ 何ヽ事カ

成it,ラ ンヤ我国博物館ノ結構則フ夫ロニ

取ル共成果モ亦必ス壺二称′ヽサル可ラス本館

′ヽ是レ地方 .l・ ノ支絆+年 ノ前′ヽ世力 館 ノミ

ア|シ モ今ヤ増シテ■館―
=―

J卜 ■ル共之フ

維持 スル ノ途′ヽ|1田 家両本願寺ノ醸金上し木

谷藤+嶼卜共他 t十八名ノ有志者県下人民ニイヽ

り経堂播種スル所二起因ン数年 ′後二三レハ

地方札ノ補助フ仰■ス播種醸金ノ利了月テ全

ク之二充ルニ足ル其県 ド農工商者′益スル′

効実二夫ナ リト謂フヘシ今 ヨリ十年第二紀ノ

考程二至 り本館 ノ盛業隆待スル ト上管者/面

日及ヒ有 よ

『
=者

アンテ満足センムル ト否 ト

′ヽ現業諸手 /勉力奈Ⅲ∫ンニイルノミ諸子一部

支

"′

殴最フ以テ足レリトセス延テ全国′比

較二■ホシi二世界万1■ 卜美フ争ヒ本館ノ好

果フi.・
バンメン¬是レ高|た ノ大二諸 rフ 望ム

所十り慈二開場式フ挙ルニ当り即,力 其意フ告

テ以テ供ツ

1月 治+六年五月  日

イロ 1県令従上位勲四等 岩村高俊」

岩村県令の
=ホ

ま 多少市売 り的な所もあ

るが 当時の博物館の状況 と認識を瑞的に表

frc Lて いる。当時の博物丼 ま 臨時会をのぞ

いてはあまり利用さ′tて いなかったとみえて

陶 卸 漆器等の産業や農業は後退 ぎみにも

かかわらす 民示資料をその発展のために利1

用する者は少い.そ ″tは 石 県人が競争に

よって おII■ ■る。ヽたたせる気■|に 矢|す て

いるからなと岩村は,け摘する.

岩村ノ)指摘は今 日でも通用する正需をえた

■■です,る 。東京tれ の NHKアナウンサー

石 平光男氏が先ごろ

“

|し た  『新 金沢とい

う町』 というェ ァセィ集に 次のようなくだ

りがある. =命 沢の人は学問や教育を一見大

事にするように見えて 実際は 学者や文化

人の言うことをあまり聞いて くれないという

不満を聞きます.一応 尊重するというポー

スにとるので¬が 聞きおく|こ とにととめ

られ 現実の行動にはいっこうに反映される

様子力'な
いという話をよく聞くのです.

これでは 学問や教育がなんグ)ために存在

するのか まるで意味がないことになります

……。』 岩村から100年近くたっているわけだ

が 底流においては 一脈通するものがある

よう●.な んら今日においてもその保守61な

気風は変 ってはいない気がする。昔 まなお更

であったろう.そ れIrr 岩村は博物館の意義

―― ,3 -―



全沢け物館の展Ft3

を英国のFlを とりあ|ギて しつこい程に説い

ている

察する こ |―夫旺物館Jと |ま  第 1回万L

博覧会ののち 1853年に設立された国t中央

博物館 (■ 学 と美術工ま吉1門 が中心 |を さす

ものと思われる.し かし 英 L■ がめざしたも

の ま あ〈まで「人業教れ のための業育叶

物館であ ,た 。 日本では途中Ⅲ I,そ うした

本来の日的が肖|● さ′t 大久保利通11導 |■ よ

る睫 コ業のため′)施設にな ってい ,た そ

′t故 岩桐う'博 l・ ltの特■, μl●

"ノ
要 タ

ル自カニ浩 リテ人7教へ貰心思ブ感発tシ ム

lし。
「之二従テlJた ,繁■シ官日強■ノ

'|ヽ

フ建

ツツ可ンJ¬
「該館ノ盛否フ視レ′ヽ■国 ノ:強物

産 興電フモ

'|ス

■二足ル と述べたこと性

当然であろう.む しろ 目的1鋤業である●

"物
館の重要な機0し つ一つを|1確 にと

',え
その存イを回や県勢の重大手と考えていたこ

とこそ 今 日の「利● しに くt' されない

自開的博lJ館_認識よりはるかにitI・ ||と しヽ

えよう.

なお 言こ念問年に際しては 県出身の工書

局准泰任御用機ヽ高峰議吉:農業化学■ 農●局

―等属後藤i主 「 {吉LI 博 lJ扁 共議人モ■兼

二郎

`附

銅漆器

'等

が派,豊 され 出品者にll

して助言した0 県内各tLを

'■

回折導している.

さて ● 県初業旺物館 もH設10年 目をむ

かえて その規模 も5■ 1宅 1■ となり 勤

植 lJ同 も設けられ ¬品総数 も113.57'■ を

数えるようになった。陳夕1の 音Fも 3回 の変更

をイ■,て いる.共 にその分類 と●容
=掲

||よ う
「           ,1 1ヽ  吉F

動物.T. 該吉ヽ ′列品バ今 日,Iり ■クt百六

卜

「

i古 ヲ備フ■内多ク^官省 trr県 ヨJ買

得シタルモノ■ヒ内上水FL博覧会二際シ寄

付ンタルモ ノニンテ本年二至 1穐二其‖1庁

整輌フ得タリ又本年動物園フ設ク

lll物部 該館備
『

1/hO物 1普葉ノ女ロキ′ヽ内外ノ

泄 ll」 ノイ ト四千余ア |ス本年植物園フ設ケ

各種 ノ植物フ天沐科 日ニヨリll培 ス,レ lニ

着手セリlt部 ノ
『

,なセ計■,ス 百,L十 1冒,ア |

i●物書
` 

該部ノ¬1古 を計三十人百,■ ●■「

二百余^外国■ニシ千 薔主ノ外に学■=
命シ晨万企

'以 =に
集t■ Ⅲ二,テ ↑●

`種ノに本イ ト

'“

|| ■ク●イi学 デ1'ス ル名

二
=テ

^殊 二■重′祟

^■

|■■内
「

全石

+本千,|●二十奈●■ア |

員半山lt書F つ‖,■ T二百三 |―
『

杓E′ 晨

業lt■ |十ホ|′ 11■ |● =,壼+= _ヽ■■晨Itl l

■芸部 県「 ■出ノ:|コ1●肝議良ノ●イ」|■

lL●工芸術■=門 ス■諸詢♂,り よLT二 百

■1古 二,テ 県下十年間■■計
'「

ノr:サ セ■

二′ヽ1`書F二 陳11セ 几物品=Jナ
'多

シ

教育部 t音F省 ■ヒ業育・1物館製1古

'1=に
.H

Iし 県 各ヽ学校 ブ出
『

,二 ,F教 育 巨′物 i冒 |¬

百二十六耐:,侑 ^ヽ リ

古暑物剖: "J陶 ,事

'「

市,■月111't他 ′物謂|■

し箪器等専う我L史 |■ :二 渕シ[rヽ ア風
`●.'■ ,■■|1古 来 ノ|=■ フ見■ヘキⅢ ll■

till,,占 ■|二 1燿 |二「
■

''ヽ

諸コ /■ 1■ 7.喘

へ■

“

二百
'ヽ

1六 昴r iLI扁 ■出」|●

ヒFI々 買′守ンタサ者 |ス

機械部 ●工機械■吐i重路建築ヽノ

“

干′其数

百五
「『

,ア リ

図書部 該:「 ノ

'1品

共数
't'し

力も二,テ
''1左 ノ|「 シ 倭● |ヽ :,図 類 倭古な書もヽ

■鳥花キヽ図普|● 古器物図11 占器物図

慎様器物l.・ II■ |1慎様11 占器 lll'●版

摺類 写●類 図書類 漢絆魚 訳書 |ヽ

1+I:類 其他新誌ノ類多,

陳 列 之 古「

初西祥館即東■■二′ヽ大た人造フ間′ヽス惣テ

各府県産]′ l・」酎,フ 羅

'Iシ

■H田二内外国企

石見本ラコ]ス 日本建物ノ内ヲ四区シープ 部

業主||ト シす下所産ノ諸物|ヽ 夕雑錬シスフ西本

館 1シ 古需物フ,1シ 人フ機械
'1ト

ン機械農具

建築雛形キア置キ面メ■人乙部業産||ハ 臨時

間館二際シ諸商■,占 フ列スルノ場 トス共後

ニヲ改正セリ明治十二年更二之フー変シ東本

館二′ヽ府県ノエ業品フ¬|シ 共他四館二列スル

- 44



企i■

"1物

館つ展龍

所′第一県T■去
『

1第 二4府 県売品第二教育

11,:円 晨■山林 ′嗜』 ,第■動物第六i"第 t
,1■物第t憔憚 1形晨具 トス明,|十 デ1年 夏ニ

■
^□

|=と正 ス

第 κ ittli ●外可i■ ノ陶 :̈漆 号′‖全類

lt,ハ イ=某■有物産 ,11

陶銅● :∫11金工業 ■ノ参考

トンテ特ニー区ア■ ,陳
'1ス1シ 十り|

J 戯糸●助∫に当既H′

"JⅢ

■他

社■||

各地

"売
F,

イ1■ ど
'

↑●1じ ■■■|卜 すし■祟■

三

"|1吉

: 11ヨ t■す1爬 ■||

i tl多

“'■
1ヽ F多 11,

■:1制

口|卜 詞:十●|′ ■本

晨
` |イ

「 /孝其

|11■ 11

古半ル1肯 出: 向銅■21■ ■

ll器物品|| ,(袢社早

第ニ メ イ、

■三 区

■|■「

ヽ ■ビ

■■区

■ t「

第 ■■

第 lL f

第 |「

第 |―

`i十 ¬

`丼十 :メ     ,こ J
第十工

`
li li枚 ⅢⅢI■ 11'各 T十′

■ 1●区    卜 ,1■

J11■ グ●す|= す |:「 :■ イ|`′,|グ ,て ら

, 長 (|■ 1た
'テ

■ス●を 1と した
~教

育‖  ニコ味→,,′ [る  たう: そ′1111,
,4● IJ I¨

"[■
, そ二 i■ ,■ |.た ,,

すで まなが ,た .学枷1■ ■■ 小テ■+F,11

■
=rtrl●

.県 ク,思 ti壼 りに よti了 せ■ そダ,

たらダ)■ ■手,「
=′

,,た .す なわ |, 1879
1月 ,さ 12'年 グ,~教育i_実ヽ ■よ iて  ■

t財政が日■1負 担七な 0  イ
=ギ

:況ノ)姜

'ニを三● tヽ た 1882111,壼 15'年 の
~■

 1祟

学事 i勇貝lJの実施 |「 よ ,て  ようや (小■11

■ltの 札学
=も

555'● となつロイ烹つきぎしを

みせたが またまだ 1比グ,教古意識 i lltか .

た1.文 部省が
',勘

業,物館 =学事用
『

|の 出

品をみていること|ま  新 」家苫 tの たうにす

lt4育 ′)普 ナtを やすとするll崚 当局の地策に

すぎない●■ある

18841明
'1171年

十
=|よ

第九臨時会,開かれ

只内外Ⅲl,1782■つ出1古 ● ||● た 売いi″ ,数

46軒 入‖者 114.662人で ‖
『

″ザ訂蛇36円

20' 売店つ売価l.082円 35■であった。年

出入||`14084人  図書二つ利H■は1025

人

18851明 |´ 181年 の利用者|す 前年と同しで

ある●' 'FIキ 会は人・‐t=ち る 県外口1品 に

ラ́いて1ま  4月
=大

阪

"の
十県71品 1南糸i設

|力 陶|● 2]1共 lt会 1■力「し 陶●器やi^器は

l・K^て 高い評価を■ |(て る.ま た9月 新

'ち

県て夕■1県 ■合木●来種に L JL会 ,1554■

をL」 ||し  246人 ,■■した.

18861リ キ119,年から 旅行者,ためにrt

来う
「 ■日′,ス ヵl●|●

=改
,, 3月 -10月 の

イt曜 Jを メ,そ く,日 開,,す ることにな■た

こ夕
'た

ら入館

`よ

 い .き
=に

75201人 とな

,た  4月 ■■,5'1に つけて臨■会,離 ,′ t

'日

1,000人  2.000人
"｀

人|:し ている.前 ll

い夕|よ  ↑ ■

`●
lv■ |″|■ ヽ活版「Irが  ,

日う|」

=,日
々言11=「口掃1し  ,,シ として

,11■●し
=い

ることで
',ろ

。それ|二 |ま 詢

富イヽ■|「 1東 京 ■,F掏 芸 |に よる列冒解説

や■賛 J,FI注 意 人

"十
数等,キ相に占

■′てお1 当|キ う土ノ● ■か今に伝′,,て

く るよ う でちる. 5 月 3 H夕 ,1氏 ,面 |こ |よ ,た のよ

う■「博覧会十徳 つ●カメ,る .当 |+の 意識

|■tえ てコ山tヽ
.~     IⅢ
 覧 会 + 徳

一人 F力 所tを 一場に飛■ |る 一なり

内回の人民博覧会′)挙 あるを開き皆奮然興

起し名挙を博し高千Jを 獲んとして其技術を

■■ |る ■
=リー

't‖

場 |る ■■んて内日の人未た全て見鶉

●さ0つ物 ¬と共利用とを検蘭会計するを

得る三なつ

―内外/1物
『

,を 1し較し′[に 其得共良否を察し

諸職 をして■式する●あ |て短を捨て長を



取り を変して新に択へ師をよ美に比さ班

n競進して止ますよ術を琢●し

'製
を鰊

^し以て国家の利源に資益する!Ч なり

―我国矢〈所にして今日必要のもう機llの 術

を以て晟とす面
'し

てヽ人のlι 会に¬ |ヽ する

者必す器械を多とすへしモ|■ 山て機械のTI

“

I開 くの機 tイ
=ヽ

き■な 0

-外国人をして我回ダ)所■を見て・tま

'■
L

或は喘買しヽ まlL日 に言嘱し又互|■ 信りを

将来に通し4■ 利便を謀る六なり

―●l■ ,進′
'を

して輸出′気を増十七な,

一此会に■年十るI・ 品中「
l当 なる●を撲●以

て|1物 本,|■ ,■の
'11FIに

tつ スな |

―各国t笙の電F物産′1異同多宣

'■

:る ´ヽき

'tな

|

-41風 |`,の 美Jを 奈 [円化つに′を■る・∫
=

なり

lLF,1者 ま,'覧 会の実益なり     _
18871‖■1201・ |14●力試みを展開した

年 〔ある.ま |‐  4月 力 |,II'2■  22ビ ノ)

,`た 6時から ,拗鮎議話会

'今

日,惇助丼

講す|力 調かれる■とになった.内容|よ ■芸

=を '1象
とLて  ヽ ll■ つ計市「の

=力
有賊故

■ ■までおよんで‐る

炸「,のテ ィスブレイ
=(ま

 県
"外

ダ]物 tや

人員″)●計去 i諄 ヽ計 Jと 1ヒヨした農Ji商の

道
=姜

をlthlし ている. また

'●

ダ
'1■ をさ

ぃて 晨上市山ホ水ま関係′)書 絆七`地覧でき

るようtiを すか ,た 1従 来,図 言キは ■

術工去本|.■ ■ら ,た |.

18881口 iti211年 よ陳11法 を 'し 〔 H
子棚■増言1す る = tlま りをは

'に
して

言護人のス tヽ
',し

ている Ⅲ敲●|け■つい

it 稿+県物■陳■J場  ''」 県陶23mと 交

長●行・ た. 51]に lt洲 1会 員

"i占

美術会が

Ffl催 さltた  いう会
=ま =¬

省博物針や前 ‖家

からも日||:す
',0 

開会長 よ本館に来つして

一般 ■1ヽ 円している_こ ′
'年

71+口 1計 会|

入館省数はわすか4568人 で うち20%は 小学

Jて ある.|,な みに 1'1年 のた●節 111月 3

全沢博 ll年 の長・・

日,のみの |'1通 券JI無沐||■の入館者は

10,321人 であ,た .

18891け J治 221年は 翌年の第 3回 杓□勧

業・ 1覧会
=む

すてのヽ

“

i贅励 として 絵 輌証

,t全 員青年絵画
『

,評会,開 l● された 14月 20

日-5月 26日 ,.会 中 美ri=円 するま話会や

講
'■

..を 実rrし ている また 帝 HI物ヽや

F早 出謂|ノ ]〕 画ヽ l・本 128■ | ■両 1355,|

li画 15391 古器物1273種 1 新■「 ま 1古 1898

1■ 1等 をあわせて民示するとtヽ う

`オ

′な方法

=請
している.更 |■ 図書室でも第 3国 内 ]勧

業育覧会
=tiキ

( 美術のお本 |モノ]T普 二|

,1諄 入した0 午後10時 までF71=を 延長 して

,■ を1ま か ,た  ll物
"所

蔵の内外計報性誌

数百
「

種についてノ)区 :111楽 口iテ も作成され

ている.人館者総数 138,956人 てお ,́た .

1890 1=旦

'台

231 年1=  |13 1輌 1句 :J讐 11当 1与 :ヒ

会う'用
'′

[る ために '■ 区善■つ刊Πが自

■ ,た  ,tt'1ま 4111に -7月 31日 まで

束I 巨「 li青 ●(行ソ,れ た.IJ■ ■■■レ

ーク■電車
'両

す運転 さたた 11■■名r■ る

■ この年 ま米11の い |やス候■IJ( イン

ア■ェン+,か 流行して い,,Ⅲ ろ i気 の■

■
't矢

いた。それでも 総せ場

`|す

1,023.693

人11日「二18390人 を■えている 01県
力●,も 5,152●

=‖
』I首 1出 品者2424人 ,し た

ちヽ 1■■■者 |,■ 1メ 賞2名  妙■賞11名

有Ⅲ■58名  l● 資● 5名  褒●343名 ダ)i419

名で″,‐ た .全■首者は16,115名 ,

18921剛 i'●25'■は 三年コロン
'ス

のア

メ|力 人に発見400年を記をした■F■ 博覧会が

,ォ ゴで開,オ tろ 二七|=な り そのための参

考資FIを 民示した.図 書
=は

とく|こ 利用
=カ

多か ,た 8月 1■まt池会が美術民を開き37,200

人グ)入■者を集いた,

18931け |●261年は ● 県勧革博物

"開員セ0月 |・ にあたる.こ れを記念して 有価

夫官型下の規筆 r爵 品 弥二郎グ)揮富を掲

||↓ 賀会が催さ′した  f石 ‖県勧業博物館台1

立二十年
=記

』は20年
'サ

スを回顧し 博物
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令沢博物絆のIt開

“

力ti=つ いて論してtヽ るが長 tな メ,(略

十る 略記編
=の

LI国 (ま  現業′]1■ サⅢ

I■ ■11■理論め't用 さ′tた 考ヽを||● 十ろ二七

■おる_と いう勧業じ想に■十れている た

■ オ業や文化の「・ 其″)た ら,■  tLムの■■

+=●
=●

ま掟て

「

用した地域●物館ら■態を

'1■

¬ろ二上まできなtヽ .す でに美

“

: 晨業

よIメ]単 ||「与物,1設 ●′〕il両 力・″,,1■itt
]意 してよtヽ だろう

以

`た

の,肯長は 資料不足で,山 ろ二をまでき

す 1全に百,=t産1業 |1博物

"な

いし,,覧 会社

TIと な_て ,〈 ようたう.1 19o81川 1141,
f卜 91]32年 夕l● きに,,1■ ●物臨

「 当 I“

■■■ :た れた.博物館■■で″),た 成
=開l ll+叫   ¬ど

= 
倉

"は

li‖ 家 i護 i■

t力 ■■,築物11兼
'て

いの西1ヒ陪に移ヽさ,

た =し て 19091"Fi42 1■ 5日  彙本

"を会場として ●
'ヽ

工去参
=1古

グ)陳 ,1 県 ド

物■の相イトとII.売  その1し産業の調吉
`十

究

■励茨普ダ]七 専を半すと |る
~石
 県物産陳

¬■Jと して

「
出発することにな ,た 1大

10年 五 県商 1皐 1陳 11● と彙

“

され '吾 flil年

に売上される●で続く,.F.午■ よい 。たた

市j 家 =返
されたす尊■嗣丈暉■′)車●I,籍

を有するたケ, ■議会で国普|‐ 設置が議決さ

′t 物産¬ 所,¬ L眸 :本 |‐ を新業.明
'145年1月 ,■ ■11 百 祟 (1図 書館となり そみ

後卜多町 ■1′

=し
今日に■■ている.ま た

0,物 ,官 の建物グ)部■' 金1■ 1業学技 1明 治

20 7)全 沢第二中学技 1甲 治32 4, 金

沢商業学校 1明 33'F)●合には用されるなど

石1県 のま業 えイし 教育 =果
した昔義|ま 人

きt,.

4 小 結

中央にお する初期び)‖物機F発注史は 諸t
学によ ,て うなり究明されている.だが地城

||な 研究は遅々として進まないのが■1人 であ

ろう.小稿で ま 11期地域博物館,塙矢とい

われなから あまりとりあ||ら れることのな

か ,た 企iR IⅢ IJ館 ■ついて 地tr7的 な特質を

若千力「味しなが
', 

■面グ,許すlk,で きるだ

|十 年スを,ユ ,て イコ介して
=た

.■則や分類な

ど 組介 |ヽ ヽもダ)も 多tヽ が こ′tr,に つい

て よ ● =議
|イ|: 本丈中 特にこ と,,

,て いない査ヽ ま 円1台 10年 以前 ま「● 県

勘半博物織 1,「年
=記

』それll後 よ『同二

「 年え記』つ,,の りFで ある.重複するが以

下
=雷

■ ■を記 し まとめ とLて おきたい.

全だ博物館設立 、́の歩み ま 廃寺置■ 1■ 11

えて唱け,■ による思わぬ 大変 ■から お

|,こ ん●令 |■ ダ)復 |:を う ぎ十 とぃう tl贅

=す
し■11課 題か |.1発 して tヽ る.そ 7tit

斯 ′た どう勤 いてょぃかわか ,,な tヽ 工 を

[0日 = 櫂 を見る ,■ 敏 なるJ=商 等を中

しitめ
',れ

た、■ 1,ま 専覧会やそォtを

'大 1た ゃ物館夕]機 |い|=義 をかを ,■7L
ていたと思ゎ・t llll館 の中央偏重や 絆県

|11,■ 永続的な tl i l覧 会う
=だ

などを提

1」 L〔 いる. しか t ●沢ダ,土婁 ■まなん

なか ,,■ ■ ■ 岬:´:8年 に ようや
`今

iF停

Ⅲ

'力
計● を.み る 以後 地域 とイ者した

lgi4 1,(Iす る|,す だ7. titま にう勧

業政策 とヽはで よな,,た .勧 _t第一 I義 |ま

Jヒ コノ地Jに よて■透 し |し ら や■tて 石

県掛業 |,物館と改ll l明 治13年 , そして

廃■つ運命を|」 る 一古「円●けす● 県物
=

陳下J所 1明 :台 42■ | ■1卜 承さ′tた .勧辛 目的

とまtヽ え 教育|1機育ヒを有 した 唯 物

" 
の

名11 明治力 Lと ともに1肯 えま ,́た めておる.

しかし "治の名物 として 地域産半や 文化

の振興に果した意義は人さい。 日本,●時イヽ と

いわれる今日こそ 当初の進恥 l気 工をけ記

識し 新たな意味で lLI」1叫物■の存在意義を

F・|い なおすべ きではないだろうか。昭不」の名

物 た。ヽえる博物丼,  もっ と́ ,っ てもいいよ

うな気力 してならない
.

末筆な力`ら 昭和41年 に国学院人■博物館

研究会結成以来 公私 ともにご指導をいただ

いている 他Π清之博+ ,]藤布次教授に厚
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全沢|,物館のR間

〈|よ謝申し力,け る また本稿の資本‖収集にお      背景_

たって ま 石 単i″F■資rl'「  イi 昇ilr   ■5, 日本■lh工 ■会 'ハ ■・Fう ti■■
"拉

it

言館 全沢■
'図

書館の■

'力
をいただいた.     発せ●十1,■ ■:■ ′

'11■
_蝸 イ,111

●せてお礼申しあげる.            ■51 卜J ll■ r● |||′
'『

燿
=

こ71 山|'■■
'日

なけ覧会L

●11  細ド ●■

'` l‐

●
'1教

■, 人′IR¬:証    ■81 ′■li市 ■ ■lh"よ ■,'1=■ 1占 肛i■

・本|「■物育,■■ 11■ l fl=イ ′ジ,         '万 1■覧奎 |

キ17号 1':■ 本イ、 十諄囁気■i史
')概

   i91 +¬ 南11■

要JII′ ,う L`l'i■ it'″
'|■

置■i望 ■■サ   ■lol ● 1県 教■■■分
'石

‖早
=す

史 '1=

の集成
=そ

′`lF■せ叩イ:綸 11 11● ●  ヽ  '11  ■ 1'|¨
=lt物

||"|「 +¬ ,|:」 ■ ■●〕1,二

il■ ■物

'|・

・
'望

史 =iる 技●1'′

'i1        4524 -5130「
|

|'コ●・.｀■■物館学11, 第 韓1両    ■121 山卜前|=■

′it物 |.子 |■, □Ⅲ■■ ■η館じ■   '131  」
'育

■
~tl業

■物
'11r,t,■

を史■

ダi,人 とⅢJ地■■勁I‐ 3『閂 |'■ 1県   |■4  □
'「

11巧 語 t

ittL高ヽコ諄

“

 ●■:● lり ‐

Ⅲ21 ■口 `「
'′

t■  ■石‖県η■た,     111  1981■ 1115日 |■ イ|

i31 夫ストll l=書              121 ら 11●よ亡 高■■ |た411

:141 清水■久 |´ 谷ヽ■■|:i そ,,■ ■ と
'111

国學院大學博物館學紀要既刊本一覧

969年  第 2輯 m版 )

特集 博物館と資料

1物館贅十■り,ヽ中                          植日 Fi之

博物11資 |に [・llろ 覚え1::                            li十 谷た男

博lll館 資料ダ)1'■ 1■ 11…                          口t ri共

信川 |ヽヽ 日露

`]学

技 …                          1主 張 ]lr

(講演会要旨)

イキリスにおけるH物

“

メ
'■

1兄 とロシトレLI上 |1物奸

― に巳ロン トン博物館長 D B Hardin tr■―             J山  1'三

博物

“

学読

“

要1暉 1昭和44■ 21

国■眈人_t`古 学贅 1ヽ■概要                      全子 皓レ

社会教育関係●I・・院女名11
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大分における社会教育思想の展開
The historv of the idea of social cducation in Oita prefecture

1   11し めに

2  人分 ■おけ る■■ 史

3  1■ 11■ 会教●夕i民円

1 `ま じめに
~tt'メ

な い県 |七 よ 永tヽ おいだ人分県

=tt■ |■ +て いた0名 ■な名tであ.た
.

大i県 のIt′L■ 1■ 力●ら 〔llく か.た 二

とを表現したもの■ある そオロ
=か

りではな

く 近年まで 鴨 物館を持たない県Jと よ

大う■の代名Flで もあった.東京や関西地
',にち ,́て 政財界に活班する郷十日1'者 を

'
「

の|■ |■ ¬るのも また大テ県人のかつて

ダ1県民気Hて もち・ た  粽ぎの風「 たから

で
^る

.tt■ 1=こ ′1■ ,1ち に ■つて■ りt
i県 |つ素■′,一 部tう そがせている

=グ
)と

ヽヽえよう

こうした大テ県 [ 様′
=な 顧 ■おいて大き

な変化がtえ 1台ヽたう■ヽ ■不」3o年 代の後半

斯から
=あ

った.十 なわち 別約.湾夫分海岸

を埋め立てての 大,疏 ,"業地帯の■成は

公害問題を
'め

る t,く つか
'社

会間匙を|す ら

らな力'ら も 人分市の人口を30万 台ll宋せ

「||■ のある県.へ との脱皮運動を,笙めて行

,た .こ うした工業イヒとともに 文化施設の

建設もヽ |・lt itと な1 昭和41年 大分市 日

"勺■||に 人分 t化 ..・ 館が建設され 更に52年

9月 に1ま 夫分1,'外の l・地区 ■県上芸 ll会

館ダ]出■を見 県内に1ま しめての県の企画に

よる社会教育的施設の設立気運が萌■し始め

た。しかし こ′lら はともに展示のための地

後 藤 重 巳
Shigerni Goto

4 ■11会

5 おわりに

■■■つとはtヽ え 所千は会館 |ホ ール|で

しかなく 罐物

'1施

設とに はな|ま だ違い性

|この■設であった。それから4年 をヽた本年

ll 県工宇イ″風土言しのi歴史民俗資イ1館が開

館される道ひとなり ここに人分中は遅′t馳

せなが
',も

 他県をみ/1● ll館施設を持つこ

と11な ったのである.し かし この歴史資料

tt 県■と(ま いえ その所在tl lま 県の中し

から遠 (離れた県北の地たる十:tけ に しか

もキI 匡東地方を

'台
七する歴史資料をi

体に17め る施設であつ とでも県立給合博物

館としての畦格を,つ もつて まない。それに

しても こ″t,県 ●施設として実現を,こ るこ

との意義 ■は まことに大きいも/1が ある.

以上の
'I〈

 県内にお|す る県立規l‐ の惇物

t施設け II史 的 質|1 量||に も 地県に

」しして著しい上ち遅れ状態に4,た が つと

い .て  こうtた ■言1カ . それまで県内
=十

1

無であ ,た とtヽ う訳て(よ ない 以前から地■

市町11や 各lt,篤
=求

 贅r111■家な
=に

よ

る小■,な 施設は存4し てtヽ た_

以 I IF和6丼 ■〕[在の 大分県内に,メ するIⅢ

物 1施言tグ )● 4¬大1兄 を ・・すると 共の女]〈 であ

る 
“

■年代●町̈ rで ないもの 二 年代をlr〈 .

111

●大分 1, 大分県立芸術会館 11召 521

大分市立考古民|● 資卜「

"1昭
42,

人分1,高 |1 自■動物回 10H271
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■
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オ

O11 「  ■ 1,.1や 1■ 41=“

h ■画■||

0日  市 口『ヨ市t●■‖

=,Ⅲ
■収蔵嘩

」ヽ■E‐.● 11■

■11:山 永■■11● ■

。「

“

,lj it=ll・ ■11'● 卜館

「 ll● 夫イ
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||||

○中■
' 

中計城

Finltiビ

='|
0■
「

市 市■■lJiltll ll

,1■●
=IJi"味

,1鮎

○摯後高田市 真本人生1て蔵●

長■十 t′ヒ「オ1又 蔵野 IEH19

0● 1東剖
` 

回束
':上

彊彙民サlrボ1館 ‖召491

■,二 七よ ■1加
「

“

置■1¬ 書|IL設 Lと も

l●会輩■活封,1´
'f,大

手■ヽとな =い
=

II¨

',与
えて 人さ■II味 ■1つ もF11｀ えよう

.

夕lT ニタi●
=■ |lt萱 ‐〔 三十人分叫

[お |る「11,十  ■■′,L民ブ,1,'‐ ttに ‐

tて みる1111●
=

2 人分における実学史

■li,'■ 11′ たヽ11( ,二 iti11+J´ ,'|:=

Ⅲ■■1■ ■
'議

し■|「ξ l・・′
=イ'■

|:11‐

た力 [|ヽ■|:1■ |■ |'11 ■■「
'■

■ |

1上 ||li tt・liダ )〔「高|',Itl司 を
'1=t'|:′

.■ ●

る そ′ よ
'て '県

t,表 14i:´ ■る三 市ロ

|。  人1崚 う(= :1「 ■,lt r′イ|ィ|に | =
,さ ′[よ う. また

'1●
IJ,明 う1,「 ●奇iダ ,■ ■

|ま  更に111=′ ti t′・ ■■る

,■ |,ユ ||■ 723 1789111 ■■'1押 |カ

4t i代 表
'る

●■■ともfi十、 lil■ 11ら

, `|ま 1需■と|+十 七t■ |・
L=IP,.[t■

宙ヽ,i流 ヽ

',Jを

~11■
|_を 1:lJ L l it

ダ
'='Tま 市ヽ■ ヤil l11 111■‐F,'11=

lt●
=力

 `また ブtk よ性tF  「 |IFl,IT, =4 ■
い■ ■Iダ ,,:=● て

't●
観IJを

',た
|

などした そう十流 ま 'It足 ●単 ■1輌 ,■●

など■続・ てヽイラ〈

イ名な F農具便利論J  ‐
●i日よ

=』F晏家
`■

などをイした大■■歳 11768-71

は 日日出身である.青年 tl ttl■  ・l■ よ押:

里■11て 諸回■間で生[,“えるが 彼夕i■

学■義力.篠 世●こ■ぼした■響|ま まこ1■ 大き

,ヽ も夕]力 'あ る

|:米 1ヽ■ 11816-189411ま  」し育1島 1京 市貢″)

豊後ll地 たる国束,Ftt H町 の11」

'で
ある ●

1ま 幕末 明

'台

期′,本草学:者 として知られ『高

千穂rt薬記Jを 始め 全国各lLでσ)薬草ll集

図評を遺している.仕叢上介と共者になるFI直

物図説〕は世に知ら′lる ところである.

さて これらの学者のほヵ」南僻大名 |と の

異名で |ヽら れる薩摩藩主島津重豪の第二子と

して生まれ 後に豊前中i+藩 卜にlt任 した

'

‐]1381

11125'

|]1361

1・ 1431

1ヨ1451

|:H29

11137.

|‖ 目35

11145'

11日481

||コ511

11:i501

11`1161

1日召271

1'召461

安1共 町

「

ヽ資■■

,多 ●■朽IE

OI■ lF「「 J:ヽ 1'■ 1■■

0占 ,に部J: iHロロ |十■物館

Ot見君「 □出剛松尾■‐1`■ 館

O夫野]; 太TI町郷十台ホ|“

二重HI中 央公民館展ホ11

以上に :tし た4・
ll Л」|:に 開設されている

1動
"tLT言

1の

'■
JI+,色に 多くグ)場 合 公

Fl上の』ど,すに喘とな ,て いることで
',る

これら1■  闘 it当 |つ け ]吉
"●

の 生を

',〔

力'われていたもうが ,Iに な ,( ■

立したE合が設 }ら lt lLと しての体れを整

えたものが少なくない
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夫うにおける社会教育思想力展開

1'JII"11781 1859,グ ,イ ít忘′[1,れ ない.い

わn'る i中 汁●11, と呼 」れる和蘭 蘭和辞

||′ ]+リ イ|,十 よ ■,い かに海外の新らしい

k物 こJitヽ コ しを●してtヽ た●を知らしある

もダ
'=あ

る

3 近代社会教育の展開

福|■詢吉 11835-19011 ' こ夕)吊 高の中

津藩 ド級足軒グ)子 として生ま′した.

呵知の1口 〈 iilヽ教育/111発 ま 明治 5年

11872,8月 公4,の いわⅢる 1学制1_に 1よ

しまる. ■の「学記J = 新 ,,し ぃ教育理念

のもとに '国画―JIな 学■詢Чを●立しよ

うとしたも′)であ ,た  人々自ら■L身 を上
`■ :を ,台め 共業を昌にして 以.て真生を遂

る●えのもの(ま 地なし ,tl多め 智を開き J
去を長するにおりJと  その冒頭において地べる

ス I`,■ヽ 1第214"の主旨は 福沢諭吉の

『学問ノススメJ(月治5年 2月¬いに依拠する

ところが大きいのではないかといわれる.

.ll吉 の名■ 1天は人の上に人を造らす 人

の下に人を造らす. よ 明治4年 中津郷校

たる「中:=市tJグ )開設にあた,■ と彼′〕l・ 調I

夕,Jヽ 幡篤 )'(劇 :と が東すか |,許 さ■ ったもグ)

であ ,た  こノ)場 合 碕占の教育論は 決し

て画―亡|な 上から押しつ キ|,れ るもので よ

ないとする●つ`重要でジ,る .こ のことは 明

1台 12年 1発表された I空論に 11●べからす」

の中で '日 実にテされている.諭苦は この

中で・ 人間社会教育 という表現を用い ま

たこグ)他でも「社会教育Jの表現を用いてい

る.

明治14年 1月  文書

`通

達 (第 4号 1に よっ

て 言籍館等に関する設置 廃 11規 員1が公布

されたが これ ま 翌15年の
~教

育施設に関

する■論Jに 述べら′tる 「通俗近易ノは書フ

備存シテ 庶民ノ民覧二,tシ ノ 以 ンテ読

割 多業ノ気味フ ト流人民二配ケセントスル

…Jの主旨として現れ 教育における図書館

活動の始源||な 法令となった この「通俗|エ

易ノ,教育Jク)理念こそが 今日て |よ ■哉イヒさ

itた 「社会教育 |の理念である.

人分県にお||る  この 道イド教育Jす なわ

ち「社会教育Ji占勤の展開は ,1,台 18年 に粗

晟された大分県共立4市会にはしまるともい

えよう.円 :台 初期の日本近代教育制■の成立

に■1■ Lた福沢諭すの,′響はまことに大きい

0' ■の教育理念は 中央を通 して、いわば

I喘 りJの形で 大分県の教育界に還元さ

れることにな ,́た のである.

夫分県丼t教育会が中核とな って 各地に

通俗談話会が結成され そ/1活動 として 幻

均機を購入し 各贅区内でそれをl■用しなが

ら.l話会をFTHllし  時局や道徳に関する問題

などを主題に 同会設立の趣旨を行動に移 し

た.こ うした活動の展開の中で 各地に青年

同 処女会 戸員会 婦人会などの社会教育

団体が結成されr.め 県教育会もいわゆる・郷

上の認識Jを 明確 強化する日的のもとに

『大分県方言類集』(り1,台35)『軍神広瀬中

佐詳伝』1り,38)F大 分県偉人伝J(明 39'力
'

刊行されることにな ,た

"治
35年 この教育会では 付属大分図書

館を設立 ■れは翌年福沢記念図書館 と改称

され 今ロカ■Ⅲ図書館 1昭和 6年 嘔立移管 ,

の前身となった。今 日の '社会教育Jの名称

が始ま ,た のは大■10年からであるか 上で

みて来た
~超

徴 育Jは  明治41年 の通俗教

育調査会の設立によ ,́て  活動は一f,と 進展

した 人分県内における通イ谷教育談話会の活

動の実態については さして詳しくは■Jら な

いつ` 当時イ郡単 l~に 結成された談話会の内

人分IF通イ
`,教

育談話会 |こ ついて,FI百 1に えよ

つ.

この談話会は、り1治 29年 10月 5日  大分郡

小学校教員会秋手定

"喘
会の席において '談

話_t■Jが承言ュさィレt. ■
=は

全121条 から,夫

っていた.以 下 主要な衝條についてあげて

みる。

第 1條 本会′ヽ 本部小学校教員会ノロ|'7

― bl―



人
`)に

おける社会教市思想乃■IH

tス ||― テ11ト ン■ ||ラ ■■ |オ

庭 1/t語 フ亨 !サ 為二設クルモ 'ト

ス

第 21‐  本会′ヽ 本部小学t教員会 ,|●

=事
■卜■

第 3 rf  `会 ょ本詢:高■ 1・rll設置 iヽ ■・ t
J六乱i‐ 分

'各 =]二
設夕,し モ ′|ス・

第5( 本会‐■テ■行 スベキ 1「●■ ノ0「 シ

1 教育上の談千 1 コ

「

●

第 8條  ■全ノ開会期 日立二

'ni■

′、4J,内

スリ● TlllV“ 上二本全劉
=評

議ノ上定

ム ル モ ノ |ス

● 巨の自|に な どで
' 

そダ)'■動力計11ま ■|

リイ号ない, 11匈 1央■会など
=重

■●置が′

=|■
:|,tい ことまうかがわ′tよ う.こ う幻

「

器 ■́ ,い ては '1■ |力!':11取扱■li

がみえ 大分 |:5'L区 に■ 5名 ハ取IF係 を言t

するなど定う
`tる

.

1月 十121■ 911に 発 1と したi人川
`,正

イ谷教育■

|‐ 1会つ場イドJ l年 間1■ 12会 場14朝 の開‖う
'

ち 1 4会 場 で
'〕

発t人 は 各地 と1,村 i上場

I・|■  教IT I;埼
=ら

う.■ 1 会場には十●

イ,=自 宅 i「t● 1■ お`
`■

れた.請 1市 |

小学i女 業員′,Iか  '4七場
'1■

:F 神 l 結

1呂 十IF当 した |^議会の内マトJ 詰古′:問 ■

高ヽ小・||た つtl■ ●品をI IIし た 0 ・~11■

tll性 を lt■ するなとして新短i薇 セニ人し

興llを ■た・Iる ようにT:共
'こ ',さ

れた

ニイ●・・
・ 会場ヽメ,'全 者 ま ".■■ 日を千1

用した晨1(力 '卜 であ ,た が 学11に お :ろ 児

童ヘダ)業育ととも|二  通イ
`:談

.f会が 1:社 会

人に■はした教育 |り ,′響 ま大きく評伸1さ
'1て

よ力ろう
.

躙キ88年 F)「夫分県4育雑誌_1046号 |こ よ

「夫分県教古に力 する過ま■●■■Jな る記

事す機‐ている■' そこで
'教

育会の1舌封 11

び社会教育の重要|■ t ll調 している.前に述

´ヾた福沢論 占記念ぼ書,3の 設立や F● 11広輌

十

“

:11●も「人,,111■ 人■ の補い よ そni旨

が実現されたものでノ,,た .こ の論文の11で

,本の希中として 襦,H記念ILビ J'の 地 ●11

覧や 教育P,物

"を
開まし E=成 ● 1付1 教

育製竹■|'t,教 育

“

ブ,機,器具プ
'民

●計画の

必要 などを i:■ してtる

=〔
 りr24年つ却 コ■■令と円班 して国

書館には |る ●■

'こ

摯|■ ′ヽ

',1 8年
イ|′

'キ
,32年に |ま  キI令429り として「図書館令

|

●制定発●された. 人分県●にお ,て よ ●L

■ |た ¬ ( Ⅲlデ ,35年■人,卜 ■lt,1教 育会

“,図書糖●設上さitた が ■,1よ |● ■ =10
年|,ダ)24`111月 に ま =■大■苦 l‐館ダ

'議
■

●'あ ,t iの書籍1,う JI絆

'HII■

薔|,′ ,■

(3,00011を ″えた、

35年 it tら 1ヽ■争念館ではIH● 2年 ロダ,1月

ヤ,37年十
=蔵

,1数 18000川1を 数え 当
'111■

1

1170人 の人

“

者tiた .

明治40年 代 =入
ると を,tll前か

',開
青

=′
tit'rl■ .:′,=,｀ ていた広

“

■■

i当 i■  ,足 ■Jを ビttt i:Ji lる 討|を

国書||ダ
''■

 ■11 ■■

`ヒ“

|=●)',1 中

■■中津巳書

"「

1福 It ■■小幅「己
=“

'L tttit i ■栞に,5■ ■ など,去 .■Fた 1■

■すること ==′ た

以上十ま 町]´ 中理 末却ま
=に

お |ろ 人,,

県社会教育の概)に ある.

大分lnに おいて, 叫″〕10年 1り1降 日■

にそ・ て

'会
教●lIⅢ ま民|う され■F,|]■ ‐

町まヽの 日々( ■会教育114カ本格J:t開
=

第二次世:帰 人載カネ |を 待たな|十 ,[●
=■

な

つ ,'=

4 美進会

こうtた 時代的推i`う 間 =あ
,■  |+会教

市活動 F)歴 史と黒い関係 Iあ る 1共進全_ =

門して ヽ記 Lな 十′●Iな |,な い事項がある.

月力■クロ〈1共進会 |_ ●国
=覧

会と上●

明治政 llか殖産コ業T7策 の 環 として開ltし

た L要 なiダ ,一つてお■た.そ れは明1台 12年 ノ)

横浜 ■おける■貫■
'I糸

南共進会が最初で

あった.以降 明治10年 ltに ま 全国各地で

,ゼ  ー



人
`,「

お する|1会 業育思想の民間

写真 1 ■ |ヽ 11■■11`r‐ ■■,

11■■ | ■■ 1■| ■
=L■

T■ |■■IFI

=出
11,卜 |=|ろ 鷹手i■ t展 IJ■ ,t t‖

'11== i ll相
J‐ t中 ■

`)'|:t全

す剛ll1lo

■1ヽ ■す.4■■ |,|口 |=■ ||さ ′[■ きた|:

た,単 〔 = 
町|121年 力第6回 垣i'■t会 を

間せつ

`た

大 1110■
=第

10m目 を「夫|'県 ●資

会Jと して,当 した.こ の共1笙 会は同■3'!

15「 に開会 5月 13日 の間会までの■■月間

メ)全却
=",,た

.■進会●,,●
=そ

れまで ■

11'LI:も グ)●
`ら
 ,た う'  11日  |ヽ ざ|よ   l

つ第10い 人
=て

ま 第 1回 IL‖ ‖■,1県 ,三 合

■■晏■■,■■ 11」 え ,,れ た二とです,る .

良■■11■ ■ヽ三
=ltる

・FFP'tl=記ミ

|ま に||こ ヽ
.者 ■i:|=‖ |う るろ「 |ま | ●□

■■itし で ■
'11卜

|る 聞`|を 千可する

事久しとII 未|:此 れが■」lt,と す 人分 1,

■■で開催の聯含共t会聞lTォ |ま  先|｀ その

■に前日Jし たことによってヽ■をみたもの

でらった

美術民′内容|十 日本画〆,部 西洋 llの 副i

ll美

“

子の書|グ )■吉F門 に
',力

″1 日|ヒオ寸

“

ログ)

卜出を始■601に を数えた.会期中の民銚者は

■10万 人に■ぶ盛況■ |=″,,た .会期中に

,111,全日,,1ヽ の参¬者は 100万 人
=た

し

こハ種の企画|・  IRtt itか に大きな日心事

■|, ,|:ヵ  をうう ■',,,1る もグ, I′ら ,|:

5 おわりに

11年 ヽ 本|`要編集責lTを より 夫分 L● I

お十ろ博物

“

史■ついて慨●する,に よ幅を

■ |た  し
"t 

時間11制 イ,t"請な力'|

車物

"つ
イ●そのもらを含力 ●1111不 足に

よ ,■  `|口 者′,tを ■●ない まこと亡内

なつないも,|[を ,た

言■にお|■ ,■
´ヽた¬ 〈 大テ県内 ]あ ,

● ま +木巧,ら 川il●
=■

十この先贅の 当ヽFlt

i中■とLて  先■小■枚な口普

"の
設it

メ、 そダ,`| =′ に,議 ||に ,|´力

'IIt■

が嗣

■■■た■‐ そ,|● t.|よ Jtし てもヽt■ ´ヽ きも

つで まな|ヽ .tt 今日なお 充分
`(ま

ない

大|卜 |||=お t'■ 1 給イ,■物11′ )計

'間
埋

う. ■|,る たしヽ 1111=■ ら力 また計画

つⅢl■ t,il,it そ|■ .1■ ●■
=山

末 ■

^′)■   11■■1山 二よる !,′〕ル ■●― 炒1,=所定

==='ま =, 1■
に,決を,す る:REと

[■ 日前「 ちると|え よう
.

参考文献

●■●11教育■■た, たo,県 馬
「夫●■●責会iFk告 書,F全■|

1981年 2月 21■■

71■「た′ィ女11

- 53 -―



秩父宮記念三峰山博物館活動報告
A report on the activity of Chichibunomiyaヽ litsuninesan 4ヽemorial

馬 場 直 也
NaovO Baba

Museum
(21

1  11=山 博 ll"の 活動

2 三峰神■誌編単生の活動

3 ■峰講実態調査

ュ i峰読力■ス

b 調卜ti曼

c 三11誠■民

4 ■ 1年 神領民家■築 保●

a 神 |“ 11′,概要

b   神ヽ民家に ,́。  〔

c 神,1民 家つi占動

分
‐
Fし ている.こ れ|ま  長・ 三ヽ1争 のEたの中

■おいてお山を信

“

し‖社と密接
=到

ゎ,t
iヽ持してきた地●社会であるとtえ る.講■

1ま ■ ■なるとお に4■ L― ll神 社で参籠す

る.そ して 'P則神|し を三 十■■、婦る.I」

で1ま 議員―同■■まl il■様力名ヽ |を 行 :カ

である.■●11,物館て 1間 代各地 =|■ ろ`証

■を■■として これ力倉|●  午| イIT.l

登III′ L・ 信仙年の実態を調査研究 Lて いる

そして 実態調本の結果得ることのできた1訓

●:lil「 ll表帳J tttlFJ 計社雑輩1眠

術「な属Ⅲl_な Jの読社関係贅卜1を 講社号1に

分類

“

理している.

1 二峰山博物館の活動

ヽ■父/1山 々の中
=霊

11三峰山力'ち る. ■

ク,山 Lに ユt● る二 14祥 社ダ)出にi人

`t'記
念 i峰山饉物館●`■■,こ lよ 1年 を通 Iて

論社 参拝イ 4山渚 ●楽

`等
IT々 な人,

市′tる  |,I・ l館 ′,贅|:■ よ二つグ,コ ー十一 :

資ホ|を ,十 て戻itし ている.三峰議■″)■オ1

参詣に関¬る資料を民●:す る
~■

峰山詣

カコー十一 ■父ご蒙・ltt ll・ 品を民示する .秩

父II家 と
=(山

 /1コ ー■ ― =た と

'年
民ホ

林をイrう ・年間テ ーマ

“

示Jノ〕コー十一 こなっ

てt'ろ ,lΠ和55■ ●
=・

三11読 社晏 |を テー

■'■ 七して1' 1,キ た こう1専 物‖ i ′j口 :

を株 (信山し,し てヽた人々と
'し '■

●●

lt・ つ́までも■■続 |',,tる ようにといt

言Jを 行 ,■ いる.そ して 査

「

者つ●々
'

楽し
'な

■`|,1峰  の歴史■民ヤ11't‐r民

テを通t`理
=[て

戦 するようにと調査研究

語動を実ltt tい る.こ ■(,■■ 山千イ言

', 
特に三J争 計 ■出iろ 資十‖ およ●山オリの

民1● 資|夕 副ヽ企i千究 資十1lt業  ■■11す を

'・

Lt =て る`

三峰口博 lJllの 活

'テ
ーマダ

' 
つに「

'11請実態調●_か ,́る .H知 の通 |三峰神■

は三l_大 神や神使
=メ

,る I・ 大ll・ を信Flす る人

々で結成された計社が関束各県内の町や村に
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11● 官言[念 111 1:物 lil占詢報 ,「

二 |1神 イ|ダ
'市

■|¬ iに IⅢ ■■ネ60「 余 |

F'■ ■■1,る .=■ 1+代 ま
=神

,「ヽと市さ,1

年 :iを 神■ ■|ヽ F,ム 号1呵:つ ■■● 1,日 常付ダ
'

11■ |■ ■11つ 一,llメ ,,j山
=f■■ら,

=:'|: 
と =′ . ■| ′|. = '1■  ′,| ′;|  ダ,11 11

嗅 ■==‖
|■ lT′ ;名 ■.Jl,[、 ,た  こ■

'
Itう11■ 4ヽ■■,=11■ ■′■ス111「 1.

lⅢり「えをうせてt,4′,,社 仕
=^る

 こf)よ

i● It■ :ll l:〔
=メ

重Ⅲ ■IF.=L■ | 」

|:肯Ⅲ
',「

:1■ ●た習′

'141古

,‐´
'″

,る  三

Ⅲ山博|力 :|,■ ■.■■′ilJ l● |三 |1神 し

'I直
■■,11t ri t i′ :|[|■ 1111■ イr■

′,1=|■ 年■′1:=EJt f.=‐ また|

′■1■■l rl■ |.′ :´ ,‐ ●,ら |■1,1111'11t
l■しitF'卜

「
1411■ ,11■ 1lrl=|:■ ,t〔 ,ヽ

=rti J[●三|ヽ ¬111■ 11■ ■■して ら,1

■■rl■ i● l ri2● ‐■,I‐ fつ 机|[|■ ,1

´ヽた  ,11 に抑 ||'■ 1′ 1汚詢グ,F― マと
'

=]ヽ
111風 さル||を

`T (tヽ
ろ魚|:=′ ,一 つ11

t東  」:1● る`三|1神 :|■ 信||■ ら二七
`11■ さ′[て いる請社,テ十ilる 地lt■ ●七今

―つ
=■

11 ●に■る111111=■ る 三1,知

′[う ■「 ]コ およ●■,|||= ■|1 1■ ■t

i¨ ′| ■■■■
=′

[■ fl■ た01tざ 11で き

|:tt il=す|:で ろヽ―二1+ 1,´,■ ′:1占 動

●:■■ |■ ■1寺 :11、 る地●●
=ブ

,t ii,1

■|′ 張■´モ1.ろ ―「,物

'「

て|よ 三峰山七間

わる地良J,全 ダ,,、 々う. とつような[■ を持

ち どのよ|■ J活 を行_て いる/1が  そし

て三峰山といかなるか|′ ,1合いを持 ,て き

たつか_と いう二とを地域の人々と相互に交

Ft Lな が
',考

えていきたtヽ と思 ,(tヽ る.

2 二峰神社誌編薬室の活動

三峰神社 ■ま二〔神社誌編算■■|ち る.こ
′は■父

=記
念三峰口ほ物館の開設以前に設

計され昭和35年 に充足した。これグ)iな る活

動
'過

を1山 ると昭和39年 に よ本殴絆体工事

1報徳事業,の定成をllt L「 三峰

“

峰誌Jを
千1行 した。昭和43年 には三峰神社誌「民イ●篤

第一分l■ _i EH和 47年 に 1 民イ●篤第二分輯J

を刊イ

'tt‐
三11山 昨iダi内容 よ■1争  にお

十
=市

た 信「1 伝■ 祭 l j彗● 観光

■去うらな| 三■山力理解を求.― ることを

■[「「 お|そ れに■いて
'■`が

ユヽてジ,る .

ltFヽ 篇ダ:第 一分にと第■,韓
=ま

二(神 領,
つ民|ド =,t,( 搭FI I[舎■1占  ム食11

1t■■ ―■力l―
'」

年中行■ 卜1祭 |

+モ [性  言「i 昌■ に:説 ●

“

 民イ■

|1誠
「

]́ヽ ●:|十日:す■計上0「′ttそ の成ヽ

を二l●
=′

,し Itる .■■ 三11神 ‖
=ヽ

嘉■
`よ

・ 11争 l「 ■||――請イ上篇‐●編事の

た,,■ ■議ダ●雷調●を■地中
=■

4.

三
'1神

■ l● |る ●■計 lt纂 ■■ll能 七三

■1 巨嚇「 ダ■,´ ,そ ,11ま 共i壼する面を,,
(tる .1ち 1‐ ち 111柿■ と7●な関 ,́|を

もう|し け社会― にれ-1つ 議■のう,布 して

,.=日 :■付 [ また神||11:■ tて十

`i調

企

■■を■■し〔:る  そして ■11神 ■「対

する●I甘 を広〈-1■ |,や讃■ダ,人 々
=求

う

そ′)イ吉, ,|三 十日j■ ■1卜 う●t,( ■とを目||

Ltr.ろ  こぅ中「おいて神|け掃事■は

三||「 周 |ろ i llを 証企Ⅲ「■ 1て ,11補 鍵し

=い
(と いllLを主●ろ機|し としている.

三1ヨ 専物

“
=柿

,1¬ 司様二たといし 1`4に ¬

して詞●口「,「動を実施して:.る .そ れととも

に贅●つJt+ 摯:望 1宗昔 R」 11詢を実施して

いくと,'う 機|:t,え 〔いる.■ え = 神祉編

纂生が三1年 神領村夕)習 1年 に■,い て■ ll調 査研

究をうるそLて そ,成果を補算し「1(イ↑篇第

分輯 第■分輯Jを「り行した.三峰 1諄物

"は
この神社誌編算■で実施した調査11,ヒ に

'I● =神
,「11■を

'■
1栞市し 二■に|■年中

行 )を 展示している 発i的 ]ま 三峰神■i
編纂

=ダ
)方 巧→

=〈
設置さitた が これ こI峰

旺物館力

"「

わ ,た ことによ|さ らにその活

動範
「

ま■,り を持・ たといえる。ここにお

する三峰神■誌編卓室と二峰

“

ll物■との七

iと はどちらか核 とな |そ 力11動 を実施して

いくというもので まな|ヽ .こ れは共通の目的
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■父官言」を i(山 ■1カ

'|'こ

動報告

のも七
=そ

れぞれの■つ性青しを活■し:こ討t

行 ,て ,,ろ .

3 三峰講実態調査

a 三峰講の概要

三峰‖社はli■ 県■父口;夫沌詢
=ザ

,座 [=
tヽ る.三 1午山は1鵡言ノ̈菫 ●―● で

'高
1000

mI'の「
'た

1あ る台tL形 をした山
=ち

ろ.

三11と |ま ill 白ギ "法 グ)二つの11 t tし

て名 ,́|十

',′

た 二峰神社はコ■時代まて11

漿力山とし●:栄 え:I当 観
=院

かt酉」してtヽ た.

^神
は詰冊■■と日本武車

=|し
iE:て ,ろ

=峰
神|卜 のヽ属

=夫
日真神

=ノ
,る  こ・tを 民

間 ではオイズ●マと

“

t l■ (|よ

"'[よ

け

町やヽでま火防イト咬よ十の霊い '語 |.た る.

従来 三1卜神■■1仙!苓

“

ltを 一llキ iす る

ニヒは神イ+よ |オ イメ■マを 匹■ |■ た●

ことと同しとtヽ おれ ,:い る. llt● it― ネ丼

1■するたイ15o■ 夕,夕 を守讚|る  50「 i以 にカ

場合
=一

体グ,御 含属でまその
=工

が不可能な

たち,体
「

‖t′ J∫ならないと,'1,′ tる  こ

ダ艦 験を信しる人々が
「
計社 |を ■[載 した

御を‖力●
'」

=1年
けtlと き

'■
●
'た ')●

■

三|千 誌■
=二

|1神 ■にイ

`オ

1[御 ●属十しをIた

1■ |キ

`古

|る 二 L IIな  ,‐〔t'る . 三1苓 li′ )1員 1甘ヽ

ま関れЧI言 越地■i ti束 lLよし■にまでお

よit範 ,|な う,‐「 ti十  1■ t兵 雲∫ れヽ

埼+ 「 ■ ■■ よ
=■

晨√サiサ [多 t LH=^

= 束■夕
'工

4よ |■ :ケ 多
`|=.■

‐―証

ⅢⅢダ,計 ti及 ■多t.に
'「

 山1:|よ 二11 と

t,し た地●■
',ろ

こと■ ●fi'国 と[■

+(11:=案いノ,■ にさせたL■ 〔|,ら 、

b 調査経過

i峰 証■態調査
=■

峰神社illl算
=十

三峰

●物鮨 ',同 でヽ施 |た  これ ま三F神 |ト

誌編集上イ「 =す
,る 画學院共■教■倉イト「itt t

生の指導ダ]{,と こ●′,た た.ま た■イJ]ま 司学

「
史文学II■会●■′|十 参力|し 調 査tイ |っ

,

実態調査 よ1召下]5441● より開始 し ます0

■|=i〈 よ |三 1争 証力+成 され■|'ろ ■,1県

i謳古地 とし■:'定 し■.■ 11県 内ダ
'譜

:+つ

分
`を

ll● |る とJし |■■'多 い.■に■
'「

 上

田 ●ヽ 端■ 大日it,三 十 ■る 1国 内に集

中百1■ ,II,れ る.三 |卜計実態証企ノ
'第

1己 目

=「
 市[成旭■ ■ 1安曇野地方に● ,た

.

詞●IL区
=蘭

■曇野市
'三

瑯村 豊 ||口 ,北安曇

1レ t'■  東筑●lF■
=ll 

更11部 大同● (

1,ス,.1百 155年度はそう第 2い としで千山

i■′じ十 三|| と,i接 し● Liろ ,it久すし

′iに おいて詞●を実 ll[た  調
^地

κ 111ス

li 市

`え
t'「」 町 小,●田1 1ヒ t久用

'せ

11

口:で
',る

実際 こ詞●
「

|,た ,て は
~三

(議調査要IU l

を作成 tた .ス ■訓●

'■
=お

十ろ人項言■

記十.1前の01●  :■ ■ 2ネH■ ■音 3
Ⅲ キヽ

`普

 共 司ITF 4■ 参 5壺 ll形態

6■ 1 7信 ri 8関係史沐1 9他 の |・ 社

+院 と,構 /'PIIに ]́い て綱キ「
=わ

た 1調査

を■■した

il・神■■綺纂■■ ま「 ¬ |`旭 :展 開して

いるJ峰議 :つ t':■ t調●を実にしたこと

[■ 1 今

`た

三」午講夕
'調

査研究を行ってt〈

たノ)の
':礎

資十li収 長をすることうできた。

図 1 間束中1言 越二峰誰分布国
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写真 2 二11様
=ホ

コラ

言■曇司:害「|」 l田 中れは

=′
成果 1大

`: 
こた とともに 調春lLに

よj‐
=ま

補

'■
F廟 ヽ■|三 li講 ■議員ク,家

= 
車「 軒計

^亡
扶t ll=お する二 1年講夕)F■

徹 含lt ,ヽ 1 信仙+]つ t'て 開さ占き調

企■|た施したことによ0 こ″tが三11講の訓

卜|`動 ′,=|■ 終ることなく議員と調企を通し

て■1■1に ド神11な 交流をもち理解を深いるこ

1■ 'で きた. 二のことに よ1 議員力'ど ノ
'よ

|■ 気■ち
=二

つお山を||「「 Lて いるのか L

tヽ |そ /,■ ■ともt'え る
=ヨ = 11準

山七′,結

し`‐きについ 〔|■1識 |る こと→
'で |た

三峰 "物 ,|て |こ ダ,■ _・ 調査
=お

t.て

御1'屋 ■■神:区  スケ ■ 'メ

' 
三峰封糀

費会,簿 代参帳 観進 ll tt I・ 議:1絆和ll

証社■綺 御台属御

'′

軸など数多くの i峰講

関 l■ 贅卜|を 収集することう'で きた.■ た ヽ

う した記録は
~三

峰1毎調査表 ‐tiホ する記iス

帳を作成し各地にお|す る■峰議の実態を0日

=と
に記録 しこれを整理 した。それととも

に博物館では こ/1実態調査に基づ
=昭

不155

年1'テーマ民として '三 峰講社ll Jを 開催した

三峰神社誌編纂
=と

■1午 口|‖物館は長P,県

を■●lり |二 関東各地の二峰講の実態調査を●・

地 してい くとともに基礎資本1収 長活動の:は続

を予定している.

c 二峰講社長

三峰 時物館で1ま ●イテーマを設けて特別

|・ を実施している.昭和55年 度テーマ展とし

て||千 三11証社員=を 企画した 概 1■ 述べた

ように昭千154年 ■
'1,始

めた三峰議実態調査

の結果 停ることのできた資料を訓杢研究し

てテーマ民に活用した.テーマ展で す民ホを

3部「:「 分 |十 七. 護■の登■_「 読社の参

寵_ 1講社ダ]祭 」の各部 1与 では■峰講/1議 員

|・ l峰神社の||′ ,い で″)る 御春属を受 |卜 る

たいにこ′iお 山に登オ+す る.そ して参籠して

御 |し を■ 十1=卜1'る .ヽ では三峰ITの 祭 |を

熟行しこユ;講社ダ,1年ヽグ),● ■ll願する.

■グ, ■,itれ を展示した .

■■晏テ資十1の It要 を迪´ヽると 講+登 lII

ブ,計 Iよ ■1山 4「の様 rをく内記風11ま ため

た '三 1卜 山請_ 江戸■ 1,三 1争 山 二三る
「
三

1筆 山道中■_ ■■山ロー
'ウ

ェー開通前ま

で多くつ今

「

者う'利 用した 強
'」

● JJ 腰

お L_ 証社の人々力`登lt時 11講 グ,印 七して

旅籠ヤ茶店 =か
|た

~ま
■1 人正年間講

社●拝風景
'「 'メ

■_ |1束 甲信越に広●'る

二峰構をド トで表わした '関東 信越地区

:峰証分布区J 全日の三峰議の証社数を表

′,し た「県,1:峰 読相数,(ネ |レ , 議社ダ,運

=■
,か ,,ろ 記録として「今山講■

'り

_「三

1準 山勧進l「 | ~三 峰講規イIJ '三 峰議代参記

録 など.読社参籠の .l・ で (ま 三1争  に登

'「した護社の人々す宿坊で参籠 したお り酒′)

飲み くらヽ を行ったとい li束 |●道■ |三

ス蒔絵盃J ttltの饗応係であるオサプライ

が参籠中の議員に酒を注 〈時に使用した「ア

カ ′卜J 講社宿 1客 に11し た食事「・ li書
=

勝手か ら証員の音Fま まで 1●に200人 分の

数を運ぶ「飯車_ 宿 1客 の氏名を記録 した

「参籠者名簿J 食事の献●を記録 した '響

応帳 l 宿泊 した議11代 参者氏名を記録 Lた
.諸

匡lt参帳_ 御告属の貸‖1の 記録「御書

属台 lF_な ど.講社の祭の部では長野県南

安曇郡豊●1町 上手地区 僣次郎lL区  埼玉
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県■父市久

“

地区の三峰議員が11で祭るとこ

ろの御書属を詢めるオカリヤを復′しし民示し

′

今回「三峰講社民Jを 企画 したことにより

議■ まもとより数多くグ)苓キ者にも減枚 t広

|た .特に三峰議員においては

'示
資沐|―■

―■について菫大な関心を持 ,た .4三 1争証

員 ■とつて|ま 講社こそ相違するが三峰神社を

信llす ると
'■

ことについて ま全ての議員カ

共通の項のもとに結 まれてt'る .こ のた0
博物臨においては自らの力「入Lて t'る 講′実

態と民ホ資*|を 比較すること
='で

きるのであ

る.つまり 証買にとぅてとこ力`共
'こ

しどこう
'

相違するか講社資料の,て力Flし

'Fの

|オ料となる

わ )である。そのた0多 くの議員がその資料カ

ら受 すた白らの考えをこの場で語 っていく

復元した杉の来夕
'オ

カリヤを,し た講■の人ti

lま 「おらほうちや |て る しう し葉■ォ■ |

ヤは茸 くなす)J「 今 (ま ヽタン■き
`J力

'お し ,

さまの頃 |よ ちゃんとオコヤ●ケをしたもた●

よJ ~家の口

'■

ある杉っ葉
=書

いてある小■

ま何だと思ったら■峰様な,た たかい  |「

式にはこんなも うに■ |こ まなくちゃあい||

たんだよ.今やつちゃいたI.な Jな どそ′,発

する声はll々 である.講■ ■と ,て みitま オ

カリヤーつ取 0上けてみてもこ7・
中|=ま 議社

を守護する御ヽ属■t納 わられる|,す である.

代参人||三 峰神社よ 1帰 1新たにlfO●‐を納

める時 よオコヤオケと称してオカリヤの■き

替えを議員全員で

'な

い。こ・ t'“了すると

この前で
'峰

様の祭 りを執行するので

',る

.

講tL力 人々にと ,て 復元をしたオカリヤを目

の前に

'る
時 直に,|に

'■
の,由 らの|「 入

している読社′,オ カリヤであり また三11様

昴祭 |の性景な″,で ある.つ まり 読社′,人

は三11議の資十日[対 してたえ■由■の議の実

態をそこ こ社ヽ■えて考えている.こ ′)こ と

は説社の人々にと1由 ら′)講社について再認

識をする手がか 0と もな ,て いる.ま た さ

らには池ら証社に対 しての輪を広げていくこ

とにもつなかるのである

4 三峰神領民家移築 保存

a 神領村の概要

:峰 |1社 の市画 Lひ らける0■地 ■ 神 ||

三峰ヽが力)る .表参道に位する業ι■‐あるこ

とん ■1月 青tと もlliさ ′[て 。ヽた. 神領36■ ′,「

家を中し1=現在■数 ま60数■に発■をit=
t,ろ 0' 幕末まで ま

~村
1領

「
姓 1と 呼 ま|:■

■グ,夫豆 小豆などを神社 ■詢ら人り1叫t'1言

■か
',金

戯の11通  日常品の需要ま= ■1凸

● 切すお山にます■ 1,21て いた。そメ
'■

,

‖■●労働 賊役 二まオ1人 が当った 「L話

人_と よ■:数名′〕i:た ,,,t,て  そI)|1国

でコ しらク,■ ■ まま,な :・ ●ていた. I`量
liま でllや ●Tノ),■搬 野菜FIな どは三‖争ヽ

の男女の蓄めてあ・ た.

b 神領民家について

111=ち I代化ダ,■■,二年ど′tど ,1人 |■

■■未る.こ こ ■
=以

前萱当人,F'世 |● 1■

|=′ ||ス 七

“

:■ ら1点 身,iえ ■‐
'.  

た 111を it

えする特徴ちる1ヽ家巧:多 くら ,た . t't
■,tl」 J.■ム軒を

'ヽ

す′サ■とな ,て いる ■

た占〈よ|■
=さ

れてきた習イ.rtよ 々と

'Hえつつある。このため三峰山博物

"て
は二■民

家の寄蟷を

'十
三1争村|[境 内

=イ

`苺

保■した,

三峰神領民家の■屋 およ
''' 

■11

柴小屋
'付

‖ダ雄 物は三峰 1人 本
`略

地 千11

万件によ
'寄

贈t■ | ]|千「53年 8月 ='体
1召和54■ 8日 ■三|1神 I境 ¬にI夕 ヽし また

IF合 |十 三峰字口影77番 lr●  |1輛氏 11寄贈

を受 |た .

この民家 ま11300年 |'F,■ ヽ と|二 え
',I●

戸中期のli.ヽ 間■ |の民家′■ つて
',る

 家

ノ)特徴を■べると
'卜

観は貫を■せた枚張 |■

■出 よ少
=い

 萱青:入けヽで■根に 1棟 おさ

ぇ′)ノ ■スカ'の ってtiる .剌 割

'オ

|よ 要で|=よ

14cm角  ●外の合71建  =‖鳥はやt ll■ て

柱をつな●本社は強口である.材 まメt大の サ

ドを除き 有1ま つり角|オ で小屋材を除き地(「
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秩父官言」念三峰山

"物
館活動報告

巨十〔11■袢結 ま9 cm角 のiム栓どうである.

|1牧 ど ,の概要を,上べ る.こ こで(す

‐
屋餃

構え_を キンキ ,テ エラと称 し 山の市斜画

をき
'ひ

らいて家を建てる.,0■ 道をオオ

■ンとい |ヽ  オオオン|',わ ヽに入る道をケ

イドと
'う .母日の前の庭■ケイドとケイト

をつ●〈道 となっている. ■r_ まFj行 7

間 3尺 梁間 5尺  入ヽF造 ,枚王である

出入日は ボヽウグチと称 Lオ オ ド■=ひ きたて

,,れ 通常の出入い ま〈〈0戸 である.流 し

場 |よ トボウロカ外 =あ
リ オオ トを〈〈ろと

tF・・ が・Iる  土間
=ま

ォラウスカ.晋 か′tて い

る. :門 の■に ま小

“

‐ヒ■ ■ろ枚敷が設|十 ら

,t 肇

"i輌

 イ(オなとう'置 力′1て tヽ る. イン

マ まIF敷 ヽて,口 1日t襄 |が ,́る .食事ノ)

イ1度 ||,口 て行われ ,日 の食事 もジロで行

,11‐ 三二 ■1高 軋 [神 柵力あ |″ 壇 よ戸冊

■1']ま つる.正 月浙は高柵に 盆棚 ま

“

壇

の前に設 する.テ イま寝■ 省間
=使

用され

た.十 ン ドは小 .71・ 屋の枚の間でここには人類

を入1た 長丼ちや´ロウ トが置かれる.イ ′

マ Lテ イF)表 に 1ま 嵌仰が通 l t夕 l‐ の飾 ,

や ■■,ダ,11え もダ,よ
=こ

にすつる.■ IIs

泉 まイ/マ
'1,●

■■● |●室 として使用し

た 1食 物うち.蔵 をする  ツキ■・シi よ母屋

ダ)廂 を利用して 1間 ないし1間 +位廂をのは

して簡単 |■ つぎたしたものでツキヤとかツケ

ヤと■する 本小屋として使用したりfiや味

噌桶を置 く.Iは ここを産屋として使用した.

~便
所」「柴小■.「 風呂場Jは,屋 とは

'1にあり その南 il面 に柴小屋を設けて堆 1し をつ

くる.珈 栽畑=に ■の庭●IEは 斜面となって

おり ここをたがや し畑 としている.ゼンセ

イパタケと称 し主に野菜類を作る。「板倉J

に石垣積の敷地に20cm tt t・ J:台 を置 き そ

の上に,さ 12cm l120cm-30でmの厚 llkを ヽ

み上げて壁面 として 切まの屋根をのせ栞枚

■である.せいろのような形で厚板を積み上

ギたな特の命で敷物その他重要な家財を収納

Lて いる.

c 神領民家の活動

神領民家の移築保存 こ″■ま単に,屋ばか

0でなく ■敷どりの形式から 便所 風呂

柴小屋なとそれに付属する建造物な総てを

移築 した。この他 前栽畑ももとの状態で復

元し そこにそば 大根 ジャガイモなどを

植えた.民家にともなう民具関係の資料 もあ

わせて寄贈を受けた.民具 ま寄贈をである F

島氏が使用していたところの場所にそのまま

の姿で置いた。その家 ■住んていた人を除き

建物  民具などもとの形のまま移築し移動

し

'て
原風景に●元 し保イ′した。前栽lmは

実際に排作し 当時の作物を植え収獲をして

いる 博物

"で
は 二峰村のおばあさんにヽ

家の管理をお願いし ,日 H炉裏に人をたい

てもらっている。来節者は ここてお茶を飲

みなからお まあさんか ,,三峰のことについて

様々な話しを聞 くことができる.

また 民家の中では、三峰神領村で行って

いる年中行事を展●ヽ している.こ こで/1主 な

年中行事を「
げるとiF月 の行事――松飾り(12

'128曰

-30日 ,  4ヽ正月 ユ11月 14日 -15日 ,

オマツオ●メ

`正

月14日

' 
エビス議 111月

20日 |

春の行事  節分 (2月 3日 )雛 まつ り

14月 3日 )

夏の行事――二 月節i句 (6月 5日 )七 タ

(8月 7日 )盆 (8月 13日 ～16日 )

Flか ら冬の行事――十五夜 (9月 15日 )

1三夜 (10月 13日 )エ ビス議 (10月 20日 )

等がある.

参考文献

三峰山略誌

三峰神社誌  ・民俗編第一分韓J「 尺俗編

第二分輯 J

Ⅲ)1981年 2月 5日 受付

(2)秩父宮言こ念三1筆 山博物館学芸員
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☆研究 ノー ト,

,欠有

地域文化 とその展示機構

カロ  1暑:

近年 とみ 亡自治体を地 こ七しての博ll饉 つ

くりが急増していること ま慶 すしtこ とてお

ろ。ようや 〈行政に博物競 ,́価値力'認識され

たのかもしれな tヽ し =い ま文化施設がな す

れ エイ

'政

′■しと考えているのが定がでない.

いすれにしても文化 1す ●政に剛1染 まなか ,た

伝統う破′1 文化的行為が,政 11と |あ |ら

れ まLめ たことは事実である。それ ま何と|

っても人衆′,II占水斗:の 111に より 大衆ダ]

要望
=答

えたはな
',な

くな ,た ,I・ の指Ⅲl(

もある. しつ 1素晴らしき日本社会の思
=′

変革 とで |い えよう.特にそれ
',の

発想 よ

lL域のある]● くり
=“

ぎぃたこ七itJ,る .

量lFr人 者1市 中心の大学進学●Ⅲ′)中 でも ,
業力者Fl,指向型からじターン■ます起  |「

年て50%を 上まわる結果 とな ,1:と いう 大

Il111に てギ:習 して t11'1に ■ 1 代をらそ |

という青■の思ちは決して円i菫 ,て いない.

それ力'お る■´
'(り

の発端でもらる

|,ll■ つ均―tさ れた業市出度 ま 市か
',

JL I至 るまで管理鰤 ■ れ 教育の機会
“
,■

か守■れている さらに,|■ を力 |す [文化と

t'1面 におt'で も 中央指 11■1カ 伝抗

“

]遺制

を受 キて また高度lt清 成長とマスコミ 高

速道路を|ま しハ交通綱7)発達な
=起

国して

地域文化が破壊 さ′tつ つある」
「

今である.=
れては地救丈

`し

のオリブ十 リティよ市たない

|ま す(|,る .1980キ |オ ttう 時イヽ と呼は′tた .

そit● ある■■
'く 'こ

作動 して 'こ とされた

とした
',本

1/の 文化活動力1」 しまるの■あら

う.そ して博物館設立
=つ

なかるとしたらう

れしいことである.

そ夕)● しく計●されス,博 II II:4し て 最

1と ■ ■自市体■ | とんな● ll“ t■,〈 ,

たらよい力IH談 を■ |十 ろ二と
'多

t, ■ |■ 1

想とうる0別 夕 =t,て
いても それをそ

夕
'ま

ま■■ さtl」 と:`「, ユ してその地五

におき,,し t lⅢ助館 Lは ,え ないというメ〕(

ある.■ |ヽ 0物鮒 七114,力
" 

地域住民
=

1・ て:十 1た とい1し くt'■ 〈́ |ヽ |,さ るも√,

であると¬るな:,= その几敲住民ル円||し :

,.l=よ って計上されること,最 も望 まし,."

,,■ ,́る  そうでないとヽ政

`●

l記●物 :な

,[人 来F'tt'■ |た 1市 民11'な い市

:1 ● なる与えられた]'■ にJな 文化|1教 ●

Lヽ計「 なる [|さ なt,',:メ、ろ.

lL成 社会 ,Formal Region1 1:Jjt f力 博

物,,つ 使命 = 
ローカ■ カラープi中 で 人

ti学  白パ11学 ′)1/7,t文 化′,11■ ■,そ ′,

教育 11古 報提l■ |ダ ,■果を,さ |■はな
',な

い

ノ)で ,|,る 。その■
^十

二1新 置さ′る博嚇 |=
は 最11=■t'ヽ きそダ1博 物館′′ヽ本l・

T想

1目 ||■ ● |に つ ,と  で t● |る ヽ1ビ

=
|る |を 考えな,ら  はしうで具体 |||:イ可を

どう嗅示●ろう とt■ 間[に と|力■ るヽ き

ておろ.■実にはいさなり展示をどうしたら

よtヽ か とい う問題に11L I 試行鎖誤する場

合が多い。そこで地域,1お |)る

'F土
博物,|=

は その地致の政治 維清 社会 文化など

を通 してオリシ■ルな特質をl■
4,な すことこ

,`,力 'あ るので Rホ構想

「

成の際 問題整

■をうる必要がある.

そダ]一つの試み として 郷土の生い立ちは

自然を培って人|●3生 活を築いた知恵力展開て



■るう,, It軸
=嘔 ヽ|1時 間の流れを そし

てヽ輌十二その自然を■・ た人間■1舌の現象面

を言1定 して ,+す るよ:分 ■証明説得■きう

る資料t配こ●′lす よt,.そ れ
=よ

.て館の

日JI■念に川tし て民示,■ Jオ をll'し た

|, ,一 オ,| オラーを展ホ
=盛

,`tこ とル`

:せ点・ n′|,,■  || |

「「
卜時代

珊 tl,F
II‐時代 | ●  |
市    住

-i   士 ‐000e
[   lt lolloooo

■ |ろ と思 う
. 1本子ヽ子吉Fイt', 上    仁  |  ||。 00‐

||:¬
=F■ =1● "五「

i■ 11■ ■●卜|´
=尋

合ti'「

ⅢⅢ‖Ⅲ‖Ⅲ‖Ⅲ‖Ⅲ‖ⅢⅢ‖ⅢⅢ‖Ⅲ‖◇ ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ‖ⅢⅢ‖Ⅲ‖Ⅲ‖ⅢⅢ◇ ⅢⅢⅢⅢⅢ Ⅲ Ⅲ‖Ⅲ‖ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ

,i書   評ナ

樋日清之・加藤有次著 『こんなに役立つ博物館』
―― 規 と子の

'口

的レクリェー ション

■

　

　

化

ヽ

●
■

―

■

　

　

半

Ｌ
は
´
■
彎

地

域

■

山

地

ｔ

＾

――

地

域

の
道

一̈

――――

一
■

″
ロ

ロ
μ一， ロ

山金

―役市民力博物11=■[よを覚えるグ
'lit

'プ

機会を■■ L得 る まさに■物

"入
円書

というヽヽ 本力千1行 された.著者のお 1人■日

清之先11ま  本学グ蒋 物

"計
■に時熱を●■|

さ, 20有今年に
',た

|お お (′)● うな学去

員を関係卿i界 ■■ .で 二′,れ た。現市: 本学

名首教薇七して関係各昇で御i占躍中で,る .

本lL'4■ て11 先生の占fi,お |↓ いした記

●けた特気|た 。また¬ ヽ有ス売上は 〕ι市

本■●時物11学 L任業″ として ,1回 ■■,
■■性を

'I承

し かつ御自身の字間の61造
=

日夜||ん でお |,′ [ろ 隋

“

家
=あ

る.師 弟関係

=ち
る●■人の著書 ま まさに本書力`初■■

つ二1■ ある.

本書 ま「 lん な■i,立 つけ物館Jと 大地に

ある Jと く -1,に 1,民 のF_物

'|に

対する認

識不tを覚醒し その有効なi占 用法を,っ て

も,,う lた ●意図して書かれたも′)で

'る
.

■た
~担

と子の知百1レ クリエーンコンJと ぼ:

速にもあるよう■ ■か子供を●いて博物館

[訪 ′tる 際に 1分活用性に富む案内書の性

格も有 Lて いる.本 書|ま  その基底に博 ll館

う教育にをiCえ す変わ|,ぬ 態度で貫徹してい

る●( 1し類●さ博物館普及書といたる。そ

,教育01着 1■ には ,門 家といえども看過で

きないはすである.―役市民向けであること

力
', 

勺なよ性に解が 0やす〈 丈体も,2
■言

"■
ている.

さ( 本響トダ,構成|ま  1■ 博物

"が
す 」(

雨山くなるた01 2=「 ■に,っ と,|く な

0た い人のために 3■ 1:1学 |二 も ,と 強くな

りたい人つ1:ノ ,こ  4章 美術Hこ {.っ と強くな

||:て 人ヽブ,た ■ ■ 5= 産業 ]も ,と 強くな

りた1人√)た めに 6=あ るJを もっと知 り

0た tヽ 人′たらだ 7■ 0□特異な博物,|

■ろ〈 全国|,|力館 覧 各車‐ ,な ,て いる

1● て よ 市民が博物館に何を要求すべき

なのか '́tべ られている.2■ -7■は

、t r学 美術 地学 "業■の分,1を 背

景とし 博物館 tiジ ■ンルこと
=分

けて案

内|さ れている.そ の内容,1 ,tt御 自身の

Ittll談 t混 |え たエビツー トなどが多いのも

甲1味探い。最後に い
=停

物年ヽ足を■,際
に tlら いように その案内一覧がヽ■られた

tJ営 いまかりの酉ご意が力「えられ でいる.

近年 博物館意識は市民の中にも定着しつ

■,あ るが 市民の精神向「
のためには 今後

ともそうしたし識の高揚は計られわはならす

本書はその■人斉̈ こ最もおさわしい.一 般市民

の方 まもとよ, 教育関係 ll●関係学問に湾

わる方にも足非―読していただきたい本である.

1本学文学部助手 )
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博物館学講座要綱 (昭和55年度)

(I)「博物館実習 I」 部内博物館実地見学指

導

1) 目bl

東京 EF・ 内博物

"に
おける資オ+収集 保

“分類 日録 展示およひ学術IIt 教育活動ヽ

に関する実務の光学指導する |「 博物館実習

IJ受講者,.

2)見学|1設 ■
'日

程

第 1回  10月 5口 1口 ,

交通博物館

第 2回  10月 10日 1全 ,

たIぎ こと塩の博lll館

第 3回  10月 26日 ,日

'科学技li臨

第 4回  11月 2日

東京農ユ
'大

学
「

学部附属域■旺勒館

第 5回  11月 16日

入工 11,郷 十資卜「館

(lI)「博物館実習 II」 地方博物館実地見学指

導

1, 日百つ

地方呼物第にお する●力運営及び資料収集

●■ 分類日

'| 
■■tお よひ学術研究 教育

活動等に関うる実富グ),1学 指導す る (「博 1/1

館美智 II」 受講者■

第 1回  1陰  山陽地方 13月 4日 ～

3月 7日 ,

●:島 県立美li■  ●:島 F ll記念資料館 岩日

徴古

" 
西オ1博 物館 {岩に1自 ■ 毛利報公会

博物館 山rl県 ■美 |」館 山日県上山口博1/1

館 1萩 :|■ 萩市搾F土博物館 松

`遺
基展ホ

館 松下村ユ |1谷 美 IItt i丼 が浜青古館

|ド関江卜 長Fl博 物館 東イ1記念

" i関市立考古

"安
同資沐1■  力:問神吉i1/7段

第 2回 ヨし,適蘭 .l・地方 18月 5口 ～

8月 8口
'

1,■函館博 l● 館 l・ 拇F土資|1館 
「

1■ 輩郭分

館 Jした道大学水産学部水産資料館  111■
1白 , t飯

"1土
資料■ ′ヽ三町公民御 IJ;室

1ニ セコ1白 1 今市水た博物館 小l●■ |り物

館 小檜市青少年
'「

学技従■ |卜しltr l ■

′ボロビール史十1館  Jヒ海道開拓記念,1 北

1●道上tiit美術館

第 3回 ■陸地 ll i 8 1119日 -8弓 22日 ,

名ヽ屋す●博物館 岐阜■惇物

"1高
口

'自

|

八賀■l●■|い, 高山市
'FJ'1 

飛解ヽ16,|

=山
市「1学 文化センター 1全 IR,自 ■ 石 0県

●美術館 石 1県郷Ji資十館 ● 県白口白

然保護センター 1芦原1白

' 
―来朝倉

`1,t・
「

福■県防去

" 
福丼県ユ■術館

第4回 東IL・L● 19月 9日 -9月 12口 |

f嵩

=型
」帯釜神社博物

" 
束JL E史 資十1‖

1石巻||■ 1肖 防|]念館 高
=長

■言こ念

" |し上市上ヽ物

"|イ
L巻 ,自 ■盛同市公民

''オ

[■ 史

ll館  盛F橋本美術′館 |■

'11■
秋Ⅲ

『 '斉大学 け属言国民ヤ,Ol」憤l ll田 県●美
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Summary
Special lssuc on The History of Local 卜Juseum s

Our immedi`te and Ilaramount concern in this issuc is the hi、 t。 ●、 Of muSeums in lo(al areas

Mostum、  n our country wh ch w● re established`、 ●ar y as the Mo"i pe,。 d JIヽ oloped as

the reflて ,ction of political and eco● omic Policr and the result て,r society S influence on it  iiowe、 er

ioc,l museoins reflocted som●  characteristically uniて :● e features depending o●  loca]areas

Therefore in this issue  w●  `,●  particularlド  concerned with the lo(al characteristiで s in tヽ c

h story of muscums

l     rhe history of mosて loms in Akit` prefecture  by Yasutoki Togashi

Althoogh AkⅢ
` m useom 

●a, Cst● 1,l Shed in 1878 it ●ostu so.n after■ ,,dヽ

The present museum Was establis卜 ●J in luar 1975 ot the people s  request

2    The historv of the exhibitions and the mus● ums in iヽgata pr● feCture  by llid● ki Yokoyama

An introduction t。 [h● exhibitions ond museums exhibited durhg the Mol period

3    The liStory oi the museums in Kanag● wa Prefeで tore,  by Shi′ o l(i、 a

A consideration oi somt oithe problems in the history of the inuseums in Kanal・ awa prefecture

a、 COmpared w th lhe mu、 ●om la、 which "as ,stablished in 1951  An attempt to predict the

develoPment of muscums in the future

4    An exampl●  Oi the museum lBusson chinret,okan'   卜} 卜lasahide llaekawa

――A case study in Chiba prcftて ture

A description of the museOm tBussan  てhinretsukan, from it, cstab]ishmで 。t to its desolution

ana the in〔 lvence 01 museums in the later stag●

5   T卜● history of KanazaWa moseum. by Kash}δ Yotsoyanagi

――The de、
=loPment of the local museums in the carly stage

A acscriPti。 ●of the dt,`lopment o(Kanazawa museum  lt is one of the museums Which deve

いped from the● 、卜1ltions put on for the P,omotion of industry by thc Moli goVernment

6  The l story Oi the idta of social education in O ta prefecture｀ b)Shigemi Cotう

Some of the problem、 of the present mustum in 6ita prefecture WhiCh refer to the histor)of

sociai educatio●

7   A report On thc activity of Ch“ hibunomiya Mitsuminesan Museom, by Naoya Baba
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